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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　辺りを圧倒する吹雪ふぶきは瞬く間に生き物を凍り付かせるだろう。

　生息する魔物は、厳しい環境を生き抜けるだけの力を秘めたものしか存在しなかった。

　敷き詰められた灰色の石畳の道が、冒険者の町バルト近くに位置する旧魔王領を貫き、その最奥に魔王城はある。

　この吹雪にもかかわらず、大陸北側に位置する魔王城は雪が積もらない。不思議な力で雪が弾はじかれ、決して凍り付くことのない場所だ。漆黒の外観は数歩前も霞かすむ吹雪の中にあっても影を見せ、そこにつづく道に立てば、誰だれもがただの廃はい墟きよでないと実感するはず。




　──カシャン。と。

　魔王城の門前に立った騎士が居た。

「器を持つ方がいらっしゃる。近いうちにだ」

　老成した低い声が吹き荒れる風に負けず、辺りに響く。

「なに、数百年も待ったのです。もはや一息の後に時は来る」

　騎士の甲かつ冑ちゆうは魔王城に似た漆黒だ。全身に伝う血管のような管は蒼あおく蛍のように光り、彼の喜びに応こたえ輝きを増す。甲冑で覆われた全身に肉体は無く、兜かぶとの中に二つの目は無く空が広がるだけ。

　ふと、彼が何もない宙に手をかざすと、その手に漆黒の大剣が握られる。

「ハッハッ──ヒヒッ！」

　騎士の前に現れた巨大な獣。灰色の巨きよ軀くは数階建ての宿よりも壮大で、四本の脚は筋肉質で逞たくましい。体毛は初雪に負けない純白だが、鮮血を塗ったような赤い顔は隠しきれず浮いている。

「なればこそ獣は不要だ。貴様にはこの城に足を踏み入れる資格はない」

「ヒッハァァアアッ！」

　獣の逞しい前脚が襲い掛かった。

　しかし途中、獣の身体からだは顔に負けぬ真紅の血潮をまき散らす。獣は気が付かぬまま、身体が真っ二つに切り裂かれてしまう。

　剣けん閃せんが生んだ強風がゴォッと空に舞い上がり、雪を降らせていた雲が飛散した。

「これでいいでしょう」

　騎士は紺こん碧ぺき一色の空を見て、満足げに頷うなずいた。

　やがて、横たわる獣に数多くの骸がい骨こつが押し寄せる。獣の亡なき骸がらは、瞬く間にどこかへ運ばれていった。

　不意に彼は足を止め、

「──貴方あなた様のお帰りを、心からお待ちしております」

　と、王都キングスランドの方角を見て小さく言葉を漏らす。

　最後に懐ふところから一枚の羊皮紙を取り出して「今日も使命を果たそう」と呟つぶやき、魔王城の扉に手を掛けた。
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これまでの事と、これからの事と。









　十歳の年は本当に忙しかったと、王太子アインは常々そう感じていた。

　エウロ公国への名代の帰りにデュラハンが身体の自由を奪い、身体の消耗のせいで半年の昏こん睡すい状態に陥った。

　目を覚ましたアインの身体に待ち受けていたのは、前例のない異変だ。

　魔物化という身体と精神に影響を与え、アインがアインでなくなる可能性がある異常だった。

　原因は間違いなく、魔石の力を吸収できること。

　いくらアインの中に宿るデュラハンのことをエルダーリッチが抑えるとはいえ、ステータスカード上のネームドの文字は依然として変わらず、危険性も細かく判明していなかった。だからアインはお忍びで、魔法都市イストへ向かい、著名な研究者と出会い、魔物化の症状の知識を求めた。

　そしてイストでも多くの事件があった。

　王都への帰りには水列車がワイバーンに襲われるなど、最後の最後まで話題に事欠かない旅だったのは忘れられない。

　それもこれも、すべては赤あか狐ぎつねという謎の多い魔物が関係している。

　身体のことに加えて赤狐のこともそうだが、今のアインには知るべきことが山ほどあった。




　これからも忙しい日々がつづきそうだ。

　そう思いながらアインが馬車の外を眺めていると、向かい側の席から女性の声が届く。

「────あれから、もう半年も経たつんですね」

「だね。今となってはいい思い出だよ」

　アインが答えた相手はクリスだ。エルフの彼女は相変わらずの人間離れした美を誇っていた。

　艶つややかな金糸の髪を揺らし、先ほどのアインの返事に苦笑する。

「ぜんっぜん、いい思い出ばかりじゃありませんってば。あの橋だって、半年かけてようやく復旧が終わったんですからね」

「考えてみれば長かったね。その半年の間に俺は十一歳になったわけだし」

　更にあと二か月も経てば四月に入り、アインの五年次としての学園生活もはじまる。

「セージ子爵のクラーケンに壊された橋だけど、随分と綺き麗れいになったね」

「ええ、線路部分の補修だけでなく、老朽化した部分の全面補修が行われましたからね。よく半年で工事が終わったものです」

　クリスが言うように、工事期間が半年だったことは驚嘆に値した。

　あの橋は一帯の汽水域を一本で抜けられるだけの規模を誇り、長きにわたって、イシュタリカの陸運を支えてきた建築物だ。それはもう巨大なことは言うまでもない。

　橋に近づくにつれ、多くの人だかりの声が耳を刺激する。

「さすが、アイン様がいらっしゃるだけのことはありますね」

「……大げさなんだってば」

「あははっ、そんなことないですよ。だってあの日の夜、水列車を救ったのはアイン様じゃないですか。だから、橋の復旧が終わったお祝いにアイン様がご招待されたんですから」

「それを言ったらクリスもだし、助けに来てくれた海龍の双子もだよ」

　この言葉を聞き、彼女は照れくさそうに頰を搔かきそっぽを向いた。

「こ、こほん！　それにしてもアイン様！　今回は本当に順調な道のりでしたね！」

　アインは素直に頷いた。

　ここまでの道中、まずは王都から水列車に乗って近くの駅で降りた。つづいて用意されていた馬車に乗り、先に来ていた近この衛え騎士が馬に乗って馬車の周囲を護衛している。

　アインは何も指示を出すことなく、ほぼドアからドアの移動だけでここまで来た。

　それもこれも、すべては。

「有能な補佐官が付いてくれてるおかげだよ」

　今回の調整はウォーレンではなく、新たにアインの補佐官となった女性の手腕によるものだった。

　話を聞き、クリスの隣で座る少女が口を開く。

「もしかして私のことかしら」

　鈴のような声で尋ねた後、少女は可か憐れんに微笑ほほえんでアインを見る。

「うん。クローネのことで間違いないよ」

「ふふっ、ありがとう」

　上機嫌に答えたクローネの服装は、私服でもなければドレスでもない。今の彼女はオーガスト商会の令嬢ではなく、あくまでも王太子の補佐官だからだ。

　黒を基調とした制服。スカートから覗のぞく細い足はタイツで覆われている。

　イシュタリカらしさがある制服は清楚な印象を抱かせるも、彼女が着ると、どうしても華が隠し切れない。また手元のスタークリスタルが、その華に負けじと輝いていた。

「すでに城で文官として働いていた者を含む、多くの受験者に勝る才さい媛えんですからね。私もつい先日耳に入れたのですが、冬の登用試験では、クローネさんだけが満点だったとか……」

　クリスの感嘆は、ついこの前の冬にあった試験についてだ。

　仕える主あるじが王太子とあって、受験者の質も相応に高い。加えてそもそも試験のレベルが高く、正直なところ、クローネのように若い者が受かるような難易度ではなかった。

　しかし、その中でもクローネだけが満点という成績を収め、補佐官の座を手に入れた。

　当然だがウォーレンによる手心もなく、あくまでも実力で勝ち取ったという点も重要だ。

「ですがクローネさん」

「ええ、なんでしょう？」

「補佐官ではなく、アイン様専属の給仕などはお考えにならなかったのですか？」

「当然です。だって補佐官が一番近くに居られるんですもの。給仕の仕事も、やろうと思えば傍そばで出来ますし」

「な、なるほど……」

　クローネが結果を出せたことは、幼い頃ころからの努力を思えば必然だったのかもしれない。

「おかげさまで、この馬車もオーガスト商会からの貸与だしね」

「乗り心地も悪くないでしょう？　新型だったのだけど、しっかりとお爺じい様には価格を抑えてもらってるの」

「えっと、グラーフさん大丈夫だった？」

「何が大丈夫なのか分からないけど、商談の最後はお疲れの様子だったわ」

　それを心配してたのだが。

　ハイムに居た頃は陸運の覇者と呼ばれた男も、孫娘クローネには勝てなかったらしい。

　とは言えグラーフは、決して縁故だけで取引をする男ではない。なんだかんだと、クローネの交渉力によるものだと予想できる。

「無駄に税を使って、アインの評判を下げることにはしたくなかったんだもの」

　はにかんで言う姿が可愛かわいらしい。

「アイン様、アイン様。クローネ様の商談結果については、ウォーレン様も唸うなるほどだったそうですよ」

「……すげえ」

　思わず呆あつ気けにとられて声が漏れた。

　何はともあれ、費用を抑えるべきところで抑える点は立派だ。

　クローネなら必要以上の値引きはさせないはず、とアインは一人で頷いた。

「こほん。そろそろ降りる支度をしましょうか」

「ん、りょーかい」

　馬車の窓から覗くと、式典の会場がもう目と鼻の先だ。

　正装のジャケットを羽織ったアインは、つづけてシャツのボタンを閉じる。もう準備は終わったと思ったところで。

「アイン、ちょっと待ってね」

　席を立ったクローネが、アインの隣に腰を下ろして腕を伸ばす。

「え、どうしたの」

「ボタン、首元のが一個ずれちゃってるの。直してあげるから少しだけ動かないで」

「いやいやいや、こんなの自分で────って」

「残念でした。もう私が直しちゃってるから」

「…………」

　為なされるがままのアインに、楽しそうにしているクローネ。

　苦笑するしかないクリスは「あはは……」と弱々しく笑ってみせた。





◇　◇　◇






　橋の式典から少し経たって、予定通り五年次へと進級したアイン。彼は今、新学年でも一組フアーストの担任となるルーク教授がやってくるのを待っていた。

　時刻は朝の九時。一組は本来であれば自由授業制のため、朝から来る必要はない。だがアインに加えて狼男ワーウルフのロラン、公爵家の跡取りのレオナード、そして兄貴肌のバッツの三人が集まっていたのは、今日が新学期初日で、全員参加が義務付けられていたからだ。

　教室と階層が進級に伴って変わったが、教室内の造りは全く変わらない。

　アインのすぐ傍に座るバッツが、同じく隣に座るロランに語り掛ける。

「随分と眠そうじゃねえか」

「あーうん……実は早朝から仕事があってさ」

「朝から何してんだよ、お前」

　つづけて、アインの左隣からレオナードが言う。

「身体からだには気を付けた方がいい。どうやら面倒な仕事のようだしな」

「ありがと。倒れないように気を付けるよ」

　アインを含む四人だけが、一組フアーストの維持に成功した生徒たちだ。

　そもそもエリートしかいない学園の中の、更に一握りのエリートであるが、首席のアインは気の抜けた声で三人へ問いかける。

「あのさ、今日はなんでみんな集合してるの？」

「おいおいアイン、急に何だよ」

「いやだって、一組フアーストが全員集まるのって、年に数回ぐらいしかないじゃん」

「まぁそうだけどよ。って言っても、大体想像は付くぜ」

「え、ほんと？」

「おうよ。入学前の案内にあったろ？　こういう催し事があるからーってよ」

「残念なことに覚えてないね」

「なら覚えてないアインが悪いってこった」

　相変わらずバッツの遠慮のない言葉に対し、アインはぐうの音も出せない。

「殿下、恐らく社会科見学の件だと思います。五月ごろにあるのですが、ご存じでありませんか？」

「……はい？」

　レオナードの声に、思わず力が抜けてしまう。

　言うに事を欠いて社会科見学だって？　魔物実習までさせるような学園で、そんな普通の行事が本当に存在するのだろうか。

「ちなみに行き先は？　遠くの砦とりでとか炭鉱？」

「お前、どうしてそんなに物騒な場所しか思いつかねえんだ……場所なんて自由だよ、自由。俺たちで好きに選んでいいんだって」

「この男が言いましたが、自由なんです。ホワイトローズ駅に行くも良し、騎士の詰所に足を運ぶも良し。最近だと、オーガスト商会なんかも人気だとか。ちなみに面メン子ツも自由だとか」

「本当に自由すぎでしょ……」

「あとね、城の施設なんかも人気なんだよ。アイン君からすれば家だから微妙だろうけど、普段は入れないところだし、行きたいって人は多いんだよね」

「城の施設は勘弁してほしい。割と本気で」

　まるで集団家庭訪問じゃないか、何よりも避けたい事態だ。

　早速の拒否に、三人の友人はくすっと笑う。

「だとしたらオーガスト商会か？」

「オーガスト商会も勘弁して。色んな意味で行き辛づらい」

　商会のご令嬢が自分の側近なのだ。

　正直言って、色々と遠慮したい理由しかない。

「おいおい、我わが儘まま言うもんじゃねえぞ？」

「お前が殿下をいじりたいのは良く分かったから、ニヤついた顔で言うんじゃない」

「悪かったって。なら……ホワイトローズ駅ってとこか？」

　消去法で行けば有力な選択肢だ。

「うん。あそこは大きい駅だし良いと思うよ」

「……え、えぇ、殿下が仰おつしやる通りかと」

「ったく。急に元気になりやがって」

「はは……まぁ確かに大きな駅だから、ボクも勉強になると思うけど」

　この時は少し楽しみだった。

　しかしそんなアインの気持ちは決してつづかず────。







　少し経って昼過ぎ、食堂のテラス席にて。

　項うな垂だれるように頭を抱えたアインへと、バッツが慰めるように口を開く。

「元気出せって。そんな落ち込まなくてもいいだろ？」

「……こうなるなんて、思ってもみなかった」

　落ち込んでいる理由は、例の社会科見学にあった。

　ホームルームが終わった後、アインはルーク教授に呼び出されたのだが。

「結局、俺の家庭訪問じゃないか！」

　宰相ウォーレンの有難いお言葉により、四人の見学先は知らぬ間に決められていた。

　それが当然の事柄かのように見学先は王城となっていて、城の敷地内にある施設を見て回ってほしい、とのお達しである。

　これは魔物実習をはじめ、今までアインと共にいて苦労を掛けたことへの礼を含むそうだ。

　もちろん友人たちは喜んだ。城門の内側には、重要な施設や人々が多く存在する。それを思えば、これほどの見学先は他にはないだろう。

　ちょっとした特別扱いだが、今回限り……とウォーレンが進言したそう。

「こんなことになるなら、オーガスト商会の方がまだよかったよ！　カティマさんには何かを渡して、研究室から出ないようにしておこう。軟禁がベストだけど」

　当日はあの駄猫を自由にしてはいけない。もしも友人と居るところに現れて、悪いた戯ずら心に火をつけられては止められない。

「もうしょうがねえってアイン。だから来月までに、しっかりと覚悟決めとけよ」

「あ！　レオナード！　そう言えばボク、城に行けるような服持ってないよ!?」

「何かしら一着貸してやるさ」

「ありがとレオナード！　いやー、冬だったらコートとかで隠せるんだけど、もう春だからさ」

「構わんさ。とはいえロランも、そろそろ正装を用意しておくべきだろうが」

「あー……確かに。お給金貰もらったら見にいこうかな、買い物付き合ってよ」

　アインはぼーっと二人を見ていた。

　楽しそうにしているロランとレオナード、二人を見ていると、純粋に楽しめていない自分がなんとなく悔しい。

　当日は病欠でもしてしまおうかと思ったが、確実にバレる。

「謎の不参加なんて決めやがったら、ルーク教授に告げ口するからな」

「────ははっ！　何のことやら」

「ったく。一応単位がある行事なんだから、しっかり参加しろよ」

　なるほど。逃げ道は無かったようだ。

　しっかりと卒業するためにも、我慢して参加する必要がある。





◇　◇　◇






　ところ変わって王城の一室。

　クローネが執務をしているところへ、ウォーレンが足を運んでいた。

「こちらが、アイン様の社会科見学の内訳です」

「ありがとうございます。えっと……では訓練場を含めた、扉の外の施設を全すべて見学なさるということで間違いありませんか？」

「そうなりますな。つづいて当日の流れの確認をお願いいたします」

「承知しました」

　クローネは受け取った資料に目を通す。

　一枚一枚、書かれた文字を丁寧に読んで、間違いがないか確認していった。

「当日、殿下は一度学園へ向かわれるのですか？」

「左様でございます。学園で合流という決まりですので」

「では仕方ありませんね。終了後は現地解散で間違いありませんか？」

「ええ、その通りでございます。昼過ぎより、アイン様には少しお時間をいただこうかと。見学を早めに切り上げていただく形になりますな」

「時間が欲しい……？　何か新たなご予定でも？」

「実は昨年のイストでの事件について、進展がございました。これと関連しまして、アイン様の今後の予定を決めたいのです」

　ウォーレンはそう言って、懐ふところから取り出した手紙をクローネに渡す。

「私がさわりをご説明いたしますので、中身は後ほどご確認ください」

「ええ、承知いたしました」

「では早速。────生前のセージ子爵の行動についてです。ここ数年の間、しばしばバルトに足を運んでいたと報告が届きました」

「バルト……冒険者の町にですか？」

　クローネの脳裏を掠かすめた、いくつかのこと。

　昨年、イストから王都へ帰る途中だったアインに対し、セージ子爵はワイバーンとクラーケンを操って襲い掛かった。

　魔物を操る所業はとある種族────赤狐の力を髣ほう髴ふつとさせる。

　赤狐は魔王の側近だったと調べがついてるし、今回の、セージ子爵がバルトに足を運んでいたという情報を聞けば、ある確信に到達できる。

　なぜなら冒険者の町バルトの近くには、旧魔王領が存在している。

「セージ子爵あの男を手駒にしていた人攫さらいの黒幕は、やはり赤狐なのでしょうか」

「恐らくそうではないかと。私以外では、カティマ様も同じ予想をされておりました」

　互いに考えを共有したところで、ウォーレンが新たな情報を口にする。

「本題に入りましょう。今後のアイン様の予定に関して、お話ししておくべきことがございます」

「はい、お願いします」

「アイン様にはご公務として、バルトへ向かっていただきます。ここ数年の間、バルトへは王家の方が一人も視察に行けていなかったものですから……」

　クローネはその言葉を聞いて目を閉じた。

　確かに大都市への顔見せは重要な公務だし、何か別の仕事もいくつかあるのだろう。だが、ウォーレンの考えはこれだけじゃないはず。

　すぐに、裏に隠れている事情を察して口を開く。

「もう一つ大切なこととして、アインの身体からだのことも調べられるのですね」

「ええ、オズ教授が話していた冒険者の知恵を頼ります。今回はロイド殿にバルトへ供をしていただき、アイン様と別行動で旧魔王領へ向かっていただきます。赤狐の情報を探れればよし、他にも魔物化に関する古い知恵が眠っていてもよし……といったところでしょうか」

「……アインに取り返しのつかない事態が起こってはいけませんものね」

　彼女はそう言ってから、不安により顔を伏せた。

　いたずらに時間だけが過ぎ去ってしまい、アインの魔物化が悪化することを恐れていた。

「大丈夫です。アイン様に大きな異変が起こる前に、出来る限りのことを致しましょう」

　好こう々こう爺や然と笑ったウォーレンが優しく言う。

「以前の旧魔王領の調査の際に、魔法や魔石の研究、その他いくつもの知られざる技術が本という形で発掘されております。今回も新たな情報が得られることに期待致しましょう」

　彼は「ただ」と言葉をつづける。

「旧魔王領の周辺は魔物が跋ばつ扈こしております。ロイド殿を同行させるだけでなく、多くの近この衛え騎士に加え、いくつかの魔導兵器も付随して運ぶ予定でございます」

「ふふっ、まさに最高峰の戦力が勢ぞろいですね」

　いくら冒険者の町といえど、いくら魔王領が近くにあって強力な魔物が跋扈していようと、これだけの戦力があれば大丈夫だ。

　宰相ウォーレンの本気度を窺うかがい聞いて、クローネはほっと胸を撫なで下おろす。

「ところでウォーレン様、一つお尋ねしてもよろしいですか？」

「何なりと」

「エウロへの名代の際、皆様が見たという赤狐の置物についてです。こうなれば、あちらの大陸にも探りを入れるべきなのでは」

「ご安心ください。ハイムやロックダム、バードランドなどの多くの都市に私の部下が足を運んでおります。特にハイムにはリリが潜伏しておりますので」

　リリという名にはクローネも覚えがあった。

　隠おん密みつの中で一番の実力者で、ウォーレンの信頼も厚い女性だ。

「何やらキナ臭いことがつづいて参りました。今後一層、赤狐のことについて探る予定でございます」

　その言葉に、クローネは静かに頷うなずいた。

　何よりも大事なことはアインの身体だったが、赤狐という存在についても、大きな問題にならないようにと心の中で祈りを捧ささげて。
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　城の地下室にて、カティマが満面の笑みで口を開く。

「ありがとニャ！　アインは最高の甥おいっ子こなのニャ！」

「ははっ。いいんだよ、それじゃごゆっくり！」

　本日のメインミッションを終えたアインは、嬉き々きとした表情で研究室を後にする。

　最大の脅威が去った今、晴れ晴れとした勝者の笑みが浮かんでいた。

「これでもう恐れるものは……うん、ないはずだ」

　カツン、コツン、と、階段を上がる音が周囲に響く。

　革靴で地面を蹴ける音が、今は勝利を称たたえる行進曲マーチのよう。片手に持った通学用のカバンもまた、弾む気持ちを表すように揺れていた。

　さて、するべきことは済んだ。

　階段を駆け上がって地上階に着いたところで、彼女の名を呼ぶ。

「クローネ！　クローネはどこ！」

　アインの呼び声から間もなく、柱の陰から返事が届く。

「はいはい、クローネはここにいますよ」

　近頃は春も終わりに近づいて大分暖かくなってきた。

　今日のクローネは、自分の髪色に近いライトブルーのノースリーブシャツに身を包んでいる。

　下には白い膝ひざ上うえ丈たけのスカートを穿はいていて、清せい楚そで華のある姿が、相変わらずアインの視線を自然と奪って止やまない。

「作戦は成功したよ。完かん璧ぺきだ」

「それはよかったわね。それで、カティマ様には何をしたの？」

「カティマさんが好きな乾物渡してきた。箱ごと渡してきたから、数時間は持ちこたえられる」

　自らの伯母にして第一王女のカティマを、餌で封じ込めてきたのだ。

　迷いなくその手段を選んだアインへ、クローネは思わず呆あきれた様子でため息を漏らす。

「カティマ様が嬉うれしそうにしてたなら……いいのかしら」

　外へ出る扉の前で、二人は自然と足を止めた。

「じゃあ行ってくるよ」

「いってらっしゃい。気を付けてね」

「大丈夫だよ。じゃあまた後で！」

　扉を開けてすぐ、一足先に待っていたディルがアインに近寄った。
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　およそ一時間後、アインは三人の級友とディルの合計五人でホワイトローズ駅の外を進んでいた。

「では早速、注意事項についてご説明致します」

　そう言ってディルが居住まいを正す。

「と言ったものの、私が先導した先以外へは進まないこと。……これを守っていただければ、大きな問題にはなりません。次に、置いてあるものに手を触れないということ。本日は訓練所なども見学していただきますので、少々危険がある場所もございます。そのため、安全のためにもこれを守ってください」

　アインを除く三人が頷いて返す。

「最後に一つ。いつも皆様が、アイン様によくしてくださっているのは存じ上げております。ですが城内では、礼儀に厳しい者も多くおります。城内では、アイン様のことを殿下とお呼びくださいませ」

　ウォーレンやディルがアイン様と呼ぶのとはわけが違う。

　城内の文官や騎士たちからすれば、アインを名前で呼ぶことに不満を抱くものが居ても何ら不思議なことはない。

「もちろんですディル護衛官。バッツにもしっかりと守らせますので」

「ばっ……おい、レオナード！　俺だって所ぐらいは弁わきまえてるぞ！」

　彼らのやり取りをみていると、ディルも楽しくなったのだろう。

　以前は堅物とロイドに言われていたディルだが、今は年相応の明るさで笑う。

「門の横にある宿直室や設備。そうした細かい所も、今回はご覧いただく予定です。つづいて訓練所や、隣接している武器庫。最後に食堂で昼食となります」

　三人の表情からは楽しみなのが一目でわかる。

　まるで家庭訪問だと嫌そうにしていたアインだったが、三人の顔を見ていると、そう悪い気がしなかった。







　────城門の前で、ロランが城を見上げて言う。

「ほんっと大きいよね……」

　彼が『本当に大きい』としか口にしていないのは、純粋に驚きから言葉が見つからなかったからだ。ぽけーっと上を見ながら、城壁の高さを目で追っている。

「中に参りますので、私の後につづいて歩いてください」

　アインにとっては慣れた場所だが、他の三人はそうじゃない。

　特にロランは今回がはじめてだ。貴族のレオナード、バッツと違って平民の彼が足を踏み入れる機会なんて普通はない。

　城門内側に広がる見事な庭園や水路、そして何ど処こを見ても巨大な建築物。

　三人はまじまじと見る機会のなかった光景に、ただただ圧倒されていた。




　ディルの歩く速度が、心なしかいつもと比べて緩やかだ。

「もしかして、気を遣ってくれてる？」

「さて、何のことでしょうか？」

　主君の声に涼しい声で返したものの、口角がそっと上がっているのを見るに、アインの想像通りのようだ。

「じゃあこれも独り言でいいけど、みんなのことを気遣ってくれてありがと」

　肯定の言葉は帰ってこない。

　でも、ディルの口角は更に上がった。

「皆様。目の前に見えて来たのが、騎士の訓練所への入り口でございます」

　心なしか熱気が伝わってくるようだ。

　耳を澄ませば、剣がぶつかり合う音や、騎士の掛け声が聞こえてくる。

　後ろを歩いていた三人のうち、特にバッツの心を躍らせた。

「アイン様、本日はアイン様を気にすることなく訓練をつづけるようにと申し伝えております。何なに卒とぞ、ご容赦いただければと」

「全然気にしてないよ。てか、普段から訓練中はそれでいいんだけど」

「なりません。あくまでも本日限りでございます」

　やがて訓練所の前で足を止めてディルが扉を開けた途端、三人は中の熱に気け圧おされた。

『ぜあああああっ！』

『ふんっ！』

『うおおおおおおお────ッ！』

　騎士たちの気合いが響き渡る。

「す、すっげぇ……」

「あぁ……さすがは王城の警護に当たる騎士たちだ」

「…………」

　一人、ロランだけが驚きのあまり開口して立ち止まっていた。

「ロラン！　ロラン！　まったく……というかバッツ、貴様は騎士を見慣れているだろうに、そんなに驚いてしまうのか？」

「おいレオナード、馬鹿言うんじゃねえよ。近この衛え騎士となりゃイシュタリカの頂点だぞ」

　確かにその通りだ。

　しかし。

「あのー、バッツ？」

「な、なんだアイ──じゃなくて、殿下」

「いやその、何ていうかさ」

　言い辛づらそうにしているアインを見かねて、ディルがそっと近寄ってくる。

「……バッツ殿、これは近衛騎士の訓練風景ではありません。これは通常の騎士の訓練で、近衛騎士の訓練はこの後になります」

　それを聞いたバッツは、今日一番の驚きよう愕がくに襲われる。

　バッツは王立キングスランド学園でトップクラスの実力者で、つまり、学園都市でもトップクラスの実力者ということだ。

　驕おごってはいないが、強いことへの自負はあった。

　だと言うのに、今の自分ではここの騎士にすら勝てるか分からない。

「近衛騎士には使命があります。王家のために命を投げ捨てる覚悟は当然のこと、騎士の中でも最強でなければなりません」

　だから、今の訓練とは比べ物にならない。

　ディルはそう示唆して、バッツは生なま唾つばを飲み込んだ。

「……ありがとうございます。おかげで、今の自分の立ち位置が分かりました」

「殊勝なバッツが見られるなんてな、驚きだよ」

「なっ！　茶化すなよレオナードッ！」

「はっはっは！　ところでロラン、いい加減口を閉じた方がいいと思うが」

「あ、あれ!?　いつの間に口が」

「ったくよ。最初からぼーっとしてたぞ」

「……ほんとかも。ちょっとよだれ垂れちゃってる……」

　三人はそれから用意されていたベンチに腰を下ろし、じっと訓練風景を眺めていた。

　何分ぐらい訓練を眺めていただろうか？

　気が付くと、模擬戦を終えた騎士から姿を消していることが分かった。

　足を運んだときと打って変わって、人の去ったがらんと広い訓練場を眺めて、そろそろ次の見学場所だろうか？　と三人が予想して間もない頃ころ。

「バッツ殿」

　不意にディルが口を開いた。

「え、あっ、はい！」

「これより先は、バッツ殿が見たがっていた光景となります」

「俺が見たがっていた光景……ですか」

　キョトンとしたバッツに対し返事はなく、代わりに訓練所の扉が開かれた。

　────ご機嫌麗しゅう。

　────殿下。

　────ようこそお越しくださいました、皆さま。

　足を踏み入れた何人もの騎士たちが、アインの前を通るたびに挨あい拶さつを述べていく。立ち居振る舞いというべきか、漂う品格が貴族のようだった。

　すると、レオナードが感嘆した声で言う。

「今の方たちが近衛騎士のようですね」

「はい。彼らの強さはその気品の高さに比例します」

「何か普通の騎士とは違う訓練が？」

「当然ながら、騎士として練度を上げるための訓練は苛か烈れつを極めます。更に、貴族令嬢や令息に劣らぬだけの礼儀作法も仕込まれますし、給仕の代わりに茶を淹いれるための所作も叩たたき込こまれます」

　王族に尽くすのが近衛騎士だ。

　いついかなる時でも、王族の傍そばに立てるだけの人材に育て上げられる。

「じきに、近衛騎士の気品以外もご覧いただけるかと」

　ディルの言葉から間もなく。

　近衛騎士の訓練がはじまると同時に、纏まとう気配が大きく変へん貌ぼうを遂げた。

　剣を抜いた瞬間から、肌を刺すような強い覇気が訓練所中に漂う。剣けん戟げきの音色もさっきまでと違い、強く反響して空気ごと揺らしていた。

　……近衛騎士は本当に強い。

　ふと、隣に座るアインを見たレオナードは、アインが平然とした様子で眺めていることに驚いた。

　アインは慣れた様子で訓練を眺め、更に強つわ者ものともいえるだけの気配を漂わせていたからだ。

「なぁバッツ、貴様ならどのぐらい耐えられるのだ」

「あ？　耐えるってお前、どういう意味だよ」

「だから……この近衛騎士の方たちを相手にしたら、どの程度戦えるのだ？」

　馬鹿にするようにバッツが、『はっ』と鼻で笑う。

「十秒も耐えらんねえよ。そんぐらいだ。すげえよ近衛騎士は。足運び、剣捌さばき、重心……どれもこれも、何一つ太た刀ち打うちできねえ」

　いつしか近衛騎士に憧あこがれを抱いたバッツは、目を輝かせて訓練を見つめていた。
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　見学後に食堂で、一行が昼食をとっていた。

　腹をすかせたアインがお代わりを求めに席を立ったところで、レオナードが口を開く。

「先程の訓練には驚かされた」

「ああ。今更ながら、アインが居る環境はすげえなって思ったな」

「えーっと、二人とも？　ボクにも分かるように話してくれると嬉うれしいなーって」

　ロランの疑問にバッツが答える。

「近衛騎士の訓練を見て俺たちは驚いたってのに、アインは眉まゆ一つ動かさなかった。ってことはあの光景を見慣れてるわけだ」

「幼い頃より、あの環境に身を投じていらっしゃったのだろう」

「聞いてる感じだとそうだろうな。うちの学園がぬるま湯に見えてくるぜ」

「あー……確かに。だからアインくんはあんなに強いのか」

　ロランは、学園都市対抗戦の日にアインが自分を吸血鬼から守ってくれたことを思い出す。

　彼ら三人は一様に、知られざるアインの努力を垣かい間ま見みた。

　アインはこれからも大きく成長していくと思えば、自分たちも、置いていかれないように努力を重ねようという気にさせられる。

　話が一段落したところで、上機嫌にアインが戻ってきた。

「あれ？　何か話してたの？」

「色々とな。で、アインはどうして楽しそうなんだ」

「今日のご飯が好みだったからだけど」

　当たり前じゃん、そう言わんばかりにアインはきょとんとしていた。

　称たたえていた相手からの予想もしていなかった言葉に、三人は力が抜け、表情が綻ほころんだ。これもアインらしさと言うべきか。

　椅子に座りなおしたアインは、笑う三人を不思議そうに眺める。




　そこへ、給仕服に身を包んだマーサが足を運んだ。

「アイン様、お食事中に失礼いたします」

「あれ？　どうしたのこんなとこで」

「大変申し上げにくいのですが……午後のご予定のお時間です」

　予定より早めに食堂に来たつもりが、ついゆっくりし過ぎたようだ。

　腕時計を見ると、既に正午を過ぎている。

「お？　なんか用事でもあんのか？」

「ちょっとね。色々と決めなきゃいけないことがあってさ」

「では、殿下はここで？」

「悪いけどそうさせてもらうよ」

　名残惜しいが、バルトの件を話し合うことになっているらしい。

　アインはお代わりしたばかりの昼食を、味わうことなく勢いよく食べ終える。しっかりと時間を確認しておけばよかったと、若干の後悔をした。

「じゃあアインく────じゃなくて殿下！　また学園で！」

　元気よく手を振ったロランに応こたえ、アインはマーサを連れて食堂を出る。

「クローネ様が執務室でお待ちですので、ご案内致します」

「ん、りょーかい」

　歩き始めて間もなく。

　前方から、小さな女の子が籠かごに入れた野菜を運んでくる。

「あれ？」

　女の子は以前に比べ肌艶つやが良く、身を包む給仕服のせいで見違えるようだった。

　だが、アインは彼女のことをよく知っている。

「あっ！　殿下だ！　こんにちは！」

「こんにちは、メイ」

　彼女は半年前、イストで助けた孤児だった少女のメイだ。

　屈託のない笑みと元気な挨拶が、アインの頰を自然と緩ませた。

「メイは何してるの？」

「私？　私はねー……うーん……」

　困った様子のメイを見て、マーサが助け舟を出す。

「メイには最近、食堂での仕事をしてもらっております。この子の面倒は私に一任されておりますので、私が若い頃ころにしていたように、少しずつ多くのことを経験してもらおうかと」

「なるほど、英才教育だ」

「あらあら……勿もつ体たい無いお言葉です」

「じゃあ殿下！　私はこれから食堂に行ってきます！」

「うん、いってらっしゃい」

　意気揚々と歩いていくメイの後姿には、頼もしさすら感じる元気があった。

「メイには私が教わった事と同じことを教えています。いかなる時でも、どのような場所でも、給仕は常に優雅であれと。まぁ、メイの場合は仕事を覚えるところからですが」

「なんか、マーサさんの師匠ってすごそうだね」

「確かにすごいお方ですよ。今でも城の給仕を束ねていらっしゃいますから」

　彼女はくすっと微笑ほほえんでいう。

「お伝えしたことがありませんでしたが、私の師はベリア様です。長年給仕長を務めており、王妃ララルア様の専属給仕を務めていらっしゃるあのお方ですよ」

「婆ばあやが!?　なるほど……道理でマーサさんも凄すごいわけだ」

　アインが婆やと呼ぶベリアという給仕は、あまりララルア以外の世話をしない。

　だから、城内に居てもあまり姿を見ることはないし、見たとしても、その多くはララルアが居る場所に限られる。

　そして有能な給仕しかいない城内の中で、給仕長を務められるだけの実力の持ち主だ。

　茶は淹れる者によって味が変わるのは当然のこと。

　ベリアはマーサが逆立ちしても勝てないほどの茶を淹れる。またララルアが声に出さずとも、求めていることを叶かなえるとんでもない給仕だった。

「仰おつしやる通り凄い方なんですが、謎も多いんですよ。ここだけの話ですが、昔はウォーレン様とお付き合いなさっていたとか」

「……えッ!?」

「どうか、ここだけの話でお願いしますね」

　アインは声に出さず頷うなずき返し、ただただ驚きのあまり開口する。

　もっと詳しく聞きたい。

　けど、あまり不ぶ躾しつけに尋ねてもという思いがあり、なんとか興味を飲み込んだ。

「メイが楽しそうに仕事してたから満足だよ。ってことで、今の話は聞かなかったことにしとく」

　ところで、メイの姉のバーラは別の仕事に従事している。

　仕事場は騎士の訓練所の近くに設けられた治療所だ。治療魔法が扱えるわけじゃないが、性格的なものか、治療所での仕事が向いていたと本人から聞いたことがある。




　会話を楽しんでいるうちに、二人は城への入り口に差し掛かる。

　騎士が扉を開け、足を踏み入れたアインはクローネと鉢合わせた。彼女は城の外に出ようとしていたらしく、アインとぶつかりそうになって距離が近づく。

　胸元に薄い紙の束を抱えていたせいか、倒れそうになった彼女をアインが支えた。

「ごっ、ごめんなさい……」

「大丈夫。でも執務室に居たんじゃなかったっけ？」

「ウォーレン様が会議室を用意したそうなの。だから私は、アインを迎えに行こうとしていたのだけれど……会えてよかった」

　二人の間に親密な空気が流れだしたのと同時に、マーサがこの場を後にする。

　頭を下げて「失礼致します」と言って、二人の邪魔をしないように。

「じゃあ、行きましょうか」

　そう言って隣に立ち、クローネはアインと肩を並べて歩き出す。

　距離は偶たまに手の甲がこすれ合うほど近く、階段を上る際には、アインの手がいつの間にかクローネの腰に添えられる。

　城の者からしてみれば、日々近づく二人の距離を眺めることが楽しみでもあった。

「午前中は楽しかった？」

「……新鮮味はなかったけど、友達と一緒って楽しいよね」

「ふふっ。聞かなくても顔を見れば分かったわね」

　つん、とアインの頰を彼女の細い指が弄もてあそんだ。




　この後の予定と関係のない話をつづけ、何度か階段を上り、城内を進むこと数分。

　本当に広い城内であったが、二人からすればもう慣れたものだ。

「ここみたい」

　とある部屋の前で立ち止まったクローネが、トン、トンと扉をノックした。

『はい、どうぞ』

　老成した穏やかな声の返事を聞き、扉を開ける。

「お二方、ようこそお越しくださいました。アイン様、午前中は楽しまれていたようですな」

「……ご想像にお任せするということで」

「ふふ……左様でございますか。それは何より」

「それじゃ早速だけど、はじめようか」

　前置きはこのぐらいにして、とアインが口火を切った。

　ソファに腰を下ろした二人を見て、ウォーレンがいくつかの資料をアインへと手渡す。すぐに目を通しだしたアインに対し、説明がはじまった。

「本日の議題は先日からお伝えしておりましたように、バルトへのご公務についてです」

「俺が視察に行くって話だよね？」

「ええ。本日はその詳細なご予定など、いくつかお伝えしようかと────」

　ウォーレンの口から、公務に関することが告げられる。

　いくつかの仕事があったものの、内容は決して難しくもなく、視察の面が強いことが明らかになっていく。

「色々と理解できた。ちなみに、クローネもバルトに行くんだよね？」

「そうよ。だって私はあなたの補佐官だもの」

　むしろ一緒に遠出もしたくて、その立場になったのだ。

「後はディルとクリスさんか」

「いえ、クリス殿は参りませんな」

「あれ？　何か用事？」

　するとウォーレンは苦笑して答える。

「一応立場は元帥ですので、ロイド殿が王都を離れるのに、クリス殿まで離れるのは問題であろうな……と」

「あぁーそっか。言われてみれば確かに」

「代わりと言っては何ですが、ロイド殿は張り切っておいででしたよ。アイン様を命に代えてもお守りすると意気込んでおりました」

「頼もしいよ。ちなみにクリスさんは何て？」

「────実はまだ伝えてないのです」

「へ？」

　アインの隣では、クローネがクリスの心境を察した。

「多分だけれど、この事はアインから伝えたほうがいいかもしれないわ」

「私もクローネ殿と同じ考えでございます。恐らくクリス殿は、留守番と聞いて気落ちしてしまうのではないかと……」

　たしか、クリスはアインがバルトに行く予定を知っているはずだ。

　確実に自分も一緒に行くだろう、と踏んでいるはずなのに……衝撃の留守番宣告。ショックを受けるであろうことは、アインにも容易に想像がつく。

　およそ一年前、イストでの帰り道に、また一緒に旅をしようと約束したのにこのざまだ。

「とまぁ、クリス殿へはアイン様から伝えて頂くということで」

「さらっと俺に押し付けたよね？」

「何のことやら。では次に、バルトへと向かう人員の数などについてご説明を致します」

「……りょーかい」

　もういい、自分で伝えよう。

　そう決めたアインは、ウォーレンの言葉へと耳を傾ける。

「今回は合計で百人強の大所帯です」

「すごい多いね」

「それほど危険が伴うということで、ご納得いただければと。そしてクローネ殿」

「はい」

「クローネ殿にはアイン様の御お側そば付づきとして、お世話もお任せ致します。よろしいですね？」

「ええ、すべてお任せください」

　少しだけ違和感があった。

　給仕は一人も付いてこないのだろうか。

「給仕を連れて行かない理由って何かあるの？」

「いえ、給仕も共に参ります。ただアイン様の身の回りの世話は、クローネ殿がするというだけですな」

「なるほど……分かったような、分からないような」

　取りあえず目を閉じて、今までの話の流れを再確認する。

　脳裏に浮かんだ幾つかのことを整理して、うんうん、と一人で頷く。

　身の回りの世話をクローネがしてくれること、あと大変な大所帯で行くということ。

　後は、自分のクリスへ留守番と伝える役割もだ。

　きっとクリスは、お預けをくらった犬のように悲しそうな双そう眸ぼうで見つめてくるだろう。それを思うと気が重い。

「────早速ですが、来月には出発していただこうと思っております」

「では私も、そのようにアインの予定を調整いたしますね」

「よろしくお願いします。……ところでアイン様」

「ん？　何？」

「バルトは一年のうち、半分以上は雪に覆われた厳しい気候です。直線距離はイストと比べても大差ありませんが、険しい山脈などの地形により、王家専用水列車でも、イストへ行く以上に時間がかかります。お尋ねしたことがなかったと思いますが、寒いのは平気ですかな？」

「残念だけど、暑い方が得意だよ」

　首を横に振ったアインを見て、クローネがくすっと笑う。

「なら汗をかくぐらい、たくさん着込んでいきましょうね」

「……なんか違う気がする」

「ふむ、補佐官殿が有能で助かりますな」

「冗談はおいといてさ。つまり俺の防寒具も新たに用意するってこと？」

「左様でございます。なにせアイン様がバルトへ行く頃ころには、すでに雪が降っているので」

「え」

　早すぎる。

　一年の半分が雪で覆われた土地なのは知っているが、行く頃の季節はまだ夏だ。真夏の手前で、晩夏ですらないというのに。

「季節感も何もあったもんじゃないね」

　随分と特殊な気候に覆われているようだが、魔法もある世界では今更だろうか。

「バルトに行ったら、その町並みも楽しんでくると良いでしょう。あの地は鍛か冶じ師しの聖地と謳うたわれる一面もありますので、アイン様ならば楽しめるかと」

　強く心が惹ひかれる情報だった。

「ちなみにオズ教授へも同行を依頼しておりました。ですがやはり御多忙とのことで、残念ですが今回は辞退とのお返事を頂ちよう戴だいしております」

「オズ教授は忙しいだろうし、しょうがないか」

　想像以上に過酷な環境だったバルト────その地へとアインが向かうのは、もう間もなくのことだった。








冒険者の町バルト









　冒険者の町バルトへ行く予定が決まった日から少し経たつ。

　アインは私室の窓枠に背を預け、眼下の光景に目と耳を向けていた。

『王太子補佐官。以上で積み込み作業は終了です。どうぞご確認くださいませ』

『ええ、ありがとう』

　城の敷地内で進められていたのは、バルトへの旅支度。それは薬剤や衣類、緊急時の食糧や飲料など、すべて例外なく細かい確認作業がされる。

　多くの給仕や騎士も混じっての作業は、クローネが主導で行われていた。

　彼女はここ数日、その仕事に専念している。

　手伝おうとしたアインが拒否されたのは、今から数日前の話だ。

　なので今のアインは、私室からクローネの仕事風景を見守ることと、あと一つ、とても大切な仕事を抱えている。

「さて」と口にして部屋の片隅の床に目を向けた。

「あのークリスさん？　本当にごめんってば……謝るから機嫌直してくれないかなーって……」

　王太子の部屋だというのに、クリスの姿はその片隅にあった。

　イシュタリカ騎士団元帥・クリスティーナ・ヴェルンシュタインのとても貴重ないじけた姿が露あらわになっていた。

「お気になさらず。私はお留守番ですし」

「いやその……さすがに気にするっていうか何というか……」

「おいてけぼり……私だけ……」

　今のクリスを見ていると、お預け中の犬ですら幸せそうに見えるはずだ。

　悲哀に満ちた表情からは生気らしい生気が感じられず、歯車の壊れた時と計けいのように、身動き一つとる様子がない。

　アインは窓枠から離れ、膝ひざを抱いて床に座るクリスに近寄った。

「クリスさーん……？」

　彼女が膝を抱く手元を指でつつくと、アインの不意を突ついて指が握られる。

　え？　咄とつ嗟さに放そうと試みるも解放される気配はなく、クリスの手元はアインの指を宝物のように握りしめる。

「うぅ……どうしてこんなに心が……」

　呟つぶやきはアインに届かず、雲散する。

　クリスはその後、心の内でじっと考える。

（何な故ぜ、こんなに心が痛いのか？）

　立場があるし、いつもアインの傍そばに居られるはずがない。分かっていたはずなのに、得も言われぬ辛つらさを拭ぬぐいきれなかった。

「……むぅ」
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　不意に顔を上げ、アインを見た。

　困惑した表情の彼のことを、唇を尖とがらせてじっと見つめる。

「酷ひどいです……どうせなら早めに教えてくださった方が良かったのに」

「うっ……そう言われると何にも言い返せないけど……。でもさ、クリスさんが王都にいないと騎士団が困るし、王都の民が困っちゃうんだ」

　その言葉を聞きながら、クリスは唇を固く結んだ。

　うっすらと涙が浮かんだ瞳ひとみと興奮で赤くなった頰が、美しさをより可か憐れんに彩る。

「……確かにそうです。けど」

「俺だってクリスさんと調査に行けるのを楽しみにしてた。だから……俺だって残念に思ってる」

　この言葉に噓うそはない。

　彼女といると気が楽なのもあるが、何よりも楽しかった。だから本音を言えば、アインもクリスが来てくれることを期待していたのだ。

「────ズルいです。そんなこと言うなんて」

　そう言ってごしごしと涙を拭い、頰を軽く叩たたいた。

「わかりました。今回はちゃんと留守番してます」

　まだ気持ちは整理できない。それでも諦あきらめなければならない。

　だから断腸の思いで留守番に努めることにした。

「うん……たくさんお土産買ってくるから、だから待っててね。でも、クリスさんが王都を守ってくれてるから、みんなが安心できるんだよ」

　晴れやかな笑みを浮かべたアインがクリスの視線を奪う。

　クリスは一つだけ、疑いようのない事実を認めなければならなかった。

　────私はこのお方の笑顔が大好きだ。と。





◇　◇　◇






　アインが王都を発たつ日。

　ホワイトローズ駅の賑にぎわいは尋常ではなかった。夏に差し掛かったイシュタリカの気温は相応に暑いというのに、集まった民の熱狂は更に上をいく。

　アインは駅まで馬車でクリスやオリビア、ウォーレンたちに見送られてやってきた。

　王家専用水列車のホームに来てからは民に手を振り笑みを振りまき、それからようやく車内に足を踏み入れる。

　一足先に来て待っていたクローネが、アインを迎えた。

「ふふっ、お疲れ様です。王太子殿下」

　彼女はアインの額に浮かんだ汗をハンカチで拭い、零こぼれんばかりの笑みで労ねぎらう。

「ありがと。ロイドさんとディルは？」

「前方の車両にいるわ。今回は前方と後方に近この衛え騎士を分けてるの」

「ん？　それってこの車両は」

「私とアインだけよ？　他に誰か必要かしら？」

「……いや、クローネが居れば大丈夫だと思うよ」

　彼女は有能な補佐官、そう、有能な補佐官だ。

　ただ補佐官ということだけを意識しよう。

　そうしなければ妙に緊張してしまいそうだ。

「何か用意するわね。熱いのと冷たいのどっちがいい？」

「冷たいお茶がいいな」

「ええ。じゃあ中に行きましょうか」

　さすが有能な補佐官……と考えていると、一つの発見があった。

　夏の暑さに参っていたのはアインだけじゃなかったのだ。

（……気が付かなかったことにしよう）

　クローネは生地の薄い服を着ている際、必ずその上に上着を羽織る。

　だがここにアインしかいないからか、あるいは故意で羽織っていないのか。どちらとも見当はつかなかったが、彼女が着た薄手のブラウスは、後ろから見ると下着のラインが透けている。

「まぁ、もちろん視線を外すんだけど」

　それがジェントルというものだ。

　王太子として大切な考え方に違いない、虚空に向けて勝ち誇った。

「どうかしたのしら？」

「ううん何も？　喉のどがかわいたなーって」

「なーに？　もう、変なアイン」

　なんとか誤ご魔ま化かせた。

　ふぅ、胸むねを撫なで下おろして握りこぶしを作る。

　アインは少し心を落ち着かせてから、クローネの後を追ってラウンジへと向かった。







　────王都を出発してから数時間が経たった。

　まだ半分も進んでいないことになるが、あたりの光景は大きく変わっていく。

　大きな岩山に囲まれた地帯ばかりで、遠くの山には、翼が四枚もある大きな鳥が飛んでいるのを見かけた。

　イストへの道とも違い、アインも見覚えのない景け色しきしかない。

　景色を楽しんでいるとクローネが言う。

「楽しそうだけど、バルトでは無茶しないでね？」

「分かってるよ。さすがにこれまで以上に緊張感はあるし」

「もう……ほんとかしら」

「そんなに子供じゃないって」

「ええ。ただの子供なら言うことを聞かせられるもの」

　痛いところを突つかれ、何の反論も出来ない。

　近頃も叡えい智ちノ塔への侵入という前科がある。以前は城を飛び出して海龍討伐に向かったし、今までのことがことだけに、信用が薄いのだ。

「でも」

　と、クローネが仕方なさそうに言う。

「旧魔王領は初代陛下が遠征なさった地だものね。その場所に近いバルトに行くのは、初代陛下に憧あこがれてるアインならワクワクしても仕方ないのかしら」

「そ、そうそう！　仕方ないんだ！」

　水を得た魚のように、アインが活力を取り戻す。

「でも、旧魔王領は建国の秘密があると言われてる地でもあるし、私も興味あるわ」

「建国？」

「歴史研究者の間で意見が割れてる話よ。イシュタリカ建国は魔王討伐以降なのか、それともそれ以前の話なのか────って」

「むしろ、クローネは良く知ってるねって思った」

「アインの補佐官になるときに、こういう課題も出題されたのよ？」

　そんな試験で満点をとったのか。

　衝撃的な話に、クローネの有能さを再確認する。

「答えの手がかりは旧魔王領にも残ってるとされてるの。今日までたくさんの調査がされてきたのは、こうした一面もあるからなのよ」

　はじめて聞いた話はアインの長考を誘う。

（イシュタリカ建国後に魔王という危機に襲われたのか。それとも魔王領を制圧してから統一国家として建国されたのか、ってことか）

　移り行く山々を見ながら、自分なりの考察をしてみた。

　しかしどうにも答えが出ない。そもそも長い間、研究者の間で議論が交わされていたであろう問題なのだから、すぐに答えが見つかるはずがないのだが。

「いつか答えが見つかるといいね」

「そうね。……でも、私は一つだけ気になってることがあるの」

「え、なになに？」

「教えてあげる。王家ガチャっていう言葉を覚えてるわよね？」

「もちろん。俺たち王族の先祖がえりをそういう言葉で遊んでるって話だけど」

　付け加えると、イシュタリカ王家は多くの種族が交わってきた。

　だから両親が人間であろうと、時に別の種に先祖返りすることがある。

「でもそれがどうしたの？」

「今はまだわからないけど、魔王領に居た異人種が王族と交わった。そんなこともあったかもしれないわよ？」

「……無いとは言えない部分が怖いね」

　結局のところ異人種と魔物の線引きなんて、国の決定に基づく内容でしかない。

　異人も魔物も、体内には重要な二つの器官として『魔石』と『核』がある。

　人と会話が出来て、被害をもたらさない。その結果、異人と判断された種族は今日に至るまであまたに存在している。

「初代陛下のお妃きさき様って、種族はなんだったっけ」

「確か……初代陛下が命名した、ピクシーという種族よ」

　エルフやドライアドと近い性質を持つとされる、妖よう精せいのような可愛かわいらしい種族だ。

　残念なことに現代では個体数が少なく、そもそも絶滅しているかもしれない、とまことしやかに語られている。

（俺の子供はどんな種族になるんだろう）

　アインもいずれ妻を娶めとることになる。

　これは決まった事実だが、そうなれば次に思うのは王家ガチャ、一体どんな種族が産まれてくるのだろう？

　自然と目の前に居るクローネを眺めてしまった。

「え、えっと……どうしたの？　急に私のことを黙って見て……」

「ごめん。色々と未来のことを考えてたみたい」

「ふふっ、変なの。王太子殿下は夏の暑さに負けちゃったのね」

　暑さには負けてないのだがそれは言うまい。

　とりあえず今は、彼女の微笑ほほえみに癒いやされておくことにしよう。
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　王都からおよそ半日の道のり。

　長い距離を北上し、進むごとに目新しい光景を見てきた。

　寒さが厳しい土地と聞いていたが、数時間前からすでに雪を目にする機会があり、アインを驚かせる。

　夕日で輝いていた山々も、今では月明かりに照らされていた。

　あと少しでバルトの駅に到着というところで、車両が大きく揺れた。

「ッ────ア、アイン」

「大丈夫。すぐに収まるよ」

　クローネの手を握り、安心感を与える。

　揺れは十秒、二十秒とつづき、この間は王家専用水列車も停車した。間もなく扉がノックされる音を聞いて、アインが少しだけクローネの傍を離れる。

　扉を開けるとそこに居たのはディルだ。

「失礼致します。急な地震だったとのことで、停車したと」

「分かってる。もうそろそろ動くのかな？」

「念のため、点検をしてからと聞いておりますが」

　あっという間に炉が再稼働した音が聞こえてくる。

「大丈夫みたいだね」

「ですね。では私はこれで。また何かありましたら参ります」

　去っていくディルを見送ってすぐ、アインはクローネの傍に戻った。

　それから、また揺れることは一度もなかった。バルトへの道を進む水列車の窓からは、さっきまでと変わらぬ夜景が見えた。

　何事もなかったかのように静かな夜の風景は、先ほどの衝撃をすぐに忘れさせてくれる。




　またしばらくの時間が過ぎて、水列車がようやくバルトに到着した。

　窓を開ければ、冷たくも新鮮な空気がアインの肺を満たしていく。

「時刻は……ええ。なんとか日が変わる前に到着できたみたいね」

　王家専用列車は通常の車両と違って、決まった時刻通りには進まない。

　それは道中の様子を窺うかがいながら、加速と減速を繰り返すからだ。それに今日は地震もあった。

　軽めの手荷物をもったアインとクローネが、車両の出入り口に立つ。すでにここから雪の冷たさを感じて、アインは思わず身体からだを震わせた。

「え、寒っ!?　ここって本当に同じ大陸なの!?」

「同じ大陸よ。ほらこっちにきて。首元もしっかりと暖めないと」

　毛足が長く肌触りの良いマフラーを、クローネがアインの首に回す。

　甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれるクローネと、随分と身長差が縮まっていた。

　今ではほぼ同じぐらいだし、年末には追い越せそう。

　随分と成長したもんだと実感する。

「ありがと」

　アインは礼を言い車両を出る。

　見たこともない駅の風景を眺めつつ、試しに車両の外側に触れてみた。

　すると、氷に触れたような冷たさが肌を刺す。

「冷たッ!?　冷たいよこれ！」

「どうして試したのよ……ほら、手貸して」

　言われるがまま手を差し出すと、クローネはアインの手を包み込む。

「補佐官にこんなことさせる王太子って、俺が一人目かな？」

「あら殿下、自覚がおありでしたか？」

「……ごめんなさい」

　小言を口にしながらも、指を労いたわってくれるクローネには感謝しかない。

　ただ指をさすってる姿が煽せん情じよう的に見えるのは、自分の心が汚れているからだろうか？　……なにか申し訳なかった。

「はいおしまい。……どうしたの顔紅あかくして。照れちゃったの？」

「寒さで赤くなったってことにしといて」

「ふふ……畏かしこまりました。殿下」

　このままではイチャつきに来ただけにしか見えない。

　……ディルたちが別の車両で助かった。

「それじゃ行こうか。バルト初上陸だ」

　軽く咳せき払ばらいをして気を取り直す。

　こうしてアインは、冒険者の町バルトへの一歩を踏み出した。




　バルトは周囲を高い外壁に囲まれた都市だ。

　水列車は外壁を潜くぐり町中に入り、その中央に設けられた駅で停車する。アインはクローネを伴って駅構内に出てから、ディルとロイドの二人と合流した。

　すると、ディルが白い息を吐きながら言う。

「地震がありましたが、無事に到着できて何よりです。では、えぇと……」

　ディルがチラッと隣に立つロイドを見る。

　何か言葉を投げかけようとしていたようだが、その言葉が出ない。

　だが、ロイドがすぐに意図を察した。

「呼び方ならロイド様が適切だ。以前であれば元帥閣下であったがな」

「ロイドさん。俺とクローネしか居ないんだし、みんないつも通りに話そうよ」

「……だそうだぞ、ディル。お前が不ふ甲が斐いないから殿下にお気遣いを頂けたのだ、感謝するのだぞ」

　話しているうちに、駅を出た。

　外に広がる光景は王都とも、それこそ港町マグナや、魔法都市イストとも全く違う光景だ。

　雪が町中を覆っていて、舞い落ちる雪に家々の灯りが反射して煌きらめく。

　アインは町の様子に目を向けた。

　囲う外壁の堅けん牢ろうそうな見た目に驚かされ、鉄製の重厚な門に気を取られた。町並みに目を向けると、独特の建物群に心が躍る。

「面白い町だね、バルトって」

　並ぶ建物の正面には、魔物の骨らしきもので看板が作られている。

　雪が降りしきる中でも寒さを感じさせず、店先で豪快に鉄を叩たたく鍛か冶じ師しの姿もあった。

　橙だいだい色いろの光が漏れるレストランでは、冒険者が酒を呷あおって賑にぎやかに笑い声を上げているし、門に向かって歩く冒険者たちの会話には、夜の狩りへの緊張感が漂っている。

「本当に冒険者の町なんだ」

「うむ、ここはなかなか刺激的でありましょうな！　ではアイン様、ここで私から一つ豆知識を伝授いたしましょう。あちらをご覧ください」

　ロイドが指さしたのは、大きなレストランに掲げられた骨だ。

「あれは魔物の骨ですが、実は店の格そのものなのです」

「……骨が店の格？」

「言ってしまえばあの骨は高いのです。巨大であればあるほど、その骨の持ち主であった魔物の強さも比例して高まりましょう。だから力ある冒険者のみが狩ることができる……つまり、素材自体の価格も高いわけです」

「なるほどね、この町らしいや。でもさ、なんで骨になったの？」

「はっはっは！　それにも理由がありましてな！　もうすぐ見えてくるかと思いますぞ！」

　見えてくる、の意味が分からなかった。

　勿もつ体たいぶった言い方だったが、豪快な笑い声に流されてしまう。

　やれやれ、アインが息を吐いたところでクローネがロイドに尋ねる。

「ところでロイド様、アインはあまり歓迎されてないのでしょうか？」

「む？　どうしてそう思われたので？」

「だってバルトの人たちは、一人もアインに反応していないものですから」

「結論から言うと、歓迎されてないなんてことはありません。むしろ冒険者たちのアイン様への評価は高いです。なにせ海龍を単身討伐したのですから」

　だったらなぜ、という疑問がクローネの脳裏を掠かすめた。

「理由は簡単です。アイン様が来るという情報は、ギルドに貼り出されていることでしょう。ですがここで問題が起きる」

　ロイド以外の三人が耳を傾けた。

　ある種の緊張感に苛さいなまれていたが、ロイドの言葉で一気に消え去ってしまう。

「奴やつらはどこのギルドでも、国からの連絡なんて目を通しませんからな！　だから今回もそれでじゃないかと！　はぁーっはっはっはっ！」

　理由を聞いて三人の力が抜けた。

　国からの連絡を無視することを笑い飛ばしてよいものか。いずれ王位を継ぐアインですら、冒険者らしさに自然と口角が上がってしまう。

「というわけで、見えてまいりましたな」

　あちらをご覧くださいとロイドに言われ、アインはその先に目を向けた。

　森の木々に囲まれた奥に、小高い丘が一つある。辺りの地形は抉えぐられたように歪いびつで、けれどその歪さに勝る存在感で丘に鎮座する、巨大な頭ず蓋がい骨こつがあった。

「海龍のように突然現れたあの魔物は、初代陛下によって討ち取られたのです。唯一残った頑強な頭蓋に残る鋭利な牙きばの数々は、ワイバーンの群れですら一嚙かみで屠ほふったと。爪は大地を抉り、山を崩すほどの剛力があったと伝わっています。あの骨があるからこそ、この町では初代陛下の真ま似ねをして、骨を飾るようになったのです」

　イストの象徴は叡えい智ちノ塔だった。このバルトの象徴は、視線の先にある魔物の骨なのだろう。

　巨大な体たい軀くの名な残ごりは頭蓋骨しかないが、十数階建てのビルぐらいも大きい。人間とよく似た頭蓋骨には、生前の獰どう猛もうさをひしひしと感じさせる鋭利な牙と、天を穿うがたんと上に伸びた一本の角があった。

「アレって……どんな魔物だったんですか」

「今では存在していませんが、オーガという魔物です」

　言葉の通り、まるで悪魔のような存在だ。

「頭蓋に残る一筋の傷をご覧ください。アレが、初代陛下が命を奪った際の傷でございます」

「……すごい」

　素直に感嘆の声を漏らした。

「記録によれば、ただ一撃のみで頭蓋を割いて魔石を割ったと」

「────おや？　何か聞き覚えがあるような」

「なんだディル、急にどうしたのだ」

「い、いえ、そういえば同じような手法で強大な海の魔物を討ち取ったお方が、現王家にも一人いたなと思いまして」

　ふと、皆がハッとした。

　そういえばと、一斉にアインの顔を見る。

「確かにその通りだ。まるで初代陛下のような戦いっぷりであるな」

「あの、ロイドさん？　俺の場合は幻想の手とかがあるからね？」

「だとしても、ですな。オーガは伝承によると、とある魔物から逃げ、人里に下りて住民を襲ったと言います。海龍は逃げてきたわけじゃありませんが、人を襲うという点では同じことですな」

　唐突に初代国王と比較されたが、アインの気分は悪くない。

　比較対象が憧あこがれの人物だから致し方ないのだ。

「嬉うれしそうね、アイン」

　緩みだした頰をクローネに指摘され、照れ隠しに宿への道を急ぐ。

　しかしこれが功を奏すことになる。四人が宿に入って間もなく、バルトの町は強い吹雪ふぶきに覆われたからだ。
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　宿にある部屋のほとんどは、しばらく前からウォーレンが予約をしていたそう。

　そのせいか、他の宿泊客は数組の貴族ぐらいだった。

　ロイドが宿は王都と大差ないと言っていたが、この宿にも魔物の剝はく製せいが飾られているなど、この町らしさがあった。

　いつもと違う環境に、アインは宿に居るだけで楽しさに浸る。

　早くも入浴を終えたアインは、バルコニーに居た。

　もう吹雪は止やんでいて、穏やかな空が広がっていた。

「おぉー……すごい」

　夜空を彩る数えきれない星々と、それを覆う色とりどりのオーロラ。

　はじめは夕焼けのようで、つづけて夏の新緑のように変わり、瞬く間に港町マグナの海を思わせる蒼あおに変わった。

「────風邪引いちゃうわよ？」

　同じく湯上がりのクローネが足を運んだ。

　火照った首元、鎖骨の周囲が煽情的で、アインは慌てて目をそらす。

「クローネもおいでよ。綺き麗れいだよ」

「……はいはい」

　すると、彼女はさっきまでのアインのように夜空に見とれた。

　はっと蕩とろけたように、じっと空を見上げて息をのむ。

　隣で眺めていたアインからすれば、幻想的な光景を見つめるクローネが、スノードームに納められた一シーンのように芸術的だった。

「こんなきれいな景け色しきの近くに魔王城があるっていうんだから。分からないもんだね」

「あら、逆かもしれないわよ。先に住んでいたのは魔王で、この景色を気に入っていたのかも」

　ようは、人間が後で来て住みだしたんじゃないか、と。

　魔王の姿絵を思い返せば、あながち間違いじゃない気がした。綺麗な銀髪に可愛かわいらしい姿。そんな彼女には、この雪景色が似合うことだろう。

　不意に、クローネの身体からだが小さく震えた。

「中に戻ろっか」

　アインは着ていた外がい套とうをクローネに着せて、冷たくなった手を引いて中に戻る。

　一歩踏み入れるだけで、肌にしみいるじんとした暖かさに身体が喜んだ。

「え、ええ。ありがとう……」

　急に手を引かれ、少し驚いていたようだ。

　一対のソファに座らされた彼女は、その対面に向かって行くアインを見てムッとする。アインが座ったところで、自分も彼の隣に座りなおした。

「あれ？」

「まだ寒いから、こうしてていいかしら」

「そりゃいいけど……いや、いいよ？」

「ふふっ、ありがとう」

　クローネは上機嫌で、鼻歌が聞こえてきそうだ。

　少しの間、静かに座っていた二人だが、クローネが唐突に思い出したように言う。

「明日はお昼の後から公務よ」

「あー、領主が挨あい拶さつに来てくれるんだっけ」

　するとクローネは頷うなずいて、アインと手を重ねた。

　無意識なのか、虚空を眺めつつアインの指を弄もてあそんだ。弄ばれる側からすればくすぐったくてたまらないのだが、止めてとも言えないし、居い心ごこ地ちは決して悪くない。

「会いに来るのはバルトの領主よ。爵位は伯爵ね」

「この宿に来るんだよね？」

「そうよ。アインがお昼を食べ終わった頃ころに来るって手紙が来てたわ」

　ならゆっくり寝られるな。

　列車に乗って来たとはいえ長旅だ。できれば朝からというのは避けたかった。

「さすがに朝から……なんて言ってたら、私が許さなかったけど」

　ニコリと笑って言うが、おそらく彼女は本気だろう。

　万が一早い時間から来たとすれば、必ず門前払いにするはずだ。

「でも、アインはバルト伯爵と面白い話が出来るかも。手紙にね、弟のカイゼルが学園でお世話になっていると聞きました……って書いてあったの」

　開いた口が塞ふさがらないとはこのことだろう。

　アインの顔が、一気に驚きに染まった。

　絶妙にキョトンとした顔がクローネに笑われたが、気にしている場合じゃない。

「……噓うそでしょ？」

「こんなこと噓ついてどうするのよ……もう」

「え、え？　カイゼル教官が伯爵家の人間？　どうして冒険者なんかやってたのさ……」

「まずは明日、伯爵と挨拶をすることだけを考えましょう」

「そうしとこうかな。どんな人なのか楽しみにしとく」

　二人は夜景を楽しんだ後、部屋の中へと引き上げていった。
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　翌日の昼になり、ロイドがアインの部屋に足を運んだ。

　ディルは部屋の外に立ち、警護をしているという。

「昨晩はよく寝られましたか？」

「大丈夫だよ。部屋の中は暖かいし、ベッドも気持ちよかった」

「それは何よりです」

　そろそろバルト伯爵が来るはずだ。

　腕時計を見たアインは、その心構えをする。

「ロイドさんはバルト伯爵に会ったことがあるんだっけ」

「過去に何度か。城で行われたパーティで会話する機会がありましたな」

「どういう人？」

「気持ちの良い男です。人情を重んじ、温かみにあふれた人柄をしている。また貴族にしては珍しく、剣の腕も一流の男ですな。少なくとも、近この衛え騎士を数人程度なら相手に出来るかと」

「へぇー……面白そうな人だね」

　話すのが楽しみになってきたところで、部屋の扉がノックされた。

「到着したようですな」

　ロイドが扉に向かい外の様子を確認して、アインに目配せした。

　外にはもうバルト伯爵が居るのだ。

　数呼吸分の間をおいて、扉が開かれる。

「失礼いたします」

　と、足を踏み入れたのは背筋がピンと伸びた初老の男性だ。

　彼はロイドが説明した通り、随分と気持ちのいい動きを見せてくれる。

「お初にお目にかかります。私はライゼル・バルト。陛下よりこのバルトの地を任されており、伯爵の地位を頂ちよう戴だいしております」

　言い終えてから九十度に頭を下げた。

　ロマンスグレーの髪は綺麗に固められており、同じく灰色のヒゲが男らしい。

　きびきびとした動きは、アインに対し訓練された軍人のような気配を感じさせる。

「ああ、はじめまして。私も名高きバルト伯爵と会えて光栄に思う」

「どうぞ、殿下の前へ」

　クローネの声に従い、バルト伯爵がアインの手前の席に腰を下ろした。

　つづけて、ロイドがアインの後ろに立った。

「この度はバルトまで来ていただき、大変光栄に思います」

　そう口にするバルト伯爵の顔つきが、どことなくカイゼルに似ている気がする。

　鼻筋と目元なんかは、カイゼルに似た印象だ。

「ここは良い町だ。私はこの町の雰囲気が好きだよ」

　それを聞いたバルト伯爵は気を良くし、くしゃっと笑う。

「荒くれ者も多い町ですが、そう言っていただけると有難く存じます」

「帰る前には鍛か冶じ屋やなども楽しんでいきたいと思う。腕のいい鍛冶師が多くいるらしいからな」

「それはもう。なにせ魔物や鉱物資源の宝庫です。鍛冶の聖地と呼ばれるほど、多くの鍛冶師が詰めかけておりますので」

「楽しみにしてるよ。おすすめの鍛冶屋があれば、あとで教えてくれ」

「では鍛冶屋への紹介状を用意しましょう。それがあればすぐにでも店に入れるかと」

　素直にありがたい申し出に、アインの顔にも笑みが浮かんだ。

　だが紹介状という言葉に、一つのことを思い出す。

「そういえばバルト伯爵。伯爵の弟のカイゼル殿だが、彼からも一つ紹介状を受け取っていたことを思い出した」

　カイゼルから受け取っていたのは、ギルドへの紹介状だ。

　貰もらったのはイストに行く前で、もう一年ちょっとになる。なんでも、なかなか有名だったカイゼルだからこそ、その紹介状が役に立つと言われ受け取っていた。

「あの男が紹介状を……？」

「どうした、何か変なことだったか？」

「いえ、随分と珍しいなと思いまして。ですがカイゼルの紹介状ならば、殿下の調査も捗はかどるでしょう」

「珍しい……？」

「はい。珍しいどころか、カイゼルが紹介状を書いたなんてはじめて聞きました。なにせ奴やつは、見た目通り偏屈な男でして」

　言葉と裏腹に、カイゼルの事を話す伯爵は、どこか楽しそうに見える。

「最近は連絡を寄よ越こさないのですが、元気にやってるなら何よりです」

「……つかぬ事を聞くが、カイゼル殿はどうして伯爵家を出たのだろうか？」

「あの男の夢のためにです。我ら兄弟はこのバルトの生まれです。なので幼い頃ころより冒険者に憧れを持ち、ギルドに出入りをしていました。もちろん依頼を受けるわけではなく、その場の雰囲気を楽しんでいたのです」

「ああ」

「私は長男ということもあり、親からしてみれば聞き分けがいい子だったと思われます。ですがカイゼルは自由を求めた。あとは簡単な話です。強引にバルト家を出て行った、ただそれだけのことですよ。私個人と仲が悪いといったことはありません」

「……てっきり、もっと大きな問題があったのかと思っていた」

「ご心配をお掛けして申し訳ありません。ですがきっと……カイゼルは生まれる家を間違えてしまっただけなのです。あの男なりに夢があり、それを叶かなえたかった。それだけのことなのですが……っと、無駄話が過ぎましたな。申し訳ありません」

「いや気にしないでくれ。私としても、なかなか興味深い話だった」

「恐れ入ります。ところで殿下、旧魔王領へと向かう予定だとか」

　するとバルト伯爵は懐ふところに手を伸ばし、一通の封書を取り出した。

「こちらをどうぞ」

　ロイドが受け取り、中身を検あらためる。

「ここ最近の旧魔王領への道筋ですな。近頃の気候を含め、よい資料をいただけました」

「────助かる！　感謝するよ、バルト伯爵」

「喜んでいただけて何よりでございます。ですが、もう一通お渡しするものがございまして」

　彼はそう言い、アインが見たことのある封筒を取り出した。

　表にはよく知る人物の名が記入されている。

「オズ教授……!?」

「実は数日前まで、オズ殿がこの町にいらしておりました。周辺に調査に来ていたようで、殿下と入れ違いになることを大変悔やまれていたようです。詳しくは、手紙をご覧ください」

「あ、ああ。じゃあ早速」

　手紙は謝罪からはじまった。

　本当ならば共に調査に加わりたかったし、自身が持つ知恵で助けになりたかったと。だがしばらく前から決まっていた、外せない予定のために断らざるを得なかったと書かれていた。

　つづけて、ここバルトの状況について書かれていた。

「へぇ……今の時期は、周辺の魔物が大人おとなしいのか」

「はい。活発になるのはもう少し寒くなって来てからでございます」

　だからアインにも、旧魔王領へ足を運ぶことをお勧めすると書かれている。

　聞いている限りの戦力ならば、間違いなく危険とは無縁に足を運べるだろうと。アインの機転の良さと行動力があれば良い発見があるかもしれない。この言葉で手紙は終わっていた。

　内容をロイドに告げると、彼はふむ……と考え込む。

「確かに今の時期は魔物が大人しいかと」

「ロイド様、それはアイン────殿下が向かっても大丈夫なのですか？」

「ただの魔物だけであれば大丈夫でしょう。ですがこれまでの調査において、何か強大な魔物の気配が観測されておりますので……難しいですな」

　アインは今の言葉に対して内心で思う。

（クリスさんが前に言っていた、得体のしれない魔物の正体のことか）

　思い返すのは一年以上前のこと。

　イストに行く前に、アインはクリスと共にマジョリカの店に足を運んだ。その際に、旧魔王領の周辺では、得体のしれない魔物の気配があったと彼女は言っていた。だからクリスはアインが旧魔王領に行くことに反対していたのだ。

　心の中でアインが納得しているところに、バルト伯爵が頰を歪ゆがめて言う。

「ちなみにこの時期ですし、旧魔王領へは徒歩で四時間はかかるかと。それに現状では、旧魔王領へ向かわれるのはお勧めできません」

「む、それはなぜだ？」

　ロイドが食い気味に尋ねた。

　この話はロイドに任せることにして、アインはただ耳を傾ける。

「詳細は把握できていないのですが、昨晩よりこの付近では、とある異変が報告されております」

　異変という言葉に、アインとロイドが顔を見合わせる。

「昨晩の地震の後から、魔物たちは何かから逃げ出すように落ち着きがありません」

「冒険者たちはどうしてる？　狩りに対して慎重になっているのか？」

「ロイド様が仰おつしやる通りでして、一流とされる冒険者以外は、町から出ていないようでございます」

「ほう、随分と剣けん吞のんな様子じゃないか」

「ただ一つ、あくまでも噂うわさの範はん疇ちゆうを出ていないのですが……」

「聞こう」

「建国時代の魔物が現れたのではないかと、実力のある冒険者たちは語っておりました」

　すると、ロイドの眉まゆが吊つり上がった。

　どうやら心当たりがあるらしく、腕を組んで考え出す。

「いやまさか……どうして今になって……。して、バルト伯爵はどう考えているのだ？」

「恐らく、ロイド様と同じことを考えております」

「やはりか」

　知らぬはアインとクローネの二人だけ。

　二人の間で目配せが交わされるも、答えらしい答えは見つからない。

　分かるのは、どうにも不穏な雰囲気が漂っているということだけだった。

「懸念が正しいのならば、急いで王都へ帰らねばならん……いや、それも危ういか。アイン様のお身体からだの問題もある……そう簡単に帰るわけにも……」

「では────少し休憩に致しましょう」

「む、クローネ殿？」

「今後の予定も関係するならば、王太子殿下にも状況をお伝えするべきかと」

　最高のタイミングで助け船が出たと、アインが心の内で感謝した。

「あ、ああ。クローネ殿が言う通りであろうな」

「ではそのように────バルト伯爵、大変恐れ入りますが」

「分かっております。私は一度席を外しますので、一度、王太子殿下へとロイド様からお伝えくださいませ」

「ああ、承知した」

　するとバルト伯爵は席を立ち、すぐに退室してしまう。

　それを確認して、アインが口を開いた。

「ねえ、何がどうなってるの？」

「今からご説明いたします。ただ場合によっては、このまま王都へ帰還することとなるかもしれないとご理解ください」

「内容次第だよ。まずは教えてほしい」

「はっ────バルト伯爵も仰っていましたが、建国時代の魔物です。本当にそれが現れたというのなら、海龍に匹敵すると言っても過言ではございません」

「……どういうこと？」

「まずは昨日きのうお話ししました、オーガのことを思い出していただきたい」

　昨日の今日で忘れるはずもなく、アインはすぐに頷うなずき返した。

「そして私は次のように申し上げたはずです。初代陛下に討伐されたオーガは、とある魔物から逃げて来たと」

「ッ!?　それって！」

「はい。その元凶である魔物の可能性が高いのです」

　あんなに大きかったオーガが逃げるような魔物だ。

　アインの表情がすぐに一変した。

「現代に伝わる名を『ウパシカムイ』と。残念なことに情報は少なく、巨大な体たい軀くや、冷気を放つ魔物であるとしか分かりません。一説によると龍の一種ではないかと言われてますな」

「どのぐらい強いのか。これも分からない？」

「はっきりとは。ですが……奴やつは初代陛下と戦い、生き残ったのです」

　魔王を討伐した英雄と戦って生き残った、この事実にアインが目を細める。

「ウパシカムイは重傷を負い、力を振り絞って初代陛下の前から逃げたのです。初代陛下が追いかけるも、奴は雪の中に溶けるように逃げおおせたとか……。つまり、本来であればアイン様は王都に帰るべき脅威でございます」

「公務も調査も止めて、王都に帰った方がいいってことか」

「はっ。間違いなくそれが正解かと。おそらくこやつが今までの調査でも観測された未知の魔物かと思われます」

　ロイドが言ったとおりにするべきなのかもしれない。

　腕を組んだアインは、目を閉じた。

「仕方ないのかな」

　腕にそっと手を添えたクローネの温かさを感じ、今回は断念すべき────という念が強く浮かんだ。

　しかし同時に、英雄と呼ばれている自分が去ってもいいものか、と迷ってしまう。

「アイン様、難しいことは考えなさるな。貴方あなた様は王太子……立場がございます」

「……分かってるよ」

　正当な王位継承者に万が一があってはならないし、自分に何かあれば、ロイドに重い罰が下されてもおかしくない。

　けど、気が重かった。

　避難するという言葉が、逃げるという言葉に変わって心を痛めつける。

　アインが確かな言葉を見つけられぬまま、口を開こうとした刹せつ那な。ギシ、小さな軋きしみ音からはじまって、やがて訪れた突然の大きな揺れ。

　大きな揺れは二度三度と、不定期に地響きを連れてやってくる。

　不意に勢いよく扉が開かれて、ディルとバルト伯爵の二人が足を踏み入れた。

「ディルッ！　アイン様の前に無礼であろうッ！」

「申し訳ありませんが、緊急事態です！　伯爵、あちらを！」

「ええ！」

　二人は急いでバルコニーへと走っていき、乱暴に外に出て地平線を見る。

　バルト伯爵が目を細め、厳しい表情を浮かべたのをディルは見た。すぐにロイドが近づいてくると、叱責するような表情を浮かべながらも、理由を言えと無言で訴えかけた。

「ディルッ！　いったいなにがあったのだ!?」

「あちらをご覧くださいッ！　本来であれば、水列車の線路が敷かれていた場所です！」

　だが、それはもう使い物にならない。

　あるのは巻き上げられた土砂と雪、引き千切られた線路の残ざん骸がいだ。




　一方で、部屋の中では状況を察したアインが息を吐いた。

「馬車でゆっくり帰るには危なそうだ」

　さて、どうしたもんかと。

　アインはこめかみを搔かいて苦笑したのだった。








太古の魔物









　領主バルト伯爵の屋敷は町の全景を見下ろせる立地にあった。

　屋敷の大広間には多くの冒険者と住民が集まっている。

　朝方の騒動からまだ数時間しか経たっておらず、王都へつづく水列車の運行停止に加え、他にも冒険者による報告があったからだ。

「冒険者諸君、お主らが見たという姿に間違いはないな？」

　バルト伯爵の言葉に、何人かの冒険者たちが頷いた。

　彼らは朝から狩りに出かけていた、このバルトでも実力のある者たちとのこと。

　そんな彼らによると、巨大な白い魔物を見つけたという。吹雪ふぶきで全ぜん貌ぼうを確認することは出来なかったが、吹雪の中に潜む巨大な影は、これまで見たことのない大きさだったと。

　あれこそが古い魔物、ウパシカムイだと皆が言っていた。

「領主殿、急いで討伐隊を組織するべきだ」

「その通り。水列車も動けない今、このバルトに居る戦力で戦うほかあるまい」

「はっ、馬鹿を言うな。初代陛下が取り逃がした魔物なんだぞ。手を出す気にはなれんな」

「悪いが不参加で頼むよ。いくら金を積まれても命が惜しいんでな」

　冒険者たちの意見は割れていた。

　当然、バルト伯爵からすれば討伐隊を組織するしかない────が、冒険者たちに強要することは出来ない。

　あくまでも報酬を与え、依頼として引き受けてもらうほかなかった。




　────ところで、今の話はアインも聞いていた。

　大広間に設けられたソファに腰を下ろし、隣にクローネが座る。

　後ろにはロイドが立ち、彼も耳を傾けている。

「ロイドさん、聞いてなかったことがあるんだけど」

「はっ、なんでしょうか」

「王都から増援が届くまでにはどのぐらいかかるんだっけか」

「近くの山脈までは明日にでも。ですがそこから徒歩になりますので、短くとも二日半はかかりましょう」

「りょーかい」

　そう話していると、また冒険者の声が届いた。

「もう一度言うけどな、俺は嫌だ」

「こっちとしても遠慮したい。命が惜しいからな」

「……そもそも、誰だれが討伐に対しての報奨金を出すんだ？　ギルドか？　ギルドは王都の本部と連携しなければ、今回の規模なら金は出さないぞ」

「ああ、せめて金の保証がないとな」

　アインは決して、苛いら立だってはいなかった。

　冒険者として命や金を重視するのは当然だし、その心構えを叱責するつもりは無い。

　けれど、勇敢に立ち上がった冒険者には報いたい。

「ロイドさんが言ってた、初代陛下に与えられたっていう傷はもう癒えてるかな」

「私は癒えていないと思いますな。命の危機に瀕ひんするほどの重傷ならば、身体からだの何ど処こかが欠損していると予想が付きます」

　なら行動に移せるかも、とアインは頷く。

「……しっかし頃合いの悪い。なんで俺が来るのと同時に……」

　と、頰ほお杖づえをついたときのことだ。

「俺は吹雪にも浮かぶ真まっ赤かに血走った瞳ひとみに睨にらみ付けられたんだぞ。あんなやばい魔物なんて、命がいくらあっても足りやしないぜッ！」

　わめくような冒険者の声に、アインの胸が早鐘を打つ。真っ赤な瞳という言葉に、セージ子爵が連れていたワイバーンのことが脳裏を掠かすめた。

「偶然じゃないってこと……？」

「アイン様、何かお分かりになったのですか？」

「もしかしたら、だけどね。仮説が正しいなら、残念なことに最初から俺は逃げられなかったってことだったのかも」

　くすっと自じ嘲ちようするように笑い、アインはソファから立ち上がる。

「ウパシカムイは赤あか狐ぎつねと関係があるのかもしれない」

「詳しくお聞かせ願いたい。よろしいか？」

「何百年も姿を見せなかった魔物が、俺が来てから暴れ出す。これが偶然には思えないんだ。ウパシカムイはセージ子爵が連れていたワイバーンに似た部分もあるみたいだし、尚なお更さらにね。俺が来た日の夜に地震が発生したのも、無視できないと思う」

「……推測の域を出ませんな」

「でも、無視はできない」

　今の言葉にロイドは黙りこくってしまう。

「まるで、俺が赤狐を調べることを妨げようとしてるような感じがする」

「アインが狙ねらわれてるってこと……かしら？」

「かもしれない。セージ子爵を操ってた黒幕も残ってるしね」

　まだ分からないことだらけの中、一つだけハッキリとしていることがあった。

　何はともあれ、ウパシカムイの脅威からは逃げられないということだ。

「だから────戦おう」

　初代国王のように、雄々しく魔物を屠ほふらねばならない。

　凛りんとした姿にロイドは思わず、自然と頭こうべを垂れかけた。

「なりません。町に居るべきです」

「俺が狙われているかもしれないのに？　今はまだ外壁を前に相手が尻込みしてるのかもしれないけど、いつかはこの町が戦場になるし、多くの人が犠牲になるのは必至だよ」

「……それはまだ、推測の域を出ておりません」

「でも、正しかったら後で後悔しても遅いんだ。大丈夫、今回は海龍のときとは違う」

　何な故ぜならいくつもの希望があるからだ。

「運んで来た魔導兵器もあるし、ロイドさんもいる。海龍みたいに戦い辛づらい場所じゃない」

　戦力は十分。

「それに、これは俺が負うべき責任でもあると思うんだ」

「恐れながら、斯か様ような事実は少しもございません」

「いや、あるよ。初代陛下が取り逃がしてしまった魔物なら、それは王族の責任でもある。なら俺が逃げることは許されないし、それで民に犠牲が出るのは受け入れられない」

「それは……ですが！」

「さすがに無鉄砲に戦うわけじゃないよ。少し考えてることはあるから、周辺の地図を見てそれが出来るか考えたい」

　そう言って、アインは一人で歩き出した。

　向かう先ではバルト伯爵と冒険者たちが話し合いをつづけていたが、バルト伯爵がアインの姿に気が付いて、ハッとした顔で見つめた。

　冒険者たちの会話に割り込むようにアインが言う。

「皆には町の防衛をしてほしい」

「……誰だおま……え……」

「まさか──ッ!?」

　幾人かの冒険者たちがアインに気が付いて、慌てて道を譲った。

「報酬は王家が出すと約束しよう。命を懸けるに値するだけの、それこそ海龍のときと比べて遜そん色しよくのない金額を約束する」

　他の誰でもない、王太子からの約束だ。

　突然現れた海龍討伐の英雄に、冒険者たちの士気が高まる。

「勝ったようなもんじゃねえか！　なぁ！」

「ああ！　英雄が居るのなら何の心配もない！」

　まさに大船に乗った気分というか、明るさを取り戻した。

　片やバルト伯爵は、一つの疑問に小首を傾かしげた。

　討伐隊を組織するのではなく、町の防衛とアインが言ったからだ。

　理由を尋ねようにも、冒険者に囲まれ声高らかに「殿下！　殿下！」と呼ばれているアインに対して、バルト伯爵は声を掛ける隙を見つけられなかった。







　場所をバルト伯爵の執務室へと移した。

　数十分の話し合いの後、アインはここで結論を述べる。

「ここだ、ここでウパシカムイを仕留める」

　机の上に置かれた大きな地図を指さして言った。

　指し示したのは湖で、近くにはオーガの頭ず蓋がい骨こつがある丘があった。町からは、およそ半はん刻ときほどの距離だとバルト伯爵は言う。

「ですが殿下、ここは凍り付いただけの湖でございます。バルト付近に生息する魔物は、例外なく寒さへの強い抵抗力がございますが」

「バルト伯爵の疑問はもっともだ。けど、俺は別に寒さで仕留めようとはしていない」

「では、何を？」

「地響きがしている、ということは、少なくとも大地を歩く魔物のはずだ。だから足止めをする。湖の氷を溶かしてそこに留とどめるんだ」

「ッ……重ねて進言いたします。ウパシカムイはそれでも容易に逃げ出せるのではないかと」

　湖は大きい。

　少なくとも海龍ですら納まるぐらいの広さがあった。

　ウパシカムイの身体がはみ出ることはないが、問題はそこではなくて。

「俺の力を使って逃げ出せないようにする。そこに魔導兵器で一斉攻撃を仕掛けて、一気に勝負を終わらせるつもりだ」

　なるほど、ロイドとクローネが大きく頷うなずいた。

　アインには海流というスキルがあり、それで湖の水を操作しようとしていたのだ。

　昨年は叡えい智ちノ塔でも使い、炉のオーバーヒートにも貢献した力だ。

「ロ、ロイド様……殿下のお言葉もそうですが、十分な魔導兵器があるのでしょうか？」

「その点は問題ない。詳細に言うと、我らが持ち込んだのは十基の魔石砲だ」

「魔石に宿った魔力ごと、弾薬と共に放つ強力な兵器ですな。十基もあるのでしたら、確かに足りるかもしれませんが……よろしいのですか？　陛下がこのような策を許可なさるとは思えません」

「ああ、バルト伯爵が言う通りだ。だからこのロイドは陛下に連絡しておらんし、残念なことにこれからも連絡できん」

「そ、それでよろしいのですかッ!?」

「まったくもってよろしくない。が、私はアイン様に先手を打たれていてな」

　例によって王族令が既に発令されている。

　今回のことを、メッセージバードなどを用いて王都に連絡することはすでに止められていた。

　騎士として王族に仕える身であり、やはり王族令の力には抗あらがいがたい。

「決行は今日の夕方だ。近この衛え騎士には先に魔石砲を運ばせ、私は息子のディルと共にアイン様を護衛して、湖へと向かう」

「……危険では？」

　そんなのは今更だ。

　アインは確固たる意志を持っているし、計画を変えるつもりは無い。結局、王太子アインが危険な場所に足を踏み入れることに変わりはないのだ。

　そして、一つの方針がすでに決まっている。

　アインがバルトの町を出て、魔物が住まう場所に足を踏み入れる。それでもウパシカムイが襲い掛かってこない場合、狙ねらいがアインではなかったと判断することになっていた。

　その場合、すぐに町中へ引き返す約束になっている。

「俺の補佐官や文官たちを、この屋敷でかくまっていて欲しい。何人かの近衛騎士も残していくから、何かあったら伝えてくれ」

「それは構いませんが──」

「なら、そのように」

　狙いが自分じゃなかったら、約束通りすぐに町へ帰る予定なのだ。

　予想が的中したならしたでいいし、しなかったのならそれはそれで問題ない。

「重ねて頼みたいことがある。民に加えて戦えない冒険者たちは、この屋敷の近くに避難させてくれ」

「勿もち論ろんでございます！」

　ふと、クローネと目が合った。

「少し休憩したいから、ちょっと離席するよ」

　と言って咄とつ嗟さにクローネの手を取って、退室した。




　廊下の隅、人気のない柱の陰に着いたところで立ち止まり、二人はやっと向かい合う。

「私、少しだけ初代陛下のことが嫌いになっちゃった」

　ムスッとした顔でいい、つま先をトントン、と遊ばせる。

「どうせなら取り逃がさないで、しっかりと討伐してほしかった。そうすれば、こうしてアインが苦労することもなかったのに」

「……俺って結構大事にされてる？」

「ええ、世界を敵に回しても一緒に居たいぐらいにはね」

　彼女はくすっと頰を綻ほころばせ、アインもまた軽く笑った。

「町のことは任せて。私に出来る限りのことをして待ってるから」

　海龍の時と違ってあっさりと、アインを見送ると示唆される。

　クローネの顔には決して悲ひ愴そう感は漂わず、けれどもアインを心配していないようにも思えない。信頼感だろうか、アインが無事に帰ってくると少しも疑っていないようだ。

　時間が経たつことで培われた関係によるものか、余裕すら感じられる。

　アインもアインで、少しぐらいなら冗談を言えた。

「ウパシカムイの魔石ってどんな味がすると思う？」

「…………鶏とり肉にく、かしら？」

「…………え、食べたことあるの？」

「も、もうっ！　ないに決まってるでしょ！　ただその、龍の一種かもって聞いて！　ワイバーンの繫つながりで、ワイバーンは鶏肉みたいな味だったってアインが言ってたから……っ！」

「ぷっ……くくっ……分かってるって、冗談だよ、冗談」

「ひどい人ね、帰ってきたらどうしてあげようかしら」

「ははっ、お手柔らかに頼むよ」

　するとアインがとうとう足を動かす。

　向かう先は屋敷の入り口で、本当に作戦が始動するのだとクローネに思わせた。

「ちょっと外で頭冷やしてくる。戦いの前に火照りすぎててもね」

「ええ、ロイド様にもそう伝えておくから」

「ん、ありがと。多分そのまま宿に行ったり、魔導兵器を運びに行ったりすると思う」

　少しの間の別れだ。

　名残惜しさといった感情はなく、二人は互いに互いの仕事を務めようという気持ちだけを抱く。

　クローネはアインの背中が見えなくなるまで見送って、それから執務室へと戻っていった。





◇　◇　◇






　町の中央にある広場にて、アインは手ごろなベンチに腰を下ろしていた。

　近くでは近衛騎士たちが魔導兵器の準備をしたり、装備の調整を行っている。

　幸いにも風は弱く、舞っている雪は僅わずか。行軍するにも天候による支障はなく、作戦に変更が入ることはなかった。

　ベンチの裏から、ディルが語り掛けてくる。

「アイン様、遅れはありません。間もなく近衛騎士たちが先に湖へと向かいます。アイン様は私と父上、残りの近衛騎士と共に町を出ることになります」

「予定通りだね。冒険者たちは？」

「そちらも打ち合わせ通り、町の防衛に備えているようです」

「じゃあ、今は短い休憩時間ってことか」

　ふぅ、と息を吐いて身体からだから力を抜いた。

　遠くの丘にある、オーガの頭蓋骨に顔を向ける。

「ほんとあの骨大きいよね、牙きばなんて、今でも何かに使えたりするんじゃない？」

「可能だと思います。鋭利で重さもありますし、放り投げるだけでも十分な兵器と言えますね」

「だよね。上うわ顎あごを固定してる骨を切っちゃえば口が閉じるし、ワイバーンなんて真っ二つだと思う」

「問題はそうした使い方が出来るかどうか、でしょうね」

「あー、重そうだしね」

　のんびりとした話のあと、ディルが声色を変えた。

「……今更ですが、お止やめになるべきでは」

「約束した通りだよ。ウパシカムイが俺を襲ってこなかったら、俺は絶対にこの町に戻ってくる。その場合、運んだ魔導兵器は散開させて、別途襲撃に備えるってね」

「存じ上げておりますよ。私はその上で申し上げております」

「うーん……」

「アイン様、今一度申し上げますが貴方あなた様は王太子です」

　すると、ディルはアインに顔を近づける。

「────千の民が犠牲になろうとも、絶対に生きねばならないお方なのです。仮に私や父上が死すことがあろうとも、近この衛え騎士すべてが命を落とそうとも、です」

「…………」

「バルトが壊滅的被害に陥ることと、イシュタリカ全体がアイン様を失うという事実。比べるまでもございません」

「悪いけど、ディルの言葉は少しだけ間違ってる」

　よっ、と立ち上がったアインが背を伸ばす。

　気持ち良さそうに声を出して、腰に手を当てて近衛騎士を見守った。

「仮に俺が狙ねらわれていたとしても、俺は絶対に負けないし、負けるつもりは無いよ」

「ですが万が一は──ッ！」

「大丈夫」

　強く、アインが時折見せる覇気にディルが気け圧おされた。

「死地から生還することには、もう慣れてる」







　陽ひが徐々に傾きだした。

　空に雲は少なく、見通しは良い。

　後発のアイン一行の人数は二十人に満たない。アインとロイド、そしてディルに加えて残りは全員が近衛騎士だ。

　アインは今日まで、バルトの景け色しきを楽しむつもりだった。

　しかし現状、そんな余裕は少しもない。

　先頭を歩くロイドが、ある魔物の存在に気が付いた。

「ほう、ヤツメウサギではないか」

「え、何それ」

「あちらをご覧ください」

　ロイドが指を差した方角に居たのは、馬車ほどもありそうな巨大なウサギだ。

　しかし普通のウサギではなく、顔には目が八つもある。

「外見のままに八ヤツ目メウサギと呼ばれております」

「へぇー……美お味いし、じゃなくて強いの？」

「近衛騎士が二人掛かりなら余裕の相手ですな。味はとても美味ですが、生命の危機に瀕ひんしない限り戦わず、持ち前の逃げ足ですぐに立ち去ってしまいます。そのため市場に肉が出回ることは決して多くなく、大体は王都に届く前に消費されているのですよ」

　ロイドの説明の後、ディルが呆あきれた様子で言う。

「ところでアイン様、こんな時だというのに味を一番に気にするのはいかがなものかと」

「ロイドさん、ディルがいつもと同じで厳しいんだ」

「私からは何とも言えませんなぁ……」

　近衛騎士の間に笑い声が上がった。

　少し、雰囲気が穏やかになった。

　バルトの町を出てから十数分しか経たっていないが、緊張の糸はギリギリまで張られている。

　いつウパシカムイが襲ってくるのか、いや、それ以外の魔物が襲ってくる可能性もあり、少しの油断も許されていなかった。

　すると、ヤツメウサギが逃げ去っていく。

「ああ!?　美食が……ッ！」

　敢あえての軽口だったが、すぐに空気を伝う異変に気が付かされる。

「どうやら俺の予想が的中したみたい」

「ですな。嬉うれしいような、残念なような……なんとも歯がゆい気持ちでございます────皆、走れぇええええッ！」

　号令につづき、一斉に皆が走り出した。

　石畳でなければ土の地面でもない、砂浜と比べればいい勝負だろうか。辺りに積もった雪は足首の上まであって、皆が走り辛さに苛さいなまれていた。

　地響き。

　背後に迫りつつある巨大な気配に、皆の背筋を冷や汗が伝う。

「はぁっ……はぁっ……！　ロイドさん！　湖まであと何分ぐらい!?」

「この速さでしたら十分もかからないかとッ！」

「そりゃいい！　今日まで毎日訓練してきた甲か斐いがあるよ！」

「ですなぁッ！　ただ王都に帰ったら、いずれ雪原訓練について陛下に提案してみようかと！　またこのような機会がないとも限りませんッ！」

「その時は俺も参加するよ！　次の機会のためにねッ！」

　次の機会という言葉を二人が強調していたのは、必ず生還するという意気込みの表れか。

　ディルも、近衛騎士も皆が大きく頷うなずいて足元に力を込める。

　しかし疲労は増し、雪上の辛さに呼吸が荒れ、酸素不足に陥るのは近かった。

　希望は湖に向かっている先遣隊だ。

　すでにウパシカムイに狩り殺されているなんて、少しも考えたくない。

　そして、遂にその咆ほう哮こうが届いた。




『ギィイイアアアアアア────ッ』




　泣き喚わめくような、悲痛な鳴き声だった。

　それこそ昨年のセージ子爵が連れていたワイバーンのよう。

　怒号がビシビシと頰を刺し、辺りの木々は大きく揺れた。いつの間にか天気も悪化して、空を覆う雪雲が勢力を増す一方。

「空が……ッ!?」

「アイン様ッ！　奴やつはそれだけの力を秘めておりますッ！　いくら初代陛下が多くの傷を与えていようとも、特異的な強さは侮れませんぞッ！」

　間もなく、ウパシカムイの息遣いまで聞こえて来た。

　木々が押しのけられる悲鳴のような軋きしみと、地面を抉えぐりながら進んでくる音が恐怖を駆り立てる。

『グファ……ッ！　ギィイイイイ……ッ！』

　迫りくる凶敵に対し、緊張しすぎたのか。

　一人の近衛騎士が体力の消耗もあって、雪の地面に足をとられる。

　あっという間に、ウパシカムイが距離を詰めた。

「このッ……！　初代陛下から逃げた魔物なん……て……」

　恐れるに足らない！　威勢よく声を上げようとしていた。

　だが、振り返った近この衛え騎士はウパシカムイのことを見てしまう。

　想像以上に凶悪な体たい軀くと血走った瞳ひとみ……そして、

『ァアアアアアアアアアアッ！』

　怒号と共に振り上げられた、逞たくましい剛脚だ。




　アインはつい立ち止まって、近衛騎士の方を振り向いた。

　距離にして二十数メートルほどで、今まさに虫けらのように潰つぶされようとしている、近衛騎士の死を覚悟した気丈な顔つきがそこにある。

　そして、はじめて目の当たりにするウパシカムイの姿だ。

　なんて大きさだろう？　海龍ほどじゃないが、小さな砦とりでぐらいの巨きよ軀くだ。

　四足歩行の身体からだつきは、前脚が後ろ脚に比べて特に太く逞しい。全身を覆う鱗うろこは色の薄いサファイアのよう。長い尻しつ尾ぽの先には、数メートルもある長い棘とげが何本も生えていた。

　顔つきは恐竜のようで、頭そのものの大きさが、ありふれた民家よりも大きかった。

「あんなに大きかったのか!?」

　……これほどの巨体だ。

　地面に倒れた近衛騎士なんて、人が子犬でも撫なでるかのように小さな存在だろう。

（片目がない？　それに背中にある翼は……）

　アインが見るウパシカムイの身体には違和感があった。

　すぐに気が付くのは目元で、片目が無いのが分かる。つづけて背中、一対の翼が普通じゃなかった。翼膜が無く、翼の骨格が左右非対称に残っているだけだ。

　思い返すのはロイドと話した、ウパシカムイの身体には初代国王との戦いによる傷があるだろうという予想だ。

（あんな魔物が飛ぶなんて、考えたくもない！）

　空から襲われたら一溜たまりもなかったろう。

　片目を奪い、翼が機能しなくなるまで追い詰めた初代国王の強さには、ただただ驚かされる。







　だが、それでもだ。

　いくら身体に欠損があろうと、倒れた近衛騎士を潰すなんて呼吸をするのと同じこと。

「止まってはなりませんッ！」

　強く、アインの手をロイドが握って駆け出した。

　もうあの近衛騎士は助けられない、そう物語っている。

　しかし、アインはその手を振り払う。

「俺と一緒に来てくれた人なんだッ！　見捨てる気はないッ！」

　きっとこの判断は間違いだった。

　見捨てるべきだし、倒れた近衛騎士を囮おとりに湖まで駆け抜けるべきだろう。

　だが、それでも割り切れなかったのだ。

　アインの腕を中心にして、深い霧が風に乗る。

　それはあっという間に離れた近衛騎士とウパシカムイの傍そばまで届き、ウパシカムイはこの不可思議な状況に困惑した。

　前脚を振り下ろすのが遅れ、この隙に立ち上がった近衛騎士が走り出す。

　一方でウパシカムイの顔には、濃霧がまとわりついて離れない。

「ブラックフオルンの濃霧ですな!?　あんな不可思議な動きをするスキルではなかったはずではッ！」

「知らないけど！　意識したら出来たんだよ！」

　なんとも要領を得ないが、必死の行いの成果だった。

　後ろの方から、先ほどの近衛騎士が叫ぶ。

「なぜ助けたのです!?　貴方様は立ち止まってはなりません！」

「俺に立ち止まられたくないのなら、お前たちが止まらなければいいだけだッ！　そうすれば皆が無事に湖にたどり着く！　何も難しいことは言ってないぞ！」

　強引な言葉に、近衛騎士が涙をこぼす。

　ぐっと涙を拭ぬぐってから、最前列付近を走るアインを想おもった。

「宿に戻ったらお説教ですぞ！」

「仕方ないね！　でもロイドさんの説教は辛そうだから、お手柔らかに頼むよッ！」

「さて、約束は出来かねますな！」

　こうしているうちに、ウパシカムイとの距離が再度、離れた。

　顔を覆う濃霧に恐怖してるのか、それともただ振り払おうとしてるのか。ウパシカムイは前脚を勢いよく振って周囲の木々を薙なぎ払はらっている。

　だが、長くはもたない。

　いずれ霧が消えたところで、すぐにアインを狙ねらい襲ってくるだろう。

「十分だ、これなら湖までたどり着ける！」

　アインの鼓舞に皆が頷き、疲労で震える両足をいじめぬいた。




　駆け抜けた先にある湖では、無事に先遣隊が待っていた。

　必死に森を抜けて来たアイン一行を見て、近衛騎士たちは一斉に魔導兵器を、魔石砲を発射する準備に取り掛かる。

「見えて参りましたなッ！」

「うん！　先遣隊も無事なようで安心したよッ！」

　それもこれも、重ねて言うが初代国王が残した傷のおかげだろう。

「してアイン様！　これより、我らはウパシカムイを湖へ誘い込まねばなりませんぞ！」

　その後で湖に魔石砲を発射する。

　固い氷を割って溶かして、水の中へ落ちたウパシカムイの動きを封じるのだ。

「俺がこのまま走っていくしかないよ。湖の氷の上を走って、奥まで行ったところで魔石砲を使ってくれると助かる」

「ばっ、馬鹿をおっしゃらないで下されッ！」

「馬鹿でもアホでもなくて、ウパシカムイは俺を狙ってるんだってば」

　ぐうの音も出ない正論にロイドがたじろぐ。

「海龍のときと比べたらどうってことないから！　呼吸が出来るし魔石砲もある！　ロイドさんとディルもいるし、近衛騎士がこんなにいる！」

「ですがッ！」

「これだけの戦力があるのに、それでも不可能？　イシュタリカ最高峰の陸戦力が集まってるっていうのに？」

　まるで挑発だ。

　キッと向けられたアインの目からは、挑戦的な感情が垣かい間ま見みえる。

　普段なら確実に言わない自分本位の言葉。だが、ロイドの心に確かに響いた。

「であればこのロイド、アイン様が駆け抜けるための時間を作りましょう」

　今日に至るまで一度も見せたことのない、闘志に満ちた声色だった。

　アインがはじめてシルヴァードと出会った時によく似た、身体の奥底にまで影響を与える歴戦の覇気だ。

「時間を？　どうやって？」

「なに、アイン様の真ま似ね事ごとです。……ディル！　何があろうとアイン様のお傍に居ろ！」

「はっ！」

　駆ける二人から離れ、ロイドは湖の近くで立ち止まった。

　背負っていた大剣を抜き、目を閉じる。近づいてくるウパシカムイの気配は感じ取るも、近この衛え騎士やアインたちの声は、少しも耳に届かない。

　一人息子のディルですら見たことのない、集中した姿だった。

　時を同じくして、森を抜けたウパシカムイがアインを視界に収める。

「慌てるな、相手はこの私だ」

　剛脚の前に立つロイド。

　いくら大剣を構えようと、さして影響がなさそうに見えて当然だ。

　が、対たい峙じするロイドには迫力があった。何かしてくれそうな期待感というのか、彼は決して殺されないと思わせるだけの気配を漂わせていたのだ。

『グギィィイイイアアアアア──ッ！』

　右前脚が振り上げられ、爪を立てたままロイドに振り下ろされる。

　多くの近衛騎士が口を開き、腕を伸ばした。皆が一様にロイドの無事を祈り、舞い上がった雪が収まるのを待った。

「……手負いの龍のくせに、信じられぬ膂りよ力りよくだな」

　雪が収まると同時に、不敵な声が風に乗って届けられた。

　やがて、皆は彼の雄姿を目の当たりにする。たった一本の大剣で、大地を支えにウパシカムイの前脚を受け止めたロイドの姿を。

「しかし長くはもたんか……ッ！」

　彼の大剣から、ビシッ、ビシッ……と音が鳴る。

　以前は元帥の地位に居た彼の剣は、いったいどれほどの名剣なのだろう。

　ウパシカムイは強引に爪先を突き刺そうと、堪こらえるロイドに向けて更に力を込めた。が、ロイドは少しも譲らない。
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　逆に「ぬぅうああああああッ！」と大きな掛け声を上げ。

「もののついで程度で、この私を踏みつぶせるとでも思ったかァッ！」

　真横に弾はじいて見せたのだ。

　すると一瞬、ウパシカムイの体勢が崩れる。

　片足から力が抜け、重心がずれた。

　されど、さすが数百年を生きる巨大な魔物と言うべきか、あっという間に身体からだをよじって、今度はロイドの身体に対し、前脚を横に薙ないだ。

「くっ……」

　今度は逆に弾き飛ばされてしまう。

　怪け我がはかすり傷程度だが、大剣に違和感がある。

「あと一度だけでいい、それで十分だッ！」

　関係ない、何も考えるな。

　心の内で自らを鼓舞し、ロイドは駆けた。

　大きく跳躍して距離を詰めると、ウパシカムイの前脚に剣を振り下ろす。

　鉄と鉄がぶつかり合ったような金切り音のあと、大剣がついに砕け散ってしまう。しかし砕け散ったのは大剣だけじゃない。

　ウパシカムイの前脚を覆っていた鱗もまた、何枚か粉砕されていた。

　それどころか刃やいばは皮膚に届き、決して浅くない傷を残し血液を流させる。

『ッ────!?』

　グラッ、とウパシカムイの身体が揺れた。

　路傍の石とでも思っていたロイドの強さに目をギョロッと蠢うごめかせる。

「さて、ここからどうしたものか」

　くくっと苦笑いを浮かべるも、武器となる大剣はすでにない。

　剣が更に丈夫ならもっと戦えた。自分の力は確かに通用したのだから、これだけが惜しくてたまらない。

　ウパシカムイがロイドに狙ねらいを定めてすぐ。

「こっちだッ！」

　湖の奥まで駆けていたアインが、幻想の手で大きな氷塊を放り投げる。

　額にそれを受けたウパシカムイがロイドから意識を離して、鳴き声を上げる。この隙にロイドが逃げ出した。

『グギィ……ァァアアアアアアッ！』

　氷上を滑るように駆け、瞬く間にアインに近づく。

　ディルが生なま唾つばを飲み込んだ横で、冷静なアインは手を上げた。

「今だッ！」

　号令からすぐ、森の陰でいくつもの光が生じた。

　ときに蒼あおくときに碧みどりに。

　あるいは真紅の光線を漏らしたと思いきや、豪快に破裂音が鳴る。

　魔力の波動と金属の弾薬が弾け、極彩色のオーロラが十の方向から湖上に向けて放たれた。

　着弾から間もなく、ウパシカムイの足元の氷が粉々に粉砕され、オーロラを反射する幻想的なダイヤモンドダストが舞い上がった。

『ガァアア────ッ!?』

　後ろ脚が水に沈み、慌ててもがくことで前足に力が入る。

　ウパシカムイの体重を支え切れず、あっという間に氷上にヒビが広がっていく。

「急いでください！　このままでは私たちも沈みます！」

「分かってるッ！」

　ディルの声に従ってアインが更に駆けた。

　背後から迫りくるウパシカムイの前脚が、アインを握りつぶそうと何度も爪先を翻す。

　アインは決して振り返ることをしなかった。かまいたちのような強烈な衝撃波が届こうと、足を止めずに湖上を駆けたのだ。

　やがて、ウパシカムイの前脚が遂に水に浸つかった。

　音と気配でそれを察し、アインは滑りながら振り返って動きを止める。

「助かるよ、作戦通りに嵌はまってくれてさ」

　ニヤリとほくそ笑んで剣を抜くと、勢いよく振り下ろして足元の氷だけを砕いた。

　そこに手をかざして、海流の力を発動させる。

『────ギ、グァ……？』

　湖の水がすべて足あし枷かせ、手て枷かせだ。

　凶悪な質量の水は檻おりであり、もがくウパシカムイが前脚を伸ばしても、水中から逃れることは叶かなわなかった。

「まこと、我らが王太子殿下は勇敢であるな」

　一方のロイドは湖の外で手を上げた。

　近この衛え騎士が魔石砲の向きを微調整し、ウパシカムイの体たい軀くに狙いを定める。

「初代陛下の一撃には劣るやもしれんが、受けてみよ。これが数百年の時を経て、我らが生み出した叡えい智ちの結晶だ────ッ」

　手が下ろされるのと同時に、再び十の魔石砲が光を放った。

　湖上に広がる色濃いオーロラは波打って、まばたきの間に巨きよ軀くを包み込む。ダンッ、ダンッと弾薬が鱗うろこに食い込んで、魔石の力が身体を灼やく。

『ァァァァァアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　天にも届きそうな叫び声に、アインとディルは手で耳を覆った。第二射、第三射が放たれ、視界いっぱいが眩まばゆいオーロラで目を開くのも辛い。

「アイン様ッ！　大丈夫ですかッ!?」

「えぇ!?　なんて!?」

「大丈夫ですか!?」

「聞こえないよッ！　口の動きで大体分かるけど！」

　笑みを浮かべるだけの余裕はあったし、特に問題はなかった。

　耳が慣れてきたところで、アインはようやくディルと言葉を交わす。

「作戦は成功みたいだ」

「そのようですね……一時はどうなるかと思いましたが……」

　ウパシカムイに注がれる攻撃は何本かの爪を割り、多くの鱗を粉砕して角を折った。もはや勝利は決まったも同然に思える。

　徐々に水中での抵抗も弱々しく変わり、アインの負担も減っていく。

「しかし、初代陛下のお力は凄すさまじいですね。ウパシカムイは我らがこれほど前準備をして、魔石砲を十基も用意してようやく相手になるというのに……」

「まぁ俺たちは更に、初代陛下が残してくれた傷があることが前提だけどね」

「仰おつしやる通りです。だというのに初代陛下は、たったお一人でウパシカムイが逃げ出すほどの戦いをされた……いやはや、どれほどお強いお方だったのでしょうか」

　言うなれば、今ここにある戦力よりも初代国王一人の方が強い。

『ガファッ……ギィ…………ァァァアアアアアアアッ…………ァ────ッ！』

　一基当たり十発以上の砲撃を放った。

　そして、やっとの沈黙。

　ウパシカムイは全身から力を失い、目を閉じて湖上に浮かんだ。







　念には念をだ。

　魔石砲の弾をすべて撃ち終えてから、アインはロイドと合流した。一人の犠牲もない大勝利に、皆の顔には例外なく晴れやかな笑みが浮かんでいた。

「やりましたなぁッ！　これ以上ない勝利ですぞ！」

「だね。ロイドさんたちのおかげだよ」

「なに我らは指示に従っただけのこと。策を練る段階から、ほとんどすべてアイン様のご提案によるものですぞ」

「……色々、運も良かったからね」

　同じことをもう一度やれと言われても、絶対にやりたくない。

「父上。念のために、奴やつの生死を確かめるべきでは？」

「その通りなのだが……場所が場所でな」

「確かに。さすがにあの水は冷たそうですね」

　こんな極寒の水中に飛び込めば、あっという間に凍傷だ。

「だがあれだけの砲撃を浴びせたのだ。仮に死んでいなかろうと、もはや瀕ひん死しだということに変わりはないはずだが」

　ひとまず、撤収の支度も進めなければ。

　近衛騎士たちも疲れているが、魔石砲を置いてはいけない。

　弾薬がない分、町を出たときに比べればマシだろうが。

　アインは疲れに負け、地面に腰を下ろした。

「そう言えば、ロイドさんが本当に凄すごかった」

「む？　私がですか？」

「まさか剣で攻撃を受け止めたり、アイツの鱗を破壊するなんて思わなかったよ……剣一本であんな強いなんて、ほんと凄いなって実感した」

「はっはっはっはっ！　お褒めに与あずかり光栄の至りですな！」

　悔やまれるのは剣の耐久性だ。仮にロイドの大剣がもっと硬ければ、もしかすると前脚の一本も奪えたかもしれない。

「それも、初代陛下が弱らせてくださっていたおかげでありましょうな。さて、私は近衛騎士に指示を出して参ります。アイン様はディルと共に、もう少々お休みくださいませ」

「ん、りょーかい」

　やっとの休息だ。早く町に帰ってクローネに無事を伝えたい。

「旧魔王領に行く前だってのに、もう計画の全部を終えたぐらいの気分だよ」

「私もです。ただアイン様のお身体からだのことも、そして赤狐のことも。まだ何一つするべきことは終わっていないのですね……」

「予定に一日だけ休日を加えても、きっと罰は当たらないよね」

「少なくとも我らは賛成ですね」

「じゃあ、クローネに相談してみようかな」

　そのためにも早く帰りたい。

　ウパシカムイの生死を調べることも必要だが、せめて船か何かがないと調べられない。だから結局のところ、一度町に帰ることが必要だった。

　アインが何となく湖上を眺める。

「……ん？」

「おや、どうかなさいましたか？」

「いやなんだろ、もう凍りだしてるんだなーって思って」

　砕いた氷は少しずつだが、水面に薄い膜を作り出している。

「陽ひもほぼ落ちておりますし、気温は下がる一方ですからね」

「あーそっか。だからなのかな」

　軽い返事で空を見上げると、うっすらとした星空だ。

　カカッ……カキッ……湖上から音が届く。

「何、今の音？」

「ウパシカムイが動いた────ようではなさそうですが」

「じゃあ、今の音はいったい」

　立ち上がったアインは双そう眸ぼうを細めた。

　じっとウパシカムイを眺め、その周辺の水面に注視する。

　確かに音は聞こえてくる。いや、聞こえるどころか増していく一方だ。

　氷の膜は厚くなり、範囲を広げていく。

「ッ────ロイドさんッ！」

　奴はまだ生きていると伝えようとした刹せつ那な。

『アァ……ギィイイイグァァアアアアアアア』

　睫まつ毛げを凍らせるほどの冷気を身体から放ち、ウパシカムイが声を上げた。

　湖の水が即座に凍り付き、足場が出来る。

　ウパシカムイは湖を脱して、すぐにアインの居場所を見つけると。

『ハッ……グゥアア……ァアアアアア────ッ！』

　さっき以上の怒気を浮かべ、一直線にアインに向かい駆けた。

　もう魔石砲の砲弾は残されていない。敗北の二文字がアインの頭に浮かんだとき、ほぼ同時にもう一つの策が閃ひらめいた。

　いや、諦あきらめるにはまだ早い。

「……倒せる」

　武器は一つだけ残されているじゃないか。

　隣にいるディルがアインを引っ張ろうと伸ばした腕と、ロイドが駆け寄ってくる動きがスローモーションに見えるほどの、これまでにない強い集中力を発揮する。

　アインの視線がウパシカムイから外れ、近くにある丘の方向に向けられた。

　近この衛え騎士を含め、皆がアインを守らんと近づきつつあるところで。

「こっちだッ！」

　駆けだしたアインのことを、皆が追う。

　瞬く間に近づいたウパシカムイと距離をとるため、アインは幻想の手を使って、地面の氷を砕いて駆けた。

　すると湖上の氷が次々と割れ、ウパシカムイの後ろ脚がずるっと落水した。

　この機を逃がさず、皆は疲れ切っていた体に鞭むちを打つ。

「だめですぞアイン様ッ！　そちらは町の方角ではございませんッ！」

　ロイドの声に、アインは余裕を持って言う。

「それでいいんだよ！」

「な、何をするおつもりで……ッ!?」

「奴を仕留めるための武器がある。まずは急いで走るんだッ！」

　一行が森に足を踏み入れると、すぐに後ろから轟ごう音おんが響き渡った。

『ガァァアアアアアアア──ッ！』

　怒り、何としてもアインを仕留めようとするウパシカムイの鳴き声だ。




　進み辛い森の中を必死に駆けながらも、アインは背後から迫る気配を忘れない。

　やがて斜面に差し掛かり、方角が間違っていないことが分かり、ほっと胸を撫なで下おろす。

　頭上を覆う木の葉が徐々に減り、見えて来た、初代国王の偉業の跡だ。

「初代陛下が取り逃がした魔物なんだ！　あの頭ず蓋がい骨こつを使っても誰だれも文句は言わないだろッ！」

　今となっては初代国王が遺のこした偉業の跡として、重要な財産ともとれるオーガの頭蓋骨だ。

　近づいてくるにつれて、ディルがアインの意図を察する。

「しょっ、正気なのですか!?」

「これ以上ないぐらいにね！」

　もう本当に、あれぐらいしか武器が無いのだ。

　他に強い武器があるかと聞かれれば、残念なことに無い。

　海龍を討伐した時のように魔石を吸うには、まず魔石の位置が分からないといけないし、何より分厚い鱗や、頑強な骨がそれを許さない。

「危険がッ」

「そんなのは今更だッ！」

　ここで一段階、アインが駆ける速さが上がった。疲れ切ったロイドたちを驚かせる余力と加速で距離が開く。アインの身体能力は、すでに並の近衛騎士を優に超越している。アインはもう何と言おうと止まらない、ディルはそれを心の内で理解し、何か出来ることはないだろうかと考えた。

　その考えに応こたえるように、アインが言葉をつづける。

「っというわけで、ディルにも一つ頼みたいことがある」

「は……はっ！」

「すごい大事な仕事だよ」

　ゴクッ、とディルが生なま唾つばを飲み込んだ。

「ウパシカムイを倒した後、俺は疲れて起き上がれない気がするんだ。だからそうなったら、俺を背負って運んでほしいんだけど！」

「くっ……くくっ……ええ、お任せください。何処へでも背負って運びましょうッ！」

　先を駆けるアインが丘に足を踏み入れた。

　辺り一面の銀世界に、異質で巨大な頭蓋骨が遺されている。口が開いたままで、上下の鋭い牙きばが健在だ。

　額から伸びる一本の角は、放り投げるだけで致命の一打を与えるだろう。

『ギィイイイアアアアアアアァアアッ』

　少し遅れ、ウパシカムイも森を抜けた。

　ディルやロイド、近衛騎士の一行から離れたところから現れて、アインを視界に収め、アインだけを目指して足を動かす。




　丘の斜面を駆けるアインは、オーガの頭蓋骨まであと少しの距離に迫っていた。

「オーガ……こんなに強そうな魔物なのに」

　それでも尚なお、ウパシカムイから逃げていたのか。

　初代国王に目を奪われず、翼も健在なウパシカムイはどれほど強かったのだろう。考えるだけでも身の毛もよだつ、海龍以上の難敵だったかもしれない。

「ほんと、初代陛下が規格外すぎるよ」

　おかげでウパシカムイは手負いで、ここまで来られた。

　────最後の一手は自分が決める。

『ガァァッ……フゥウ……ァアアアアアッ！』

　彼我の距離は、ウパシカムイの剛脚の間合いに入った。振り下ろされる前脚の先、突き立てられた爪の先がアインを引き裂こうとするも────アインを見失う。代わりに、視界が真っ白な霧で覆われた。

　またこれか、ウパシカムイが怒りに震えた。

「すぅ────ッ」

　アインは走りながら息を吸った。

　次に、大きな声を出すために。

「……こっちに来いッ！」

　顔にまとわりつく霧が晴れることがなくとも、ウパシカムイはアインの声を聞ける。怒りに我を忘れ冷静さを失い、声のする方向へ突進した。

　この場の強つわ者ものとしてアインの命を奪える確信があった。

　声と気配が近づいたところで、ウパシカムイが前脚を大きく伸ばした。

「俺の勝ちだ」

　オーガの頭蓋骨……下した顎あごの前に立ってアインが呟つぶやく。

　するとそこに、ウパシカムイは地面すれすれを擦るように腕を滑らせる。

　一方のアインは幻想の手を使って頭蓋骨を登り、上うわ顎あごと下顎の境目に幻想の手を強打させた。ぐら、ぐら……膨大な質量を誇る上顎がゆっくりと閉じていくのと同時に、ウパシカムイの前脚がオーガの口に届き。

『ッ────────ァアアアアアアアアアアッ!?』

　声にならない悲痛な叫びの後、怒号に似た鳴き声を上げた。

　鱗うろこを貫通し、骨を砕く鈍い音がする。ウパシカムイの前脚に対し、オーガの鋭利な牙が容赦なく突き刺さったのだ。

　ウパシカムイはあまりの激痛に、立ち止まる。

　頭蓋骨の上に居るアインは、幻想の手を使ってオーガの角に力を込める。

「くっ……うぅ……あああああああああッ！」

　雄々しく吼ほえ、強く踏ん張る。

　角に根元から大きなヒビが入り、やがて掲げられるように持ち上がった。幻想の手を使おうと無視できない重さに、身体からだの限界に近かったアインは苦笑いを浮かべた。

　今は少しの余裕もない。

　もう何度目か分からないが身体を虐いじめ、角を持つ幻想の手に魔力を流す。

「倒れろぉおおおおッ！」

　放り投げるように、しかし限界まで勢いをつけて、角をウパシカムイの首元に放り投げる。

　ずずっ、鈍い音を立ててそれが突き刺さった。

『ッ……ァ……ア……』

　今度こそ、ウパシカムイは瀕ひん死しに陥った。

　オーガの角は無理やり抜いたからか、それとも経年劣化なのか。数秒と経たたぬうちに砕け散る。残された深々とした傷の奥に、宝石のような煌きらめきが見え隠れしていた。

　しかし煌めきは弱々しく、よく見れば傷があることが分かる。

「あれは、魔石？」

　目を細めたアインから逃げるように、ウパシカムイが地面を這はいずっていく。

　本当に驚かされる生命力だが────。

「これで、本当の本当に終わりだ」

　アインは魔石に飛び乗って幻想の手を突き立てると、海龍にしたように魔石を吸い出す。魔物化という現象への懸念があったが、今はそれを考えないことにして中身を吸った。

　残されていた魔力は極わずかだったが、吸い終えたことでウパシカムイも息絶える。

「……よし」

　これで、二度と起き上がることはないだろう。

　アインは極度の疲労により意識を手放しながら口走る。

「クローネの予想……外れだったな」

　ただ、とてつもない美味だった。

　ウパシカムイの魔石の味は、町に帰ったら土産話にでもするとしよう。

　それからアインはゆっくりと瞼まぶたを下ろし、ディルに身体を受け止められるその瞬間まで、勝利の余韻に浸ったのだった。








旧魔王領にて









　それは朝日が昇ったあとの王城にて。

　カツンカツン……革靴の奏でる足音が、その広い廊下に響き渡る。

　急に止まったかと思えば、再度カツンカツンと鳴りだして、彼女の忙せわしない様子そのものであった。

「あ、あのー……クリス様？　大変申し上げにくいのですが、その……オリビア様から言こと伝づてがございます」

「オリビア様から、ですか？」

　もしかして、アインに何かあったのかもしれない。

　クリスは咄嗟にそう思ったが、内容は全く違っていた。

　問題があるのはクリスの方だったのだ。

「『足音がうるさいから、双子にご飯でも与えて来なさい』……とのことです」

　瞳ひとみから色が失われ、そして口を開けて悲しそうな表情となるクリス。

　ただ自分が迷惑だったという事実に自己嫌悪してしまう。

「失礼ですがマーサさん……私って、そんなにうるさかったでしょうか……？」

　子犬のような表情の彼女を見れば、本当のことは伝え辛づらい。

　だが主君であるオリビアの言葉もあり、茶を濁すというのは難しい。

「……少しだけ、音が響いてたかなと思います」

　マーサは気遣いができる女性だ。

　となると、そんなマーサが少し響いていたということは、それなりにうるさかったのだろうと容易に想像がついた。

　落胆したクリスへと、マーサが一つのバケツを手渡す。

「オリビア様が、これをクリス様にお渡ししなさいと。今日の分の餌が入っておりますので」

「頭を冷やして来いということですね……」

　バケツの中に入っているのは大量の魚だった。

　双子は自分たちで狩りもしているため、城での食事はあまり必要としない。

　そのため、食べ過ぎないよう量を調整している。

「ありがとうございます。それでは早速行って参りますので」

　とぼとぼと歩くクリスの後ろ姿からは、寂しそうな様子が伝わる。

「うーん。あながち給仕たちの噂うわさも馬鹿に出来ない、とか？」

　マーサの呟きは、城内で語られている噂のことだ。

　内容はクリスが異性としてアインを意識しているのかもしれない、ということで、この頃ごろの様子を見ていると、それが正解な気がしてならなかった。




　クリスはバケツを片手に城の外へと向かった。

　夏の今は朝と言えど、黙っていてもじんわりと汗がにじむ。

　到着した水路には、双子が楽しそうに泳ぎ回り、餌をくれるのを待っていた。

「はーい、ご飯を持ってきましたよー」

　声を掛けながら、魚を水面へと撒まいていく。

　少しずつ撒かれるその魚に、双子は嬉うれしそうに齧かじり付いた。

　最近は、この水路にいる双子が窮屈そうに見える。

　これからもどんどん大きくなるであろうことを思えば、城内で姿を見られるのも、もう短い間のことなのかもしれない。

「あの海龍みたいに大きくなるのかな？　でも、まだまだだよね？」

　クリスは水路の縁へりにしゃがみこんで、頰ほお杖づえをついて双子を見守る。

　思い返す姿はマグナに現れた海龍のことで、同時に、アインが助けにきてくれたときのことが脳裏を掠かすめた。

　彼はオリビアやカティマのように頭がいいのに、自由でよくわからないことをして心配させる。

　だが最近は、目を離せない理由がそれだけではなくなってきたような気がした。

「次の調査は一緒に行けますようにって、二人もお祈りしてくれる？」

「キュ？　キュキュキュ！」

「……キュー！」

　魚を食べるのを一旦止やめて、クリスの方を向いてヒレを動かす双子の姿が愛らしい。

　慰めようとしているのが一目で分かる。

「ふふ……ありがとう二人とも。海龍に慰められた人なんて、きっと私がはじめてだよね」

　慰めてくれたお礼に、残った魚を一気に水に投げ入れる。

　双子はそれを見て、嬉しそうに食いついた。
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　時を同じくして、バルト。

　黙って聞いていたくなるような、そんな鼻歌がアインの耳に届いた。

　目を開けるといつの間にかベッドに居て、寝かされていたことが分かる。窓の外から差し込む穏やかな朝日を見ていると、ずっとこの微睡まどろみに浸っていたくなるような誘惑があった。

　だが何とか抗あらがって、上半身を起こす。

「起きた？」

　声はベッドの縁から届いた。

「クローネ、あれ……俺はどうしてここに？」

　辺りを見渡すとここは宿の寝室だ。

　するとクローネは答える前に顔を近づけてきて、アインにギュッと抱き着いてくる。

「たくさんたくさん心配したわ」

「……ごめん。でもアレしかないと思って」

「ええ、分かってるの」

[image: ]

　しばらくの間、互いの体温を交わし合った。

　満足したところで二人は離れ、クローネは嬉しそうにコロンと顔を傾けて、目を細めた。

　そして思い出したようにハッとした顔をすると、ベッド横の机に置いていた手紙をとって、そっとアインに手渡す。

「王都からの手紙よ。私宛あてと別に、これはアイン宛に届いたの」

「早くない？　線路だって復旧してないのに」

「別に早くないわ。だってアインが目を覚ますまで、丸一日以上掛かってるもの」

「……噓うそ」

「ほんとよ。確かめてみる？」

　頰でも抓つねってくれるのだろうか。

　頷うなずいたアインにクローネが近づいてきて、頰に口づけをした。

「どう？」

　どう、と聞かれても。

　柔らかくて温かな感触は現実そのものだったし、香る甘さは脳を溶かされそうだ。

　それを知ってか、彼女はいたずらっ子のように笑っている。

「じゃあ今日は、ウパシカムイを倒した日の次の朝じゃなくて……」

「次の次の朝ってことになるわね」

「つまり、随分と寝坊しちゃったってことか」

　なら手紙が届くのも理解できる。

　送り主を見ればウォーレンだった。これがシルヴァードであったなら、読まずに封印したいぐらいだが、封を開け中身を取り出す。

　最初は例によって丁寧な挨あい拶さつからはじまり、つづいてバルトに到着して安心している、そして旧魔王領へは気を付けて向かうようにと言葉があった。一枚目は当たり障りのないことが書かれていたが、まるで台風の前日のような静けさで胸騒ぎを覚える。

「……なるほど。うん、なるほどね」

　二枚目は、わざとらしく日常を語るように綴つづられている。

　昨日きのうからシルヴァードの機嫌が優れず、拳こぶしを磨いているのだと。理由に覚えはないかとウォーレンがアインに尋ねていたが、覚えがあるも何もない。

　代わりにオリビアとクリスはいつも通りだと記載がある。

　ようは今回の騒動についてまだ彼女たちに知らせていないのだろう。

　だが、手紙も終わりに近づいた頃救いもあった。

　シルヴァードは致し方ない部分もあると思っているらしく、今回の件について、個人的に叱しかるつもりはあるが、国王として罰を与える気はないそうだ────とのこと。

　最後にもう一個だけ話があって、旧魔王領のことが書いてある。

「ロイドさんの判断で、俺が調査に参加することを許可するってさ」

「それなら多分、私の報告があったからだと思うわ」

「報告？」

「先日のオズ教授の手紙のことよ。実はこの事もウォーレン様へ報告していたの。それで、アインが参加することに意義があるって判断されたんじゃないかしら」

「あー……道理で」

　付け加えるならば得体のしれない魔物の気配────その主だったウパシカムイが討伐されたことも関係していると推測できる。

　アインは納得したところで、思い出したように言う。

「そういえばクローネの予想は外れだったよ。ウパシカムイの味だけど、食べたことがないぐらい美お味いしいステーキって感じだった」

　いつもの調子を見せたアインに、クローネは「ばか」と短く言って笑い返す。

「味もそうだけど、ステータスに変化はあったのかしら？」

「あ、じゃあ見てみよっか」

　懐ふところを漁あさってステータスカードを取り出すと、一つだけ違いがあった。


　アイン・フォン・イシュタリカ

【ジョブ】　　ネ■ムド

【体　力】　　４０５５

【魔　力】　　──

【攻撃力】　　──

【防御力】　　９５２

【敏びん捷しよう性】　３９５

【スキル】　　暗黒騎士／大魔導／海流／濃霧／毒素分解ＥＸ／吸収／修練の賜たま物もの／氷龍



　スキルの欄の最後に、氷龍の文字がある。

　代わりに体力などの数字には、海龍の討伐から変化がない。

　二人は顔を見合わせて、また手に入った新たな力に苦笑した。




　ステータスカードを見た後。

　アインは身支度を整えてから部屋を出て、ロイドとディルの部屋に足を運んだ。

「やぁ、二人とも」

　二人はソファに座って朝食をとっていたが、急に現れたアインを見て開口して驚く。

「クローネ、俺たちも朝ご飯にしよっか。空いてるところに料理を運んでもらおう」

「分かったわ。宿の人に伝えてくるわね」

　良くも悪くもいつも通り過ぎて、以前は元帥だったロイドですら何も言えない。

「ねぇ、ディル」

「え、あっ……はい！」

「ウパシカムイの亡なき骸がらはどうなった？　素材とか使い物になりそうだけど」

「そっ、その件でしたら王家預かりとなっております！」

「分かった。じゃあ後は任せようかな」

　起きて早々の冷静な話に、ディルはまだ驚いていながらもさすがと頷いた。

　ここでロイドが口を開く。

「アイン様、まずは御快癒をお祝い申し上げます」

「ありがと。ロイドさんも、ウパシカムイと戦う時にほんと助かったよ」

「勿もつ体たい無いお言葉で。してお身体からだの方は？」

「今から海龍と戦えって言われても、戦えるほどには回復してる」

「それはそれは。心より安心致しました」

　軽いやり取りの後、アインは空いているソファに腰を下ろした。

「朝ご飯の後で仕事の話をしよっか」

「む？　些さ末まつ事でしたら我らにお任せくだされば……」

「多少は任せるつもりだけど、旧魔王領に行くことは任せっきりに出来ないしね」

「ま、まさか向かわれるおつもりで……!?　いくらウォーレン殿が私に判断を委ねているとは言え、ウパシカムイ戦からまだ間もないのですぞッ!?」

「もう回復してるんだし、これからも休んでるなんて許されないってば」

「……私は反対です。わざわざアイン様が行く必要はないでしょう」

「そう？　でもオズ教授の手紙には、俺も行った方がいいって書いてあったよ」

「た、確かにそうではありますが……まだ危険です」

「バルト伯爵が言ってたよね。本来なら、今の時期は魔物が穏やかなんだって。騒ぎの元凶だったウパシカムイも居ないんだから、俺が行っても大丈夫なはずだよ」

　これにはロイドも反論できなかった。

　前にクリスが言っていた、旧魔王領に生息する強い魔物の気配……その正体であったウパシカムイが居ないとなれば、今の面々が脅威に感じる要素は全くない。

　ここにオズの手紙が合わさって、反論らしい反論が思い浮かばなかった。

　するとそこで、ディルが口を開いて言う。

「アイン様は町で冒険者に聞き込みをしているべきでは？　クローネ様と共にそうしている方が安全なのではないかと。魔石砲の弾もすべて使い切っておりますし」

「弾ならすぐにでも用意できる。材料の魔石と金属なんてバルトには腐るほどあるはずだし」

　これまたその通りなのだ。

　遂にロイドは、仕方なさそうに頷いてしまう。

「まったく、ご無理は許しませんぞ？」

「大丈夫だって、ロイドさんの指示に従うからさ。────で、二人の疲れはどう？　近この衛え騎士たちも、あとどれぐらい休んだら出発できそう？」

「私とディルは問題ございません。それどころか近衛騎士もですな。アイン様がご回復なさったというのに、我ら騎士が参っていては話になりません」

「良かった、じゃあ朝食が終わったら色々と相談しようか」

　結局、二人はアインの言葉に反対できなかった。

　今回の戦いを経てまた一皮むけたのか、王太子が順調に国王に近づいているらしく、アインが纏まとう気配にも気け圧おされるばかりだった。
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　二日後の朝はここ最近で一番の冷え込みだった。

　町を出て三時間と少しが過ぎる。

　見渡す限りの木々と、雪。空を見上げると巨大な鳥やワイバーンらしき魔物の影があったが、地上では全くと言っていいほど魔物と出会うことがない。

　途中、何度か遭遇するも、一行の人数に怖おじ気けづいて逃げてしまっている。

「順調過ぎない？」

　アインが言うと、ロイドが笑う。

「先日のウパシカムイの件が尾を引いているのでしょう。この辺りに生息する強い魔物も、奴やつの恐ろしさに身を潜めているといったところでは」

「あぁ……でも、三日近く経たってるのに？」

「魔物ですからな。その気になれば数週間でも潜みます」

　別に、アインは物足りなく感じているわけじゃない。

　単に順調過ぎて、後々、何か問題が起きないか不安なだけだった。

「ところで」

　ディルが口を開く。

「私は昨日きのう、バルト伯爵の屋敷に行って参りました。アイン様が旧魔王領へ出発することをお伝えして来たのですが、驚いていましたよ」

「仕方なかろう。我らとて同じ感想だったのだから」

「ですね。その際に冒険者の声を聞いてきたのですが、面白いことを言っておりましたよ」

「俺のことを？」

「はい。なんでもアイン様は、初代陛下を超えるだけの王の器を持っている、と」

「ふむ……いくらか不ふ遜そんな言葉ではあるが、気持ちは分かる」

「いやいやいや、そんなこと言ったら駄目でしょ」

　アインが窘たしなめるも、ディルや近衛騎士はロイドの声に同調していた。

「しかし冒険者が称賛するのも分かりますぞ？」

「だからロイドさん、それは────」

「アイン様、父上が仰おつしやった通りです。最終的に、ウパシカムイはアイン様がお一人で対処なされたのですし、過去の経緯を思えば比べたくなるのが人の性さがなのでは」

「だとしても、だよ。初代陛下と比べることを良しとしない人も居るだろうしね」

　再度の窘めにロイドとディルは苦笑した。

　彼らは別に初代国王を低く見て、アインを持ち上げようとしているのではない。単に今回のアインの偉業に、それだけの価値があると思っての言葉だ。




　賑にぎやかに歩く一行の視線の先で、木が揺れた。

　カサッ────低い木の傍そばに、ヤツメウサギの姿があったからだ。

「あっ」

　美食だ！

　食い気を生じたアインが剣を抜くも。

『ボボッ！』

　ヤツメウサギは聞き慣れない鳴き声を上げ、あっという間に姿を消してしまう。

　追いかけるのは違うし、諦あきらめるしかない。

「あぁあああ！　ご飯が！」

「ア、アイン様……ご飯ではなくてヤツメウサギで……」

　呆あきれたディルにため息をつかれる。

「だって美お味いしいらしいし、せっかくだから狩れればって思って」

「いずれ城に仕入れてもらうよう母に伝えますので、今回はご容赦ください」

「な、なんて歯がゆい！」

「追っても構いませんが、その際はクローネ様にお伝えいたしますが」

「よし、先を急ごう」

　食い気で魔物を追い回したなんて言われたくない。

　何て叱しかられるか分かったもんじゃないし、それ以上に恥ずかしい。

「ご理解いただけて何よりです」

「はっはっはっはッ！　楽しそうで何よりですな、アイン様────む？」

「楽しいとかじゃないけど……って……あれ？」

「…………」

　最初にロイドが気が付いて、ほぼ同時にアインも気が付く。

　遅れて最後にディルも気が付いたようだ。

「ディル、アイン様の傍に居ろ」

「はっ」

　何かいる、姿は見えないが自分たちの様子を見ている。

　だが。

「消えたみたいだね」

　あっさりと気配が消えてしまう。

　最初からなかったかのように、忽こつ然ぜんとすべてが感じられなくなった。

　気のせいだったのかもしれないと、三人が目配せを交わす。

「警戒心の強い獣か魔物やもしれませんな」

「だね。やっぱり、ウパシカムイのことが尾を引いてるのかも」

「あるいは先ほどのヤツメウサギかもしれませんぞ？」

「やめてよ、追いかけたくなっちゃうってば」

「追いかけるならば、ディルが言うようにクローネ殿へお伝えするまでですが……っと、見えて参りましたぞ」

　木々の隙すき間まから見えて来たのは、これまで無かった人里のような風景。

　だが、そこには人っ子一人住んでいないのだ。

「────ほんとだ」

　羽毛のような雪が降りつづいていたのに、消えた。

　一歩、更に一歩と旧魔王領に近づくたびに空にあった雲も消え、やがて雲一つない紺こん碧ぺきの空が広がる。

「なんか、暖かいね」

　アインが防寒具の留め具を取る。この辺り一帯だけ春のような陽気が漂っている。




　また一歩進み、遂に旧魔王領の全ぜん貌ぼうがアインの視界に映った。

　風一つ吹かない無風の地で、木は枯れ、空気そのものが灰色に思えるほど暗い場所だった。

「ここが旧魔王領か」

　森を抜けたところにあったのは、高い文明力を感じさせる廃はい墟きよの都市だ。

　困惑して頭を抱えそうになったところで、顔を上げたアインが最奥にある存在に気が付いた。

「あれは、ホワイトナイト？」

　アインが口走ったのは王都にある城の名だ。

「ロイドさん、あれは魔王城……だよね？」

「ええ、その通りでございます」

　何な故ぜだ、どうして魔王城がホワイトナイトと似ているんだ。

　いや似ているで済ませられないほど、合わせ鏡かと見み紛まがいそうなほどだ。違いは色ぐらいなもので、ホワイトナイトを白騎士と称するならば、魔王城は黒騎士だ。

　城の外観どころか、城の前に立ちはだかる門まで生き写しのよう。

　疑問に答えが見つからぬアインだったが、不意に強い郷愁に駆られる。

「…………分からない」

　でも、なんとなく感じた。

　早く目の前の石畳を踏みしめたい、この都市の中を歩きたいと思ってしまう。

　悲しいような、嬉うれしいような。気持ちに整理はつけられないが、ここに来られて嬉しいという思いに噓うそはなかった。

「すぅ……」

　自然と大きく息を吸った。

　この地は時が止まったかのように、色がない印象を受ける。生き物の声が聞こえず、風が吹かず、無機物すらも死んでいるようだ。




　────これは正しくない。

　心の中に、そんな言葉が浮かんだ。

「もしかしてこの感情って」

　デュラハンとエルダーリッチが懐かしんでいるのかもしれない。

　そう思うと胸がトンッ、と揺れた気がする。以前のように身体からだを奪おうとする気配はない。

「一言ぐらいなら、俺の口を貸してあげるよ」




　すぐに、体の奥底で何かが湧き上がるのを感じる。

　彼と彼女が目覚めたのだろうか？　今度は暴れないでくれよ……と祈り、アインの口が自然と開いていった。

　何を言うんだろう。

　しかし、発せられる言葉はとても短い。

『『……ただいま』』

　男性と女性の声が、アインの口から同時に出た。

　近くに居たディルとロイドはそれを聞き、声の主をデュラハンとエルダーリッチだと察する。

　その声の後、すぐに変化が起きた。

「風が吹いた？」

　ディルがそう呟つぶやくも、変化はまだ終わらない。

　枯れ木にはうっすらと芽が出て、どこからか小鳥のさえずる声が聞こえだす。

　極めつけは。

「馬鹿なッ……数百年の間、開かなかった門がッ！」

　地響きのような音が響き渡り、魔王城の手前にあった門が開いた。

　まるで旧魔王領そのものが息を吹き返したような、言葉に出来ない不思議な現象だった。







　一行が旧魔王領に足を踏み入れてから夜に至る今まで、問題らしい問題はなく静かなものだった。

　現在は宿営地の準備をしている。さすがに残された廃墟を使う気にもなれず、ましてや開いた魔王城に入るなんてもってのほかだ。

　というわけで、一行は素直に野営の支度をした。

　用意されたテントの中で、アインはベッドの上に身体を倒す。

「魔道具ってすごい」

　簡易的なベッドとはいえ、寝ね心ごこ地ちはそこそこいい。

　また、テントの中はそこらの宿より豪勢だ。このすべてが魔道具で、魔法都市イストの最新鋭の技術により作られているらしい。

　中は八畳ほどの広さもあって、文句なんてあるはずもなかった。

　明日からの本格的な調査のために、今日の行軍の疲れを取るのに何の不自由もない。

　ふと、テントの外で金属が擦れる音が鳴った。

「ん？」

　それは鎧よろいを着た騎士が歩く時の足音で、アインにとっては聞き慣れた音だ。

「誰だれだろ。なんかあったのかな」

　入り口の近くへと向かうアインが新たな音を耳にする。

　地を伝うような、巨大な何かが地面に落ちる音だ。

　何か事件でもあったのかと思い、慌ててテントの外に出てみると。

「……なにこれ？」

　アインの目に映ったのは、二つの白い巨大な塊だ。

「これってヤツメウサギ……？」

　ピクリとも動かないその二体は、よく見ると首元に一つずつの傷があった。

　その体に触れてみると、体はすでに冷たい。血抜きも施されたのだろうか、血が出てくる様子がなかった。

「誰が狩って…………違うか。誰が持ってきたんだろ」

　辺りには誰もおらず、アインがただ一人佇たたずむのみだ。

「……拝啓、王都の皆さま。俺、旧魔王領でポルターガイストに遭遇しました」

　とりあえずロイドたちを呼びに行こう。それについて彼らに身に覚えがないか、聞いておかなければならない。







　少し経たって、アインが寝泊まりをするテントの前で。

「見事な仕留め方ですな」

　テントの前に置かれたヤツメウサギを見て、ロイドが感嘆した声を漏らした。

　すでに近この衛え騎士にも尋ねたのだが、誰一人として狩っていないとのこと。

「首筋に一いつ閃せんの切り傷のみだ。毒物を使った形跡もなく、ただこの傷だけで命を奪われたことが分かる……まさに、献上品といったところで」

「なるほど。俺は旧魔王領でも歓迎されてるみたいで嬉しいよ。ディルもそう思わない？」

「残念ですが思いません。ただ危険にしか思えませんが」

「まぁ、私もディルと似た感想はありますが……どうしたものか」

「とりあえず捌さばこうか」

「……む、むむ？」

「美味なんだって、ロイドさんが言ってたんだよ」

　確かに言ったのだがと、ロイドはディルと顔を見合わせて困惑している。

「父上、アイン様なのですから仕方ないかと」

「そうそう。毒が無いのは俺が触って分かってるから、みんなで食べればいいよ」

　果たしてそれでいいのか、本当に何か罠わなはないのだろうか。

　まだ判断が付いていない二人を横目に、アインは幻想の手を出して、ヤツメウサギを吊つるし上げた。

「ロイドさん、捌ける？」

「そのぐらい造作のないことですが……はぁ、かしこまりました」

「ち、父上!?　大丈夫なのですか!?」

「罠にしては質が低い。有害な毒が無いのはアイン様のおかげで分かったのだから、もういっそのこと食ってしまえばいいだろう」

「みんなの士気も上がるしね」

　美食に違いはないのだ。

　ロイドは剣を抜いてヤツメウサギの毛皮に刃やいばを立てる。

「じゃあ、ディルはみんなに声を掛けてきてよ。火を起こして焼いちゃいたいし」

「…………はぁ。分かりました」

　まだ納得しきれていないようだが、ディルは近衛騎士の下へ向かった。

「これはいい霜降りだ。ご覧ください」

　何はともあれ、今はこの肉を食べることが楽しみで仕方ない。

　ゴクッ、生なま唾つばを飲み込んだアイン。

「これはいけないね。余さず頂かないと」

　もう夜食というべき時間だったが、近衛騎士を交えて皆が美食を堪能した。

　普段は味わえないものに腹を膨らませて、皆例外なく満足感に浸りテントへ戻った。アインも同じで、テントで横になってからは、幸せそうな笑みを浮かべて夢の世界へと旅立ったのだ。





◇　◇　◇






　アインが目を覚ますと、見覚えのない天井が広がっていた。

　部屋の中は薄暗くて、意中の女性が居ればいい雰囲気にでもなれたかもしれないが──さて、現実逃避はこの辺にしておこう。

「……誰か教えてくれないかな？　ここがどこかってさ」

　身体からだを起こすと、自分がソファに寝かされていたことが分かった。

　少なくとも、ここがテントの中じゃないのは分かる。

　周囲を見渡してみれば、芸術的な家具だらけだ。黒を基調とした絨じゆう毯たんが敷き詰められている。

　不意に、部屋の扉が開きだした。

　身構えたアインの前にやってきたのは。

「おや。お目覚めでしたか」

「ッ──よ、鎧!?」

　体の所々に、蒼あおく筋が入った鎧だ。

　顔の部分も兜かぶとで覆われており、顔つきまでは確認できない。

「ええ、私の身は鎧です。……さぁ、まずはこれをお飲みください」

　不思議な鎧は一つのティーカップをアインの傍に置き、アインから離れて静かに立つ。

「……これは？」

「おっと、失礼致しました。ただいまお持ちしたのは、長老樹の葉のお茶でございます」

　なにそのすごそうな生き物、とアインが考えていると鎧が言う。

「千年近く生きたフオルンのことでございます。貴重な食材ですが、貴方あなた様のようなお方のために用意している物です。どうぞご賞味くださいませ」

「……良く意味が分からないけど、そういうなら貰もらっとくよ」

　これを飲まなければ、何も話は進まないのだろう。

　もう開き直ってしまおう。毒が入っていようと効かないんだし────っていうのは、言い訳に過ぎなかった。

　実のところ、逃げられる気がしなかったのだ。

　というのも目の前の鎧、ロイド以上の実力者に思えてならない。

　隙が少しも見つからないどころか、いつでもアインの首を取れそうな、そんな強つわ者ものの気配を纏まとっている。

　だからアインは、半ば観念するようにカップに口を付けた。

「あ……美お味いしい」

「それは何よりです。そうして精神を落ち着けていただければ、すぐにでも連れの騎士の下へお返しいたしますので」

「そっ、そうだ！　ここは何ど処こなの!?」

　茶の美味しさにリラックスしている場合じゃなかった。

「そのお茶を飲み干すと約束して下さるのなら、お伝えいたします」

　後手に回りっぱなしで好ましくなかったが、何一つ分かっていない現状では仕方ないことだ。

「わかったよ。飲むって、飲むから教えてくれ」

「承知致しました。さて……どこから話せばよろしいでしょうか」

「そりゃ、最初からに決まってるよ」

　すると数歩、鎧が近づいてくる。

「まず私が貴方様をお連れしたのは、警告をするためでございます。この地域ではラムザ様、そしてミスティ様の技をお使いにならないほうがよいでしょう」

「ごめん、もう少し詳しく」

「これは失礼いたしました……。お伝えしたのはデュラハンのラムザ様、そしてエルダーリッチのミスティ様のことでございます」

「ああ、ってことは俺が幻想の手を使ったのが駄目だったって？」

「ご推察の通りでございます。まだ貴方様の器は不安定すぎるのです。事故が起こることは、防がねばなりません」

　アインはその言葉に茶を飲みながら頷うなずいた。

「無理やりお連れしたことはお詫わびいたします」

　妙に丁寧な騎士、そんな第一印象を抱かせる振る舞いだ。

　そこでアインは尋ねる。

「もしかしてなんだけど、ヤツメウサギ持ってきてくれた？」

「はい。森の中で、逃がしたことを悔いていたお姿を拝見しておりましたので」

「あー……あの時の視線って」

「それも私でございますね」

　この返事で分かった。

　クリスが以前言っていた得体のしれない気配というのは、ウパシカムイではなかったのだ。その気配の主は目の前にいる鎧で、決して討伐なんてされていなかった。

「っと、申し遅れました」

　鎧は背筋を伸ばし、居住まいを正して語る。

「魔王近この衛え騎士団、通称『黒騎士』所属の副団長マルコでございます。種族はアンデッドの、リビングアーマーでございます」

　一つ一つの単語が、アインの興味を惹ひいた。

（ってことはこの場所は）

　ほぼ確実に魔王城の中だ。

　言い方を変えれば、アインは魔王城に拉ら致ちされている状況だ。

　真意を探ることは難しいが、この状況を利用することに決めた。

「マルコ殿」

「いえ、私のことはマルコと」

「……じゃあマルコ。俺が不安定っていうのはどういうこと？」

「器が定まっていない、としか説明が出来ません。うまく説明できなくて申し訳ないのですが」

「う、器か……器、器ねー……」

　マルコは隠している様子もなく、正直に話しているのだと感じる。だからこれ以上それを聞いても、アインが望むような答えは返ってこないだろう。

「わかった、それは置いとくよ。じゃあ次だ。防がなければならない事故について、教えてもらえるかな」

　ここでマルコの声色が深刻そうに変わる。

「陛下のように核の暴走を引き起こす可能性がある、ということです」

　今の言葉にアインの脳裏を掠かすめたのは魔王だ。

「俺が魔王アーシェみたいに自我を失って、暴走するかもってこと？」

「左様でございます。あの獣の呪のろいが、この地ではまだ完全に消え去っておりません。なのでどうか口にすることはお許し願いたい」

「獣……？」

　一瞬不思議に思ったが、調査の目的を思い返すとすぐにピンと来た。

「お察し頂けたみたいですね」

「ああ、残念なことにね」

　丁度いい頃合いだったので、アインは残った茶をぐいっと飲み干した。

「長老樹の葉には、精神を落ち着かせる効果があります。それは精神防衛の効果もあるので、今回のような場合には特に打って付けでございます」

　マルコはそう言って、アインの傍で膝ひざを折った。

「なんで。どうして俺が暴走することに警告をして、わざわざ保護をしたの？」

　こうまでして自分を気遣う意味はなんだ？　疑問がアインの心の中に生じた。

　魔王が暴走した際には、敵同士だった種族だというのに、ここまで手間をかけて面倒を見る必要があるのだろうか。

「何事かと思えばそのことでしたか。騎士が王族のために尽くすのは当然のことです」

「間違ってないけど俺は、イシュタリカの王族だ」

　だからここまで立てる必要もない、アインはそう言ったつもりだった。

　しかし、マルコは不思議そうに口を開く。

「え、ええ。ですので私がイシュタリカ王家に尽くす。それは当たり前の事ではないかと」

「……見事な騎士道精神だよ」

　他国といえばいいのだろうか？　そうした違う立場の王族にも、礼を尽くすことができる。これは見事としかいえない騎士道精神だ。

　ただ重ねて思うが、アインの中に宿る二人のことも影響しているはずだ。

　何せ魔王の側近だったデュラハンと、エルダーリッチの二人なのだ。

　魔王近衛騎士団とやらの副団長だったマルコも、それならばとアインを丁重に迎え、助言を与えている可能性の方が高いのだ。

「お褒めに与あずかり光栄の至りでございます」

　何はともあれ、マルコは敵じゃないと断定していいだろう。

「貴方様は特に気を付ける必要がございます。何せあの獣は、貴方様という存在が戻ってくるのを待っていたのですから。イシュタリカ王家への恨みを晴らすため、貴方様という存在が必要不可欠だったのですよ」

「俺を待っていた？」

「はい。先日のウパシカムイもそうです。奴やつは元々この辺りの主だった。だが獣の呪いにやられて自我を失い、貴方様がやってくるまで山に潜んでいたのです。本来であれば私が討伐に参りたかったのですが……申し訳ありません。私は訳あって魔王城を長時間離れられないのです」

「ま、まぁ魔王城の騎士だからね……うん。でも、赤あか狐ぎつねのことはどういうこと？　イストでセージを操っていた件然しかり、すべては俺を狙ねらっていたってことなの？」

「……獣が今、何をしようと企たくらんでいるのかは分かりません」

「でも狙ねらいは俺と王家だって？　意味が良く分からないな」

「すべては必然であったということです」

　明言を避けるような言葉ながら、それはアインの心を強く揺らす。

「多くを知るには貴方様の器がまだ不安定なのです。どうかお強くなられませ。そして、多くを知る必要があるのです」

　ああ、また器なのか。思えば近頃は随分と縁がある言葉だ。

　ただ器とはいったい何なのか、言葉が抽象的過ぎてわからない。

「大分落ち着かれたようですので、外までご案内いたしましょう」

　マルコはそれから答えることなく、扉を開けてアインを手招いた。




　外に出ると陽ひが傾きつつあって、短くない時間が経たったことが分かる。

　アインが居たのは、正確に言うと魔王城ではなかった。王都で言うところの騎士の修練所のような場所にある一室で、恐らく、副団長のマルコが使っていた部屋だ。

「城内へはまだ入らない方がよろしいかと。やはり器が成熟してから参るべきでしょう」

　心が読まれ、ばつの悪そうな顔をアインが浮かべた。

「また、例の獣たちのことを探るなら、大陸の南へと足を運んでみるとよろしいかと。奴らの標的は貴方様をはじめとするイシュタリカ王家ではありますが、どう手を伸ばしてくるのか、これを調べるには御身が自ら動かざるを得ません」

「南に？」

「はい。大戦後、奴らは南に向かい、そこにあった人族の港から出航しましたから」

「ッ……それって」

　話が少し、繫つながった。

　思い返すのはエウロの件で、あちらの大陸では、赤狐たちが守り神として扱われている。

　そして南にある人族の港というのは、間違いなく港町マグナだろう。

「奴らは密ひそかに船まで用意していました────用意周到、本当に素晴らしい種族です」

「素晴らしいって、赤狐が？」

　脈絡のない称賛の言葉に、アインは小首を傾かしげる。

「おかしなことを言うね、奴らは魔王をたぶらかしたんだ。そしてイシュタリカを混こん沌とんに陥れた、疫病神みたいな存在だと思うけど」

「これは──ッ！　滅多なことを申してはなりません！」

「……」

「彼女らは陛下を近くで見守り、卓越した頭脳で陛下を支えた！　そんな彼らの事を愛さず……愛、愛す……ッ」

　ふと、マルコは膝をついた。腰に携えていた短剣を抜きさると、

「ぬぅぅううあああああああッ！」

　脚鎧よろいを、一度二度、やがて十を超すまで突き刺した。

「はぁ……はぁっ……。御覧、いただけましたかッ！」

　マルコは息を切らしながらアインを見上げた。

　今のがきっと、呪いなのだ。

　自我を失わせて暴走させるという、赤狐が持つ呪いの力だ。

（魔王でさえ暴走したのに、その呪いに抗あらがえる存在が居たのか）

　アインは冷静に分析しつつ、今の変化に息を飲んだ。

　同時に分かった。このマルコはウパシカムイよりも強い個人であると。

「俺が自我を失う危険性も良く分かったよ、助けてくれてありがとう」

　魔王を暴走させた呪いは、魔王の配下にも影響を残していたのだ。

「ねぇ、魔王城に一人で居るのは寂しくないの？」

「お優しい言葉だ。ですがお気になさらず。私には大切な使命がございますので」

「なるほどね……。じゃあ、最後に一つだけ教えてもらいたいんだけど」

「……なんなりと」

「昔から何人も調査が来てたと思う。その人たちに危害を加えなかったのはどうして？」

　マルコからしてみれば、泥棒みたいに感じてもおかしくない。

　今回のように、デュラハンたちの力を持つアインが来たわけじゃないし、土足で旧魔王領に足を踏み入れた者たちを、どうして見逃したのか気になった。

「ここの民が必ず守らねばならない、一つの約束事がございますゆえに」

　そういってマルコは、過去に想おもいをはせる。

　どことなく雰囲気が柔らかく、まるで一人の老人のように、穏やかで優しげな雰囲気を纏まとった。

「その約束事というのはですね──」

　約束事とやらは、随分と微笑ほほえましくて素敵なものだった。

　アインは最後に笑顔を浮かべ、マルコとの出会いに心からの感謝を伝えた。

　別れ際に「こちらを。過去の私ですが、これで剣を作ると良いでしょう」と小さな木箱を渡され、不思議そうに思いながらもそれを手に持って、魔王城を後にする。
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　もう、日が暮れる直前の空だ。

　しばらく歩いたところで、ロイドとディルの姿があった。

　二人ともアインを探していたみたいで、鬼気迫る表情で駆け寄ってくる。

「アイン様ッ！　ご無事でしたか!?」

「ごめんね、ディル。ちょっと連れ去られてたんだ」

「つ、連れ去られ……ッ!?」

「何にせよご無事でよかった。罰はいかようにも受けますので……して、これまでどちらに？」

「魔王城……の敷地内にだよ」

　つづけて何があったのか、どんな出会いがあったのかを二人に語り聞かせた。

「俺の中に宿る二人のおかげだと思う。だから歓迎されて、助けてもらえたはず」

「……仰おつしやる通りでしょうな」

「お土産も貰もらったし、騎士道精神にあふれる魔物だった。十分、信用に値すると思う」

「で、ですがアイン様！　ならばどうして、これまでの調査団のことは襲わなかったのでしょう？　アイン様がいなかったのですから、襲われてもおかしくなかったのでは？」

「その理由も聞いてきたんだけどさ、どうにも魔王アーシェの言葉に従ってたみたい」

　先程、マルコから聞いてアインも微笑んだ可愛かわいい理由だ。

「みんな仲良くしなきゃダメ、って口を酸っぱくして言われてたらしいよ」

　一瞬、真顔になったロイドとディルだが、次の瞬間には、思わず笑みをこぼした。

「初代陛下の『侵略を禁ずる』ってのとよく似てるよね。あれ？　ってことは俺たちって、魔王の言いつけも守ってたってことかも」

　言うもおかしな魔王の言葉だったが、何処か縁を感じてならなかった。

　アインはテントまでの道中、連れ去られたことへの謝罪をつづける二人を窘たしなめる。そもそも防ぎようのなかったことなのだ。

　魔王軍で幹部だったマルコは確実に強く、別次元の存在と予想が付く。

　だが、なかなか珍しい出会いだったなと。

　アインは星が見え出した空を見上げ、明日も頑張ろうと気を引き締めたのだった。








賑にぎやかな鍛冶師とその弟子









　旧魔王領調査隊が町に戻ったのは、出発してから三日後の昼過ぎだ。

　宿に戻り、クローネと言葉を交わしてから湯を浴びたアインは、浴室を出てから、ソファで待っていた彼女と鉢合わせる。

　ソファの手前にあるテーブルの上には、アインのための冷たい飲み物と、木箱が一つ。

　アインはクローネの対面に腰を下ろした。

「お土産、凄すごい物だったって聞いたわ」

「うん、俺も知らない物だったけど、旧魔王領でロイドさんから聞いて驚いたよ」

　そう言って、アインが木箱の蓋ふたに手をかけた。

　蓋を取るとそこに納められていたのは、一つの兜かぶとだ。

「リビングアーマーは生涯で一度だけ脱皮するんだってさ。鎧は消え去るけど、兜だけは残って素材になるって。今のイシュタリカには残ってない、国宝級の品物らしい」

「……私が想像してる以上に歓迎されてたのね」

「理由は俺の中に宿る、デュラハンたちのおかげだと思うけどね」

　クローネは兜を静かに観察していた。

　外観は頑強で大きく、マルコ同様に筋が入った異質な兜だ。クローネの力だろうと持ち上げられるほどに軽い。ロイド曰いわく、ウパシカムイの鱗うろこより遥はるかに硬いそう。

「これで剣を作るといいってマルコが言ってたんだ」

「でも、少しだけ不安ね」

「そうだね。何か強すぎる力ってのは色々と」

「ううん、そうじゃないの。私が思ったのは、加工できる職人を探すのが大変そうってことよ。幸いにもバルトは鍛か冶じ師しの聖地でもあるし、加工できる人が居るかもしれないけど……」

「バルト伯爵に聞いてみるとか？」

「ええ、それがいいと思うわ」

　話が決まったところで、アインは息をついた。

　思えば旧魔王領に行く前もウパシカムイが現れたし、久しぶりに、ようやくゆっくりできそうな雰囲気に力が抜けていく。

「ちょっとだけ昼寝してもいいかな」

「いいわよ、少ししたら起こしてあげる」

「助かる。じゃ、ちょっとだけ」

　歩き心地のいい絨じゆう毯たんの上を裸足はだしで歩き、アインは寝室に足を踏み入れた。
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　一夜明けた日の昼、バルト伯爵が宿に足を運んだ。

「こちらの紹介状をお持ちください。きっと無下にはされないと思いますので」

　彼はアインが鍛冶師を探していると聞いて、早くも紹介状を用意してやってきた。

　宿の入り口で出迎えたアインに恐縮しながらも、彼は認したためたばかりの紹介状を手渡した。

「助かるよ」

「勿もつ体たい無いお言葉です。ただ……紹介状にある職人ですが、腕は良いのですが、どうにも言葉遣いは保証できかねるのです。何なに卒とぞ、ご容赦いただけますと幸いです」

「こっちが頼む側だから気にしないさ」

　まぁ、定番と言えば定番だろう。

　腕が良くて武骨な鍛冶師となれば、逆にワクワクしてしまうじゃないか。

「殿下、今から向かいますか？」

　隣で控えるクローネが尋ねた。

　事前に聞いていたが、今日のアインは丸一日予定を空けてあるそう。

　旧魔王領から帰ったばかりだからだ。

「んー……」

　アインはチラッと、窓から見える景け色しきに目をやった。

　今日のバルトは天気が悪い。つまり、強く吹ふ雪ぶいていて歩くのも億おつ劫くうになる。

　しかし滞在期間は有限で、ただ休む日にするのも気が向かない。加えて、旧魔王領への道のりに比べたら……と、妥協も出来た。

「そうしようか」

「外は荒れておりますのでお気をつけて。では、私はこれで」

　綺き麗れいに頭を下げ、バルト伯爵が宿を去る。

「紹介してくださった鍛冶師だけど、なんでもこのバルトで一番の鍛冶師なんですって」

「へぇー……何かすごそう」

「でもちょっと偏屈らしくて、仕事を選ぶ方らしいわ。アインの依頼、引き受けてもらえるといいのだけれど」

　少し不安だが、気に入ってもらえるよう努力するしかない。

　さっそく二人は部屋に戻り、出発の準備に取り掛かった。

　ロイドとディルの二人を護衛にして、雪の降るバルトの町へと足を進める。







　幸いにも、雪はちょっとずつ勢いを弱めた。

　今、アインが居るのは、数多くの建物が所狭しと並ぶ地域だ。重厚な石材が使われており、どこを見ても職人技の建物ばかりで惚ほれ惚ぼれする。

　もし天気がいい日なら、この景色すら観光として楽しめるだろう。

　ここは職人通りと呼ばれてるらしく、吹雪ふぶきにも拘かかわらず多くの鍛冶屋と、冒険者で賑わっていた。

「そういえば、クローネの方はどうだった？」

「どうって？」

「セージ子爵のこととか、魔物化について情報があったかなって」

「……ごめんなさい、あったにはあったの。けど専門的過ぎて私には何とも。王都に帰ったら、カティマ様に精査していただける手て筈はずになってるのだけど」

「旧魔王領の調査も似たようなもんだったし、気にしないで」

「でも、アインは情報を持ってきたでしょ？」

「そうそう、拉ら致ちられてね」

　二人は顔を見合わせて笑い合い、クローネはアインの気遣いに感謝した。

「なんて名前だっけか、鍛冶師さんの名前」

「ムートン、っていう方よ」

　アインは、なんだか温かそうな名前だなと思った。

「む、クローネ殿。あの店ではないか？」

「えっと……そうみたいです。看板にもムートンの店と書いてありますね」

「あのさ、店構えが何とも言えない感じなんだけど、間違ってない？」

　立ち並ぶ有名店と比べ、建物自体が小さくてボロい。

　入口になぜか干し肉が吊つるされていたり、看板が斜めになっていたり、何ど処こにもやる気が感じられない店構えだ。

「私が先に入りましょう。そしてディル、お前は店の前で警備を」

「承知致しました」

「いや、俺が頼みに来たんだし俺が先に挨あい拶さつするよ」

「ですが……」

「別に平気だってば。ってわけで、俺が────お邪魔します」

　扉を開けると、炭や鉄の香りにつづいて騒々しい会話が聞こえて来た。

「馬鹿野郎てめぇっ！　しっかり腕使って振れって言ってんだろーがァッ！　焼き鳥にしちまうぞこの野郎がッ！」

「し、師匠!?　足を使った方が力出るだろって言ったのは師匠ですよ!?」

　呆あつ気けにとられたアインは、賑やかな二人組に目を奪われる。

　怒鳴り声を上げていた男はカティマほどの小柄な体型ながらも、逞たくましい二の腕と、胸元の生い茂る毛が男らしい。

　ひげは綺麗に剃そり整えられており、顔つきは体同様に男らしい魅力に溢あふれていた。

　つづく女性の声は、異人のものだった。

　羽毛の生えた脚をしなやかな筋肉が覆っている。足の先には鋭いかぎ爪が生えており、上半身を見ると、腕の部分には大きな翼が一枚ずつ生えていた。

「あの女性はハーピーという種族ですな……」

「足で槌つちを持ってるけど、あれは？」

「恐らく、足の方が力が出るからではないかと」

　ただ、鋭い鉤かぎ爪づめで槌を持つ姿は違和感しかない。

「あぁっ!?　んなこと言う訳ねえだろてめぇ！　いいからその羽毛で持ち上げてみろってんだッ！」

「やってやりますよ！　ほら！　どうですか!?」
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　アイン達は蚊帳の外で、二人のやり取りを眺めていた。

　ハーピーの彼女がなんとか翼で槌を持ち上げ、それを金床へと振り下ろす。必死になってるのは良くわかるが、先ほどと比べるとやはり威力が足りない。

「てんめぇ……鍛冶を舐なめてんじゃねえぞォッ！　なんだその腑ふ抜けた振り方は！　立派な脚あんだから、そっちで握って振れやこの野郎がッ！」

「師匠！　私、困惑してきました！」

　なかなか理不尽な師匠のようだが、彼がムートンという鍛冶師だろう。

　コントのようなやり取りは見ていて面白いが、ずっとこうしているわけにもいかない。

「あのー……いいですか？」

「あ？　誰だお前ら、どこから入って来やがったッ!?」

「扉以外にないじゃん……ってか、まだ入ってないけど」

　思わず突っ込んでしまったアインの小腹を、クローネがツン、と小突く。

「扉からだぁ？　まぁ言われてみりゃその通りだな……」

「バルト伯爵から紹介状をいただいて来たんですけど、入ってもいいですか？」

「おう、入れ入れ。もうちょっとしたら焼き鳥でも振る舞ってやるからよ」

「あれ……師匠？　それって私のことです？」

「おうエメメ！　茶でも淹いれてきてくれや！　久しぶりの客だからよ！」

「釈然としませんけどりょーかいです！」

　ピュンと音を立てて、エメメと呼ばれたハーピーは席を外す。

　腕のいい鍛冶師と聞いていたが、久しぶりの客というのはどういう意味だろう。

「なんか文句ありそうな顔してるけどな。……俺は客、いや素材を選ぶんだ。だから客がなかなか寄り付かねえんだよ。別に腕が悪い訳じゃねえから安心しろ。で、知ってると思うが、俺はムートンってんだ。ただの腕が良すぎる鍛冶師ってとこだな。ガァーッハッハッハッハッ！」

「俺は────」

　名乗ろうとしたアインを手で制したムートンが言う。

「王太子だろあんた。傍そばにいるのはグレイシャーの者もんだ。その鎧よろいはあの家の当主が使うもんで間違いないだろうしな」

　数回瞬まばたきをしたロイドは、笑みを浮かべてムートンへと話しかける。

「わかりますか、ムートン殿」

「分かるに決まってんだろ。なにせその鎧はな、俺の実の……」

　なにやらロマンを感じる言い方だが。

「俺のはとこが作った鎧だからな！」

　ロマンなんてものは、微妙なラインで存在しきれなかった。実の兄弟ならなんとかなったと思うが、これがはとこでは反応に困る。

　その証拠に、ロイドの後ろでアインもクローネも、同様に開いた口が塞ふさがらなくなっている。

「お待たせしましたお客様ー！　ってあれ？　何ですかこの空気？」

　理不尽な目にあっていた弟子が戻ってくるも、空気は変わらない。

「まぁ取りあえず素材を見せてみろって。何を使って俺に剣を打って欲しいんだ？　坊ちゃんからの紹介なら無下にしたくねえが、仕事を受けるかは、物を見てから決めたいからよ」

　仕事の話になるとムートンの眼光が鋭くなり、品定めをするかのような視線を向けた。

「ここに素材が入っております。どうか確認を」

　と、ロイドが持ってきた木箱をムートンに手渡した。

「おう殿下、俺が開けてもいいのか？」

「勿もち論ろんです」

「すげえ自信だな。さすがは王太子殿下ってか？　持ち込む素材も相当な物らしい」

「……偶然手に入っただけですよ。運がよかっただけです」

　運という一言では済ませられないが、偶然というのはその通りだろう。

　何せ幻想の手を使わなければ、マルコという騎士との出会いもなかっただろうから。

「なるほどな。それじゃ遠慮なく開けさせてもらうぜ」

　ムートンが箱へと手を伸ばし、木箱の蓋ふたへと手をかけた。

　なぜかムートン本人よりも、後ろで浮いてるエメメの方が緊張しているのが面白い。

　一同が見守る中、ついにその箱の中身が露あらわになる。

「っ……おいおいおい、まさかこれって」

「し、師匠！」

　それが何か直すぐに気が付いたのだろう。

　自分を腕のいい鍛冶師というぐらいだ、もちろんこの素材についての知識があってもおかしくない。

「エメメ、お前も気が付いたか……」

「はいっす！」

　弟子のエメメもさすがといったところか。

「……で、師匠。これなんですか？」

　いい落ちが付いた、そう言わざるを得ない。

「てめぇ前々から思ってたけどよ、まさか本当にただの鳥なんじゃねえだろうな？」

「し、失礼なっ！　どこからどう見てもハーピーです！」

「ったくよ！　立派なのは翼だけかってんだ！」

「あわわわわ……師匠っ!?　急に求愛されても、準備ってものがあるんですよ!?」

（なるほど。ハーピーにとって、翼を褒めるのは求愛なのか）

　この知識を使う機会はこれから先、もう来ない気がする。

「クネクネしてんじゃねぇよ馬鹿野郎がっ！　ったく、すまねえな殿下」

「あ、はい。別に気にしてないんで、お気になさらず」

　むしろそれなりに面白かったので、悪い気はしない。

　さすがにそれを口にするのは失礼なので、もちろん心の中にとどめておいた。

「この馬鹿はおいといて、本題に戻らせてもらう。俺の考え通りなら、これはリビングアーマーの素材……そうだな？」

「お察しの通りです」

「なるほどなぁ……随分と事情がありそうな素材だが、まぁこれもマナーだ。どこでこれを手に入れたのかは聞かねえよ」

「……そうしてくれると助かります」

「こいつは外に出したらいけねえ類のもんだ。馬鹿みてえな金持ちが、馬鹿みてえなことに使う。欲に目がくらむ馬鹿野郎も、同じく馬鹿な事をしでかす。そんな因果を作りかねない代物だ」

　一いつ攫かく千せん金きん。プライド。いくつもの欲が入り乱れるのが冒険者や金持ちの性さがでもある。

　数多くの冒険者たちが、億万長者を目指して集まることでも知られるこの町は、そうした馬鹿が何人も居たのだろう。

「仕事は引き受けても良いぞ。けどな、これを加工するには魔石炉を動かさにゃならねえ。だから加工には馬鹿みてぇな金がかかるぞ、それでいいなら請け負ってやる」

「魔石炉というのは、いったい？」

「なかなかおいてる所は少ねえが、あそこにある奴やつのことだ」

　ぐっ、とムートンが太い指を向けたところに、真っ黒で武骨な炉があった。

「原理は単純だ。魔石を原料にして、アホみてえに熱い火を作るんだよ。それがなきゃ、今回みてぇな素材だと加工なんて無理だからな」

　単純な原理だが、同時にかなりの金が必要となることも理解できた。

　どれほどの金額が必要となるのか分からないし、ここで許可できるかもわからない。

　迷っていたアインの隣に、クローネが歩いてきた。

「ムートン殿。失礼ですが、どの程度の資金が必要となりますか？」

「ん？　あぁ……まあ最低でも５だな」

　クローネが代わりに聞いてくれたことに感謝をし、５００万ならばもしかすれば作れるかもしれない。アインはそう希望を見み出いだした。

　だが、話はそう単純ではなかった。

「承知いたしました。５０００万Ｇですね？」

「ねーちゃんは話が分かるじゃねえか！　別途２０００万Ｇで技術料でいいぞ！」

　それは駄目だ、アインが項うな垂だれるもクローネはつづけた。

「あら、技術料はおまけしてくださるんですね」

「素材が素材だ。俺が関われるなら悪い気はしねえ。出血大サービスだこの野郎」

「かしこまりました。では合計７０００万Ｇでよろしくお願いいたします」

「ちょ、ちょっとクローネ!?　大金だってば！」

「知ってるけど、それがどうかしたの？」

「どうかしたのって……勝手にこんなの決めたら怒られるんじゃ」

　何を言ってるんだコイツは。

　クローネの顔に台詞せりふを付けるならば、これ以上に相応ふさわしい言葉はないだろう。

「私の方で、アインが使える予算は把握してるわ。だから別に問題ないの、納得した？」

「待って俺聞いてない。そんな予算付けられてるのって聞いてないよ!?」

「あのね、王太子に予算が付かないはずがないでしょ？」

「いや言ってることは分かるけど」

「それに昔海龍だって討伐したじゃない。ほぼまるまる一頭分がアインの手柄だもの。だからアインが考えている以上に予算に余裕があるの。分かってくれた？」

　今の今まで聞いたことのない話だ。

　補佐官のクローネが知っているならそれでいいだろうが、知らないのもそれはそれで歯がゆい。

「でだ、柄つかの素材はどうすんだ？」

「それについてはこのロイドに考えがある。柄の部分などには海龍の素材を使いたい。そうでなくば、リビングアーマーの素材に釣り合わんであろう？」

「おう、その方がいいと思うぜ！」

「クローネ、話がどんどん飛躍してない？」

　するとクローネはアインの耳に顔を寄せ、小声で言う。

「いい機会なの。今まで王太子が専用の剣も持ってなかったなんて、決して良い話じゃないから」

「もしかして何か言われてた？」

「ええ、ウォーレン様から機会があったら、いつでも作っていいって」

　知らぬは本人だけだったということだ。

　こうなってしまえば、剣が出来上がるのを楽しみに待ちたい。

　きっとすごい剣が出来るはずだと、今から胸が躍る。

「で、海龍の素材はどこにあんだ？」

「王都にございますが」

　ロイドの返事に、ムートンが難色を示す。

「んー……それはどうするかな。王都の人間を信用してないとは言わないが、俺は自分の目で見た物を信じたい。だから素材の選定も自分でしたいんだが……」

　あっぱれな職人精神だが、バルトから王都への距離は遠い。

　そうやすやすと往復できる距離じゃないのだが、どうしたものか。

「師匠！　私にいい案がありますよ！」

「んだよお前、その鳥頭でなに考えついたのか言ってみろ」

「また鳥って言った!?　もー！　本当にいい案なんですってば！　では師匠に問題です！　ここ二年間のお客さんの数は何人でしょうか！」

「ナァーッハッハッハッ！　んなの簡単だろ馬鹿野郎！」

　何が面白いのか分からないが、爆笑してエメメの頭を撫なでるムートン。エメメも楽しんでる様子だ。

「ゼロ人だ！」

　ドーン、花火を打ち上げたような効果音が良く似合いそうだ。

　何な故ぜか腰に手を当て、誇らしそうにゼロ人と言い切った姿が清々しい。

　どうやって生活して来たのか、アインは気になって仕方がなかった。

「という訳で、しばらく王都に出張店でも開きましょう！」

「鳥頭のくせにやるじゃねえか、おい！　この町なんて年がら年中寒いからな！　そうすっか！」

「そうですよ師匠！　バルトとか寒くて意味わかんないですもん！」

「だな！　今となってみりゃ、二年前の客も雨宿りしていっただけだしな！　ってーわけだグレイシャーの、準備したら俺たちも王都向かうから、俺が選定していいよな？」

「……あ、あぁ。勿論構わんが」

　一言で表現すれば勢いだ。

　ロイドですら気け圧おされ、困惑した答えしか返せていない。

「あの……ムートンさん？　それって、王都で剣を作ってくれるってこと？」

「おうよ。ここって寒いしよ、やっぱあったけえとこのほうが体に優しいってもんよ」

「だがムートン殿、魔石炉はどうなさるのだ？」

「バラしてよ、また組み立てちまえばいいだけだからな！」

「う、うむ。承知した」

「まぁ欲を言えば、高度な魔石循環器が欲しいとこだけどな、まぁ無理は言わねえよ。そんなのイストにでも行かなきゃねえからな……」

　専門的な話は分からないが、イストに行けばその炉があるようだ。

　ふと、クローネは唇に手を当てた。

　何か考えているようで、おもむろに顔を上げると、アインに目配せをする。彼女に任せるのが一番と知っているアインはすぐに頷うなずき返した。

「ムートン様、オーガスト商会についてご存知でしょうか？」

「お？　そりゃ当然ってもんだ。今どき、この町の職人だって世話になる大商会だしな」

「……実は私、その商会の会長の孫娘なんです」

　その言葉を聞いて、ムートンの眉まゆが吊つり上がる。

「まどろっこしい言い方は好みません。なのではっきりと申し上げます。……もしご入用なものがあれば、我が家の商会が全すべてをご案内できるかと」

　自信に満ち溢あふれたクローネの表情は説得力に満ちていた。

「全て、ねぇ……。悪いが嬢ちゃん、全てってのはどういう意味だ？」

「文字通り全てです。住居の手配、土地の購入、更には必要となる設備の用意。引っ越しに関する物資の輸送の全てとなります」

「ほぉー。金の方は勉強してくれんのか？」

「ええ、お約束いたします」

　ムートンはおもむろに立ち上がった。

　何をするのかと思いきや、近くの棚を漁あさりだす。

「どこだったっけな」

　何かを探しているらしく、すぐにエメメが近くに行き手伝った。

　ああでもない、こうでもないと賑にぎやかに探すこと数分。目当ての物を見つけたムートンは、頰にすすを付けてクローネの前にやってくる。

「これだこれだ！　んじゃ、後は任せたぜ！」

　渡してきたのは一枚の紙と、妙に造りのいい判子が一個だ。

「ま、任せたというのは……？」

「ギルドに行けば、そこに書いてある金が引き出せる。判子も渡すからよ、俺が住む家やらなんやら、ついでに炉の金とかも含めて、新品で揃そろえといてくれ！」

　さすがのクローネも困惑してしまい、アインを見た。

　恐らく、アインが考えている以上に金が掛かる話なのだろう。ムートンに恥をかかせず、それをどうやって告げるべきか迷っているように見える。

　しかしこのムートンを相手には何も思い浮かばず、受け取った紙を見たのだが。

「ッ────!?」

「お、なんだ？　足りなかったか？」

　そりゃ、三年も客がいなければ足りなくて当然なのだ。

　しかしクローネの驚きはそれではない。

「一等地に家を構え、炉を最新の設備で揃えてもお釣りが出ます……」

「なら頼むぜ、使い切るぐらいでいいからよ！　ハッハッハッハッハッ！」

「で、では近いうちに商会の者が参りますので、詳細はその際にでも」

「おうよ！　待ってるぜ！」

　最後はムートンが「最高の剣を打ってやるからよ！」と豪快に締めた。

　しかし偏屈だと聞いていたが、彼はなかなか気持ちのいい男だった。

　三人は店を出て、ディルと合流した。歩き出したアインの隣にクローネがやってくると、耳元で囁ささやいてくる。

「ねぇ、最新の炉っていくらぐらいすると思う？」

「全然わからないけど、１０００万Ｇぐらい？」

　すると、クローネは首を横に振った。

「その数十倍は掛かるの。王都の一等地に家を買えば、その倍は必要なんだけど……さっき見せてもらった予算だと、そのさらに倍は余裕があったわ」

　どれだけ稼いでるんだと、アインは開いた口が塞ふさがらない。

　だがムートンは、バルト一の鍛か冶じ師しと言われてるのだ。

　相応に稼いでいても不思議ではないし、三年間、客がゼロ人でも大丈夫だったのだ。

「きっとすごい人なんだろうね……」

　空を見上げると、雪が止やんでいた。

　何度か考えたことだが、バルトに来てから本当に暇をしない。

　アインは剣が出来上がる日を心待ちにし、宿への道を歩き出した。
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　ムートンに剣の作成を依頼した二日後。

　遂に旧魔王領への二度目の調査が決まり、アインも意気込んでいたのだが、残念なことにそれが空回りに終わる。

　宿の、相談事のために借りていた一室にて。

「お、俺が留守番ってどうして!?」

　苦笑し、なだめるようにロイドが言う。

「取れ高としては十分ですからなあ……結局のところ、港町マグナから海を渡ったことが知れただけでも、赤あか狐ぎつねに関しての調査はそれなりの成果を上げているかと」

「だとしても、魔物化の調査は!?」

「私とディルに加え、近この衛え騎士で行ってまいります。アイン様が行くのは危険ですから」

「……マルコのこと？」

「はい。何があるとも知れませんし、わざわざ向かうことはないかと思っております」

　それを言われてしまうと弱い。

　危険性を回避できる要素はなく、承諾するしか道は無いのだ。

「つまりアイン様、私とディルがお傍におりません。となれば近衛騎士が傍におりますが、不要不急の外出はお控え願いたく」

「あぁ、だよね……うん、仕方ないと思うよ」

「クローネ様と宿で出来る仕事をお願い致します。ギルドとのやり取りは書面ばかりで退屈かもしれませんが、今回ばかりはご容赦くださいませ」

　仕方ないか、アインは素直に頷いた。

　最近は忙しいことつづきで、疲れも抜けきっていない。

　休暇だと思って、宿で静かにしていることに決めたのだった。







　少し経たって、場所がアインの部屋に移る。

　クローネはテーブルで書類仕事に勤いそしんでいて、アインはその様子を眺めている。

「ねぇ」

「はーい？　どうしたの？」

　答えたクローネの目元が、少し疲れを感じさせる。

「器って、どういう意味だと思う？」

「例えば何かを入れる以外に、ってことかしら？」

「だと思う。俺の場合は王の器とか、そんな感じだと思うんだけど」

　近頃のちょっとした悩みだ。

　ウパシカムイの際には初代陛下に勝る器があるかもしれないと言われ、マルコにはまだ器が足りていないと言われた。

「王の器って何だろ？」

「民を導けて、国の未来に尽くせる。色々と大事なことは多いと思うけど……」

　彼女も明確な答えを見いだせず、苦笑いを浮かべている。

「そういうもんかなー……急に変なこと言っちゃったね」

「いいのよ。私は貴方あなたの補佐官だものね」

「いつもお世話になってます、本当に」

「ふふっ……そうね。精一杯お世話してるもの」

　すると、アインの手が意識せずに伸びた。

　向かう先にあるのはクローネの頭で、半ば惚ほうけながら、アインは彼女の髪の毛をそっと撫でた。

「ッ────アイン？」

　クローネが驚きのあまり目を見開いたが、すぐに甘えるように目を細めた。

「あっ、ご……ごめん。なんか褒めてほしそうだったから」

　というのは、ぼーっとしてたと言えずの言い訳だ。

「……ご褒美かしら？」

「ご褒美だね……きっと」

　嬉うれしそうに笑うクローネは、両手を股またの間で組み、強くギュッと握りしめている。

　徐々に首元が赤らんできたのを見ると、照れてきているのが分かる。トロン、と瞼まぶたも重くなってきたようで、その姿を見ているとアインの胸も早鐘を打つ。

「は、はいお終しまいっ！」

　触り心地の良い、まるでシルクのような手触りの髪をしていた。

　彼女の吐息も聞こえるわで、精神的に危険になりそうだったので、少しばかり強引に手を放す。

　クローネは一瞬驚いた表情を浮かべたものの、次の瞬間には不ふ貞て腐くされたような顔になった。

「ご不満そうなお顔だけど」

「ええ、だってご不満だもの」

　急に手を放してびっくりさせたから？　それとも、そもそも勝手に触っていたからか？

　迷うアインに、クローネが助け舟を出すことにした。

「ご褒美なら……足りない」

「足りない？」

　何か別の事でもしてほしいのかな。そう予想してみるが、今日のアインの予想はことごとく外れる。これを機に、こうした機微も学ぶべきだと実感することになった。

　考えつづけるアインを見て、クローネがもう一度助け舟を出す。

「だからッ……ご褒美ならもっとしてくれてもいいじゃない……ッ！」

　切なそうな顔になった彼女を見て、アインはようやく合点がいく。

　彼女が望んでいたことは何も難しいことじゃない。ただもっと、頭を撫なでていてほしかっただけなのだ。

「ごめん、そういうことなら」

　こう言いながら手を伸ばすアイン。

　アインが撫でやすくなるように、そっと少し距離を詰めるクローネ。

「……自分でご褒美って言ったのに、すぐ逃げるんだもの。ズルいと思わない？」

「仰おつしやる通りです……はい」

　雰囲気に負けて手を退どけた。これはクローネが口にしたように、確かに逃げたといえるだろう。

　少しは機嫌が直ったかと、彼女の様子を見てアインはホッと一息つけた。

「私がいいって言う前に、勝手に止めたら嫌だからね？」

「……仰せのままに、姫」

　しばらくそれを堪能してから、ふふん、と彼女は鼻歌を歌いながら仕事に戻っていった。
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　どのぐらいの時間が経っただろう。

　気が付くと、クローネはソファに横になっていた。

「んぅ……今……」

　今、何時だ。

　自分は何をしていたのか一瞬分からなくなったが、ぼーっとしている頭をどうにか働かせ、現状を確認しようと必死に脳を動かす。

　確かアインが少し席を外している間に、仕事の切りが良いところで紅茶を淹れた。

　眠気に襲われ、ちょっとだけ仮眠しようとしたはずなのだが、視界に映る窓の外は、すでに真まっ暗くら闇やみに包まれている。

　不意に、クローネの耳にアインの声が届いた。

「これはこっちで……よしっと」

　耳元……いや、自分の上から聞こえてきたアインの声。うっすらと開けた目に映るのは、ワイシャツにズボンというラフな格好の男の子。

　さっぱり現状が理解できなかったが、数十センチ程度の距離に、彼の顔が見えたのは簡単に理解できた。

「意外とお婆ばあ様の手伝いしてたのも役に立つもんだ。あれ、今更だけどこれって、俺のサインでもいいんだよね？　……大丈夫に決まってるか」

　クローネは右の頰を下にして、左耳が上を向いている。

　その右の頰には温かなぬくもりが感じ取れる。わざわざ自分のために拵こしらえたかのような、絶妙な高さと硬さが嬉しい。

　ここでようやく、アインに膝ひざ枕まくらされていたことに気が付いた。

「間違えてたら俺が勝手にやったって言えばいいだけだし。別に問題ないか……いけるいける」

　陽気に笑う彼の声。

　それをずっと聞いていたくなるし、この場から離れたくないという気持ちもある。だがそれ以上に起きなきゃという義務感が勝り、脳がはっきりとした覚かく醒せいを求めた。

「ごめんなさい。今って何時かしら……」

「あ。起きた？　時間は夜の一時ぐらいかな」

　クローネが身体からだを起こそうとしたら、アインの空いた腕で止められた。

　いつの間にか下半身には毛布が掛けられていて、相当な時間寝てしまったことに心を痛める。

「ほんとは部屋に連れてってあげればいいんだろうけど、勝手に部屋に入るのもさ」

　困ったように笑うアインが手を伸ばし、クローネの頭をポンポンと撫でた。

　心ここ地ちいいリズムに、気を抜くとすぐにでも眠ってしまいそうになる。

　何とか抗あらがったクローネがテーブルを見ると、あったはずの紙の山がほとんどなくなっていた。

「私の仕事………もっ、もしかしてアインが？」

「それなりに終わらせといた。まだ残ってるけど、もうすぐ終わるかな」

　勢いよく起き上がりそうになったクローネの身体が、再度アインによって優しく押さえられる。小声で「もう少し横になってて」と言われ、あまりにも優しい声色に抗えない。

　アインの呟つぶやきがクローネの心に響き、心臓が早鐘を打ちはじめる。アインにそれがバレないようにと、もぞもぞと体を動かして心音を誤ご魔ま化かす。勘のいい彼には、もうバレてるかもしれない。

　けれど絶対に顔は見せられない。きっと、だらしない表情をしているはずだから。

「ねぇ、アイン」

「んー？　どうしたの？」

「……もう少しだけ、このままでいてもいい？」

　だから、今日は素直に甘えよう。

　いいよと答えた彼の膝ひざの上で、子猫のように自分の存在を主張した。








すべての褒賞と引き換えにキミを









　王都は夏真っただ中で、バルトの寒さと真逆で身体に悪い。

　また、雪がないことが嬉しい反面、少し物足りなく感じてしまう。

　ホワイトローズ駅に帰ってきたアインは、ホームに出てから、下の階層に居た平民たちに手を振って応こたえる。

　その少し横では、マーサや城の使用人たちがアインのことを待っていた。

「お帰りなさいませ、アイン様」

「ただいま。ロイドさんとディルに声を掛けてきてもいいんだよ？」

「構いません。あの人なんて、バルトの寒さに置き去りにしても死にませんし、どうせ生きてるのは分かっておりますので」

「……あ、はい」

　これも一種の愛だと思えば決して悪くない。なんだかんだと信頼しているのだろう。

「ロイドさんのおかげで本当に助かったよ」

「勿もつ体たいないお言葉です。そのお言葉があるならば、夫も天で浮かばれるでしょう」

「……家に帰ったら優しくしてあげてね？　ね？」

「さぁ、どうでしょう？　止めるべきアイン様をお止めせず、強大な魔物と戦わせた夫のことなんてよく覚えておりませんから」

　今の言葉はアインの胸にも突き刺さった。

　そうだ、ウパシカムイのことがあった。

　城に戻ったら間違いなくシルヴァードから突っ込まれるし、避けられないイベントだ。胃が痛くなってきたが、遅れて降りて来たクローネが、耳元で「大丈夫」と声をかけてくれた。

「えっと、王都はどうだった？」

「こちらは何も。アイン様がいらっしゃらない城は物足りなく、皆が寂しそうにしておりました。特にオリビア様でございます。また……その、クリス様は落ち着かないご様子でした」

　落ち着かないとはいったい。

　アインは疑問符を浮かべるも、その様子が想像できなかった。

「帰ったらゆっくり話す時間を作るよ」

「そうしていただけますか？　ただ、今夜はパーティがございますので、あまり余裕はないかもしれませんが」

「別にパーティなんていいのに」

「なりません。アイン様はご公務としてバルトに出向かれたのですよ？　それに、例の魔物の件もございます。最後に討伐なさったのはアイン様のお力だとか。これを祝わずにいると、シルヴァード陛下への不満が出てしまいます」

　ああ、それは好ましくない。

　仕方なさそうに頷うなずいたアインの横から、クローネが一歩前に出てマーサに尋ねる。

「マーサ様。参考までに、クリス様はどういった行動を……？」

　聞かない方がいいかと思ったが、クローネがその内容を尋ねてしまう。彼女も若干迷いながらの言葉だったが、意を決して尋ねたのだ。

「なんといいますか……意味もなく城の廊下を歩き回ったり、近この衛え騎士の訓練中にぼーっとして──」

「まさかお怪け我がを？」

「いえ。ぼーっとしてしまい、つい手加減を忘れて相手に怪我を」

　逆に手加減できなかったという事実に、クローネが困ったように笑う。

「それとオリビア様に、頭を冷やして来いと言われることも何度か……」

「……アイン」

「分かってる。後でちゃんと話す時間を作るよ」

　その返事にクローネは、満足げに目を細めた。

「よし、そろそろ城に帰ろうか────クローネ」

　駅のホームを降りる階段に差し掛かる直前、アインがクローネの白い手を握る。

「ありがとう。このまま下までいいのかしら？」

「勿もち論ろん。さすがに外までは恥ずかしいけどね」

　自然体の振る舞いからは、二人の心の距離まで窺うかがえた。

　二人と少し距離が離れたところで、マーサは思わず独り言を漏らす。

「……クリス様はもっと自己主張しないと、置いていかれる一方ね」

　と。





◇　◇　◇






　夜、煌きらびやかなパーティが城内の広間で開かれていた。

　アインはこういった催し事にも慣れ、今ではまったく動じていない。はじまってすぐの、貴族による挨あい拶さつの連続は毎回疲れるが、それが終われば楽なもの。

　オリビアとゆっくりと言葉を交わせて、やっと気が休まったところで気が付いた。

「あのー、お母様」

「はい？　どうしましたか？」

「あの微妙な距離からじっとこっちを見てるエルフについて、どうするのが正解でしょうか」

　柱の陰からこちらを窺う、ある女性の姿。絹糸のような美しい金髪が見え隠れし、時折チラッと視線を送ってきていた。

　彼女は目が合いそうになると一瞬で姿を隠し、アインの視界から消えてしまう。

「久しぶりのご主人様を前にして、少し困惑しちゃってますね」

　犬じゃないのだが、属性的にはそう遠くない。

「クリスさん、今まで顔が見えないと思ったらどうしてあんなとこに……ってか、ご主人さまってどちらかといえばお母様の方では？」

「どうかしら。今はもしかしたら違うかもしれませんよ。さてと」
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　オリビアがアインに顔を寄せた。

「あの子ったら、自分から話しに来れないだけなの」

「ってことは、俺から行くべきなんですね」

「ええ、そういうことです。今みたいなクリスには、いつもより強引に接しないとダメですよ────ってあらら、お顔を紅あかくしちゃって。私相手でも照れてくれるんですか？」

「あ、当たり前ですって！」

「ふふっ、ありがとうございます」

　相変わらず、アインを見み惚とれさせるのが上手な女性だ。

　艶美な微笑ほほえみのあと、オリビアはもう一度、小声で言う。

「テラスなんて素敵だと思いますよ。でも王太子が一人で行くのも格好がつきませんから、一人ぐらい護衛を連れて行ってくださいね」

　するとオリビアはアインの下を離れ、ララルアの下へ歩いていく。

「さて、と」

　絶妙な時間差で給仕がアインの傍に寄り、グラスを二つ手渡してきた。

「あれ、二つ？」

「お一つの方がよろしかったでしょうか？」

　少し考えると、その意図が分かる。

　頭を下げて、静かに下がっていく給仕を見て、アインはふぅと息を吐く。

「────クリスさん、テラスに行くから護衛を」

　会場に響くような声ではないが、普通の話し声よりは少し大きな声で口にした。アインの様子を窺っていたクリスが、それに気が付かないはずがない。

　彼女は一瞬ビクッと体を震わせてから、そーっと柱の陰から外に出た。

　騎士服を着ている彼女は、今日はその上に鎧よろいをつけていない。珍しく公の場で髪を下ろしているその姿が新鮮だ。

「お……お呼びですか？」

「うん、お呼びだよ。テラスまで付いてきて」

　すると若干慌てたような仕草の後、クリスは髪を揺らしながらアインの後を追う。

　いつもなら、アインは返事を待ってから歩く。

　しかし今のアインはオリビアの助言に従い、若干強引だ。

「今日は髪下ろしてるんだね」

「はぇっ!?　は、はいっ！　……パーティなので、これぐらいは気を遣おうかなって！」

　騎士としての身分もある。となれば、当然ドレスに身を包むことはできない。

　だが野暮ったい姿を見せるのも好ましくない。ならば小物やメイク、あるいは髪型などで華やかさを加えるしかなかった。

　さっと髪を撫なでるクリスを見れば、耳の上の髪を編んでいたり、創意工夫が見受けられる。

「うん、そういう髪も似合ってると思う。たまにしか見られないのが残念だけどね」

　クリスは返事も出来ず、俯うつむいて首筋まで真まっ赤かに染め上げる。

　こうしている間にも二人はテラスに出たが、ここはパーティ会場の賑にぎわいと対照的に、静かな夜を演出していた。

　城下町の灯あかりが煌めいて、星空が上にも下にもあるように見える。

「やっぱり外は涼しいね。少し火照ってたから丁度良かったよ。クリスさんは平気？」

「は、はいっ……。私も少し涼みたかったので！」

「ならよかった。じゃあこれ、少し飲んでゆっくりしていこう」

　クリスはグラスが二つあることに疑問を抱いていたが、これで合点がいく。

　まだ少し硬いかな？

　アインにそう思わせるクリスの態度だったが、グラスを受け取りに近づくあたり、改善は見られたようだ。

「俺がいない間、こっちはどうだった？」

　ただ、クリスをここまで連れてきたものの、なにか話題があったかといえば特にない。

　とりあえず世間話でもしてみようか、そう思って話しかけた。

「……いつも通り平和な王都でした。城も同じでカティマ様が賑やかで、海龍の双子が可愛かわいがられる。そこにアイン様が居なかったということぐらいです」

「もう帰ってきたよ。だからもう問題はないってことか」

「あははっ……ですね。ずっと居てくださるなら、もう問題はありません」

　乾いた笑みを零こぼしグラスを口に付ける。クリスはステムに両手を付けたまま、じっと動かずに城下に目をやっていた。

　やがて意を決して語りだす。

「ア、アイン様ッ！」

　彼女はグラスを胸の前に抱いて、真っすぐにアインを見つめた。

　少し落ち着かない呼吸を繰り返して、俯きながら勇気を絞り出す。次に顔を上げたとき、これまで見せたことのないような、強い決意をアインに伝える。

「本当ならこんなことは許されません。ですが一つお願いしたいんです。聞いていただけますか？」

　強い意志を漂わせながらも、懇願するような、そして頼るような眼めをアインに向けた。

　唇をきつく縛り、返事を待つ。

「クリスさんのお願いだから聞いてあげたい。だけど騎士をやめたいとかだったら止めなきゃいけないから、まずは何か教えてほしいな」

　するとクリスの勇気に呼応して風が吹く。

　彼女の金糸の髪を大きく靡なびかせ、聖画に描かれた天使のような神々しさを演出した。

「……心配だったんです」

「えっと、俺が？」

　コクリとクリスが頷く。

「覚えていますか？　私とアイン様にとって最初の騒動は、きっと学園都市での爆弾騒動だったと思います。その後は海龍、つづけてイストでは叡えい智ちノ塔に忍び込みましたね。帰りには強化されたワイバーンとも戦って……たくさん、一緒に戦ってきました」

　凛りんとした表情と蒼玉サフアイアの瞳ひとみがアインに向けられる。

「今の私にとっては、アイン様の傍に居られることが当たり前だったんです。だから遠くでアイン様が戦っていたと聞いて、何もできなかった自分が嫌で、どうして自分が一緒に戦ってなかったんだろうって────すごく心が痛かったんです」

　彼女は目を伏せ、頰を赤らめた。

　唇が怯おびえるように震え、心なしか肩も揺れている。

「私が見てないところでアイン様が傷つくのなんて……耐えられません」

「……クリスさんは元帥だ。俺一人が独占するのは許されない」

　元帥の仕事は、決してアインのためだけのものではない。

　城の安全は当然の事、王都や国全土に及ぶといっても過言ではないのだから。

「で、でも──ッ！」

　クリスがぐいっと近づいてくる。

「私はそれでも、アイン様のことを守りたかったんです……ッ」

　他の誰だれでもなく、自分に守らせてほしい。そうアインに伝えたかった。

　アインは冷静に駄目だと言う。そんなのは分かっていたことだ。でも諦あきらめずに想おもいを伝えられた。一筋の涙がクリスの頰を伝ったが、これ以上無理強いは出来ない。

　不敬だが、アインの前に居ることが耐えられなかった。

　彼女がそうして、走り去ろうとした刹せつ那な。

「待って、クリスさん」

　うんうんと考えだしたアインを見て、クリスはさっきまでの悲しみを忘れて小首を傾かしげた。

「元帥だから許されないんだ。だったら別の道はまだある……と思う」

　ふと、力強い声でアインが言った。

「別の道……ですか？」

「そ、別の道だよ。少しも推奨される方法じゃないけど、可能性はある。だから今日の夜──溜たまってる褒美を一気に貰もらいに行こう」

　何を言ってるのか、さっぱりだった。

　しかしクリスはアインの力強い言葉に負けて、何も言えずに立ち尽くすだけだった。





◇　◇　◇






　パーティの後。

　シルヴァードの寝室は、不穏な空気に包まれていた。不穏といっても剣けん吞のんなものではなく、どちらかといえば、シルヴァードが心配そうに構えていただけだ。

　部屋の中には他にララルアと、ウォーレンの合計三人がアインを待っていた。

「あのアインがだ。あのアインが褒美を清算するなんて口にしたのだ！　何を言い出すのかと、余は不安で不安で！」

　ちなみに心配そうにしているのはシルヴァードのみで、妻のララルアや宰相のウォーレンは、楽しそうな表情を浮かべるばかり。

　もはや味方はいない、自分だけが信じられる。シルヴァードはそうした意識に囚とらわれている。

「陛下落ち着いてください。よかったではないですか、溜まった褒美を清算してくれるというのです。バルトの褒美も追加される今、逆に幸せなことなのでは？」

「ばっ、馬鹿を申すな！　これはそう簡単な話ではないのだぞッ！」

「でしたら突っぱねればよいのでは？」

　ウォーレンはこう口にするが、シルヴァードは絶対に首を縦に振らないだろう。

　信賞必罰、シルヴァードが良く口にする言葉で、これを守ることが王としての責任だと考えているからだ。

「うむぅ……それは通らんだろう、余は国王で、信賞必罰を忘れることは出来ぬ……」

　それ見たことか。ウォーレンの予想通り、シルヴァードはそう口にした。

　ララルアも似たようなことを考えていたようで、ウォーレン同様顔に笑みを浮かべる。




　────コン、コン。

「陛下。お待ちかねのアイン様では？」

　ウォーレンが立ち上がり、扉に向かって足を進める。シルヴァードからすれば、その一歩一歩がどうにも焦じれったい。

「おぉアイン様！　お待ちしておりましたぞ！　どうぞ中へ、と……クリス殿？」

「クリスさんは俺が呼んだんだ。入っても大丈夫だよね？」

　いつもと比べて、どこか堂々としたアインの態度だ。

　バルトへの旅がいい影響をもたらした、また一皮むけたのだなとウォーレンは喜ぶ。

「勿もち論ろんでございます。さぁお二人とも、陛下の近くへ」

「わかった。ほらいくよ、クリスさん」

「は……はいっ！」

　シルヴァードは解せなかった。どうしてクリスを連れてきた？　これから話すことに彼女が関係あるのか、と不思議に思った。

　まさかクリスと結婚させろなんて口にするとは思えないが。

「急にどうしたのだ、アイン。褒美を清算したいなどと」

「ちょっとほしいモノ……いや、者ができたので。そのご相談に参りました」

　わざわざ言い直したアインは、自信に満ちた覇気のある表情を浮かべていた。

「……珍しいな。アインの口からそのような言葉が出てくるとは」

「はい。お爺じい様……いえ、お母様たちにもですが、こうして自分がほしいものについてお願いするのは、きっとはじめてだと思います」

「つづけよ。お主が望む褒美とは一体何か、それを余に申してみよ」

　いつものアインならば、ここで目に見えてわかる深呼吸を行うはずだった。

　気を引き締めるための儀式のようなものだ。

　だが今回はそのような仕草が一切なく、自信に満みち溢あふれた顔のまま口を開く。

「望む褒美の前に、私が褒美を与えたい者をお伝えします」

「……何を考えておるのだ？」

「多くの事を、です。褒美を与えたい者はロイド・グレイシャー。王太子として、彼に褒美を与えることをお許しください」

「ロ、ロイドにだと？」

「────ふむ」

　ウォーレンは気が付いた。この論戦はシルヴァードの負けだ。アインが何を望んでいるか、それはまだウォーレンであろうとも理解できない。だがこの場の主導権はアインが握っており、強つわ者ものもアインで間違いない。

　アインは武において語れば、相当の実力者といえよう。デュラハンたちの影響があるとはいえ、なにせ海龍の単独討伐を成し遂げた英雄だ。

　そう考えていたウォーレンは、ここで知においてもアインへの評価を改める。

「王の器を、その身に宿しだしたのですね」

　ピクッとアインが目を向けた。

　また、器なのか。

　近頃は本当によく聞く言葉だなと、不敵に一笑する。

「ロイドのおかげで、私の調査団は多くの成果をあげました。私も安心して調査に臨め、バルトで快適に過ごすことができた。これを功績といわずして、なんといいますか」

「余もそれは功績と認めよう、だが仮にそれを功績として……アインはロイドに何を望む」

　アインがシルヴァードの口から聞きたかった言葉がある。それは、ロイドにどうしたいのかという言葉に他ならない。

　こうなったことに安あん堵どしたアインは、続けて自らの要求を突きつける。

「過去の懲罰について、一つ撤回を」

　ララルアやクリスは、未いまだ何を求めてるのか理解できなかった。だがこの懲罰という言葉を聞いたウォーレンは、すべてが繫つながったかのように「なるほど」と頷いた。

「はい。遡さかのぼるは海龍騒動の際、ロイドは私に敗北して、私が城を出ることを許しました。その際に与えられた罰を、今この場で撤回していただきます」

「なっ───アイン、お主まさか！」

「お察しかと思いますが。私はロイドの騎士籍と元帥職の剝はく奪だつ、この撤回を求めています」

　ロイドは今、騎士としてこの城に残っているわけじゃない。

　あくまでもシルヴァードの専属護衛として、いわば個人に雇われているようなものだ。

「さっきからいったい、何を考えておるのだッ!?」

「ですから言いました。多くの事を、ですよ」

　二人以外はまるで蚊帳の外のような状況となり、会話を見守る。

「仮にそれを功績としよう。そう言えばアインよ、アインがリビングアーマーに連れ去られた際、誰だれも気が付けなかったらしいな。ではその責任はどうなるのだ、説明してみよ」

　もはやシルヴァードも覚悟を決めた。信賞必罰。それだけは守るため、アインと戦う決意をした。

「その件には情状酌量の余地がありますし、責任の所在を決めるのが難しい話かと」

「つづけよ」

「まず情状酌量の件ですが、連れ去られるきっかけは私が使った幻想の手です。なので元々の責任は騎士にありません。次に責任の所在ですが、これはどうでしょう。ディルですか？　それともロイド？　あるいは近この衛え騎士ですか？」

「ロイドに決まっていよう、なにせロイドが指揮をとっていたのだから」

「なるほど、それは陛下の勘違いです」

「か、勘違い……とな？」

　生なま唾つばを飲み込む、生々しい音が響き渡った。

「私が旧魔王領に出向くことになった時点で、その調査の指揮権は私にありました。上官に責任が求められるのであれば、一番の上官は私ではないかと」

　強引な部分が見受けられるが、アインが言うことに間違いはない。

　仮に上官に責任を求めるならば、結局のところ連れ去られたアインに戻ってくることになる。

「なのでこれも清算致しましょう。信賞必罰、これは私の罰となります。なので私が受け取るはずだった褒美のうち、一つをこれと相殺させてください」

「どのことを申しておるのだ？」

「赤あか狐ぎつねが海を渡ったという情報について。それを手にしたことの褒美を、その罰と相殺に致しましょう。釣り合いも取れている、そうだなウォーレン？」

　唐突に話を振られ、ウォーレンの反応が遅れた。

　呼び捨てもそうだったが、圧倒的な王族としての覇気に気け圧おされる。

「え、ええ。アイン様の仰おつしやる通りかと。釣り合いが取れてるどころか、むしろお釣りがでるかと思いますが」

「ならいい。釣りはパーティにでも使ったと思っておく。────陛下、では私の命を救った褒美をロイドに渡すことに同意していただけますね？」

「仕方なかろう。だがロイドを元帥に戻すということ、それと釣り合いは取れておらぬぞ」

「彼は一度、王太子の命を危険にさらした。そして今回は命を救った。これでは足りませんか？」

「足りぬ。寝言を申すな、状況が全く違うであろう」

　それを聞いたアインは、はじめて考える様子を見せた。もう打つ手はないのか？　周囲の者たちにこう思わせたが、すぐに口を開きなおした。

「でしたら赤狐の魔石の件を使わせて頂きます。あの魔石を城に持ってきたことへの褒美もまだでしたから」

「なッ……アイン！　お主さっきから何を考えておるのだッ!?」

「これで釣り合いは取れますよね？　お爺様？」

　挑発するように、敢あえてお爺様と呼んだ。

　そんなことを話しに来たのではない。

　さっさと先に返事をしろ、強い瞳でそう訴えかけるアインを見て、シルヴァードもそれ以上の追及は控えてしまう。

「……ウォーレンよ。寝る前に、ロイドの騎士籍に関して書類を認したためる。用意せよ」

「お心のままに」

　とうとう認めた。違う、アインが認めさせた。

　シルヴァードを前にして、自分の力でその望みを認めさせたのだ。

「だがな、元帥に戻すことはできぬだろう。何せ元帥にはクリスがおる」

「ですのでクリスを元帥から罷免、私とお母様の専属護衛として席を取り直します」

　その言葉に、皆がハッとした。

　やっと、遂にアインの目的が明らかになったからだ。

　しかしシルヴァードは今の言葉に怒りを募らせる。

「元帥を罷免などと簡単に申すでない！　ロイドを元帥に戻すと聞いて驚いたが、更に馬鹿なことを申すとは何事かァッ!?」

「恐れながらアイン様、さすがに強引すぎるのではないかと」

　ウォーレンも口を開き、アインのことを諫いさめるように語り掛ける。だがアインは一向に表情を変えず、淡々と話をつづける姿勢だ。

「陛下、話はまだ終わってません。……それとウォーレン、王と王太子の語らう時だ。少し待っていてくれ」

　締めは口調を抑えたつもりだが、意味合いとしては「黙ってろ」という言葉が内包されている。

「私はこれが当然のことだと思っています」

「……何が言いたいのだ」

「ロイドが騎士に戻るならば、彼の力を最大限発揮できるのは元帥です。更に言えば、クリスは元帥に向いた性格や能力ではない。どちらかといえば護衛向きだ」

「向き不向きは誰にでもあろうがッ！」

「感情論ではありません。多少強引な部分があろうとも、イシュタリカのためになることをしてほしい。ただその一心なだけですから」

　内心を言ってしまえば、クリスの想おもいを叶かなえてあげたい。そんな優しい願いのもと、今回の騒動を引き起こしている。

　当然そんなことは口にできないが。

「ロイドというイシュタリカの宝を、ただの騎士として扱うことほど無駄なことはありません。だから私はすべての褒賞をもって、ロイドの元帥への復帰を求めたのです」

　強引な部分やアインにとって都合のいい話運び、これらが多くあったのは事実だ。

　だがそれでもだ。

　それでもアインの語ったその言葉たちは、確かな力強さに溢れている。

「あなた、もうこのぐらいにしておいたら？」

　静まりかえったこの部屋で、口を開いたのはララルアだった。

「このぐらい、だと？」

「無理やりな所はありますけど、筋は通ってます。アイン君、いえ……王太子。この返事は明日朝には致します。それでいかがでしょう？」

「わかりました。では朝のお返事をお待ちしております。……クリス」

「へぁっ……？　は、はいっ！」

「話は終わった。退室しようか」

　完全に油断していたクリスは、アインに声を掛けられたことで現実に戻る。目の前で繰り広げられていた、迫力に満ちた論戦に目と意識を奪われていた。

　彼女はここで気が付く。

　いつの間に、アインとこんなにも目線が近づいていたのだろうと。

　大きく見えた背はその振る舞いのせいだけではなく、本当に大きく、逞たくましく成長していたのだ。





◇　◇　◇






「────……イン様ッ……アイン様ッ！」

　過剰に分泌された脳内物質が、アインの心をまだ高揚させたままだった。

　勢いのまま、論戦を繰り広げた。先ほどのことを自己採点するならば、この言葉に尽きる。まだ気持ちが落ち着かず、隣を歩くクリスの声に返事をすることすら忘れていた。

「っと……ごめんクリスさん、どうかした？」

「ど、どうかしたじゃありませんっ！　陛下に何を言うかと思えば……っ！」

「クリスさんの身柄を貰もらいにいった。そんな感じ？」

「そんな軽いものじゃッ！　アイン様が頂くはずだった褒美が全部なくなっちゃったんですよ!?」

「別にいいよそれぐらい。特に使い道もなかったし」

　逆に言えば、事実今回のようなことのため、褒美をとっておいた側面がある。

「で……でも、私のためにあんなにッ！」

「だからいいんだってば。いやーでも緊張したよ。お爺様がすっごい怖かったし、話しててビクビクしちゃったし」

「き、緊張してらっしゃったんですか？　すごい堂々としてましたよ？」

「勢いで話してたしさ、内心結構ドキドキしてたよ。いろいろ考えて、話を聞いてもらえるように計画は立ててたけど、やっぱり本番だと落ち着かないもんだね」

　へらへらと笑うアインを見て、クリスは全くその内心を見せなかったことに驚かされる。

「少し前まで、あんなに小さな男の子だったのに」

「昔は小さかったけど、でもほら」

　そう言って立ち止まったアインがクリスの横に立ち、体を少し近づけた。

「もう身長だって、俺が追い越す日も近そうだ」

　目線はまだ少し下だが顔は近く、アインの端正な顔がクリスの目の前にあった。ボンッ！　と音が鳴りそうなほど勢いよく、彼女の顔が強く紅潮した。

「ア、アアア……アイン様!?」

「っと、ごめん。さっきの興奮がまだ残ってたのかも」

「違うんです！　嫌とかじゃなくて、その……！」

　もう少し気の利いた言葉は言えないのか。先程の事が嫌だったわけじゃない。そうした想いを言葉にしようと考えるが、こういう時に回らない頭に、クリスは強く嫌気がさした。




　二人は賑にぎやかに語らいながら廊下を進み、とうとう別れる場所、アインの部屋にたどり着く。

「アイン様。その……不ぶ躾しつけながら、もう一つだけお願いしてもいいでしょうか」

「ん、なになに？」

「あのっ！　私がアイン様の護衛となれた暁には、どうか先ほどのように……呼んでいただけないかと……思って……うぅ……っ！」

　アインはさっきのようにと言われ、シルヴァードとの論戦の時のことを思い出した。

「どうかクリスと……アイン様の護衛となれた時には、私の事をクリスとお呼びくださいっ！」

　かなりの勇気を必要とした言葉だった。

　目にうっすらと涙を浮かべて、握りこぶしを揺らして口にした。

　アインから見れば、泣きそうになっている美女だ。その破壊力は絶大で、涙が宝石のような輝きを放っている。

「わかった！　わかったから泣かないでって！」

　断られたら勿もち論ろん泣いた。だが承諾されても、今度は嬉うれしさから涙が零こぼれ落ちてしまう。

「わーッ！　わーッ！　ほら、泣かないでって！　ね!?」

「ご、ごめんなさい！　これは嬉し泣きなので、だから大丈夫ですっ！」

　その後はぐしぐしと音を立てて、自分の目を拭ぬぐう。

　目の周りがそのせいで少し赤くなったが、満面の笑みでアインにこう告げる。

「今日は本当に嬉しかったです……！　おやすみなさいっ！」

　足早に去っていく彼女は足取りが軽い。

　あれだけ喜んでくれたのなら、舌戦をした甲か斐いがあった。

　アインは満足した様子で頷うなずいてから、自室の扉に手を掛けた。







　翌朝の目覚めはなかなか悪くなかった。

　シルヴァードとの戦いによって疲れ果てたアインは、自室に到着してからの記憶がない。ベッドに横になっているあたり、なんとかここまではたどり着けたのだろう。

　まだもう少し寝たいところだったが、時刻は朝の八時。

　もうさすがに目を覚まさなければいけない時間だ。

「着替えよう……」

　柔らかな羽毛布団から抜け出して、ソファに置いた着替えに手をかける。

　寝間着に着替えていなかったので、正装が皺しわだらけになってしまった。あとでマーサへと謝罪することに決める。

「でも今日は休日……もう少し寝ても、きっと怒られない」

　とはいっても、あまり自堕落な生活もどうだろう。

「いいや。双子と遊ぼう」

　双子にも寂しい思いをさせてしまったし、今日ぐらいはしばらく遊んであげてもいいだろう。

　そうと決まれば、食事のためにも身支度を────コンコン。

「はい？」

　身支度を始めたアインの部屋が、静かにノックされる。

　着替えの後で返事をすると扉が開き、一人の女性が部屋に入ってきたのだが。

「あ、えっと……おはよ」

　昨晩の事を思い返せば、いつも同様の会話ができなかった。

　だが彼女はそんなことは気にせずに、嬉しそうに弾む声で言葉を発する。




「……本日より、オリビア様とアイン様の専属護衛となりました。クリスティーナ・ヴェルンシュタインです。どうかよろしくお願いします！」




　騎士服ながらも髪を下ろしたクリスの姿。それは神々しさすら感じさせる、特別な美しさに満ちていた。これ以上ない嬉しさを露にし、零れんばかりの笑みを浮かべていた。




　アインは思わず見み惚とれてしまい、瞬まばたきを繰り返した。

「えっと本日は特にご予定はないはずですが……ど、どうしましょう……」

　後のことは考えてなかったのだろう。

　きっと彼女は、専属護衛となれた嬉しさを、早くアインに伝えたかったに違いない。心なしか息が上がってるようにも見えた。

「ぷ、くくっ……」

　だからアインは、つい笑みを漏らしてしまうことを許して欲しかった。

「笑わなくてもいいじゃないですかぁっ！　もう！」

「悪かったって。ちなみに予定はなかったんだけど、これから双子のところに行こうかなって」

　そう言うと、クリスの顔から不満げな様子が消える。

「勿論付いてきてもらうよ。でもまずは朝ご飯食べに行こうかな……だから」

　先に、昨夜の約束を守らないと。

　口角を上げたアインは、クリスの前を歩いてすれ違いざまに告げる。

「だからまずは食堂だ。……ほら行くよ、クリス」

「────……はいっ！　アイン様っ！」

　きっとクリスが一番だろう。

　たとえ歴代エルフの美女と比べても、クリスとは絶対に比較にならない。

　唯一無二の彼女の魅力が、朝日に負けず輝いていた。








望まない縁に終幕を









　秋も終わりに差し掛かった日のことだ。

　休日、目を覚ましたアインが一番に感じたのは、城の中の空気が重いということ。

「何かあったのかな」

　急いで着替え、部屋を出る。

　しかしいつも見回りの騎士すらいないこの階層は静かなもので、階段を一つ降りなければ見回りの騎士は一人もいない。

　そのため、アインは駆け足で階段を降りる。

　歩いていた近この衛え騎士の肩を叩たたき、足を止めさせた。

「何かあった？」

「こ、これは殿下ッ！　何かと言われるとその……あったのですが、何と申し上げればよいものか分からなくてですね」

「ん？」

「……謁えつ見けんの間に行かれるとよいでしょう。私からこれ以上のことは申し上げられません」

　なるほど、さっぱりわからない。

　ただ謁見の間で何かが起こってるのだけは分かった。

　ところで謁見の間と言えば、すでに魔王の魔石は宝物庫に移動されている。魔王の魔石がアインに宿るデュラハンたちの力に反応してしまうからだ。王太子が謁見の間に足を踏み入れられないなどということは看過できず、早いうちに移動されていた。

　ありがとう、近衛騎士に短く礼を言ったアインは歩き、謁見の間を目指した。




　道中、異様な空気はどこに居ても感じられた。やがてたどり着いた謁見の間の扉の前はその空気が特に顕著で、これまで以上に、重苦しい空気が漂う。

「入るか」

　巨大な扉が、木が軋きしむような音を立て左右に開く。

　すると中に居たのは玉座に座るシルヴァードだ。距離を開けて、ロイドとウォーレンの二人が控えていた。

　二人はアインを見て、助けが来た、そう思ったのがわかりやすい表情を浮かべた。

（うわぁ……何この空気）

　いつもの側近二人が、シルヴァードから距離を取らざるを得ない状況に驚いた。一方のシルヴァードは、何か虚空を見るかのように、どこか視点が定まっていない。

　代わりにこれまで見せたことのない強い怒気が漏れ、城中に蔓まん延えんしている。

　玉座の肘ひじ置きに置かれた右手の人差し指が、トントンと動いている。

　このトンという小さな音は、まるで巨大な龍が歩く衝撃のように、アインには感じられた。

「お爺じい様、何かあったのですか？」

　と、声を掛けると。

「……む？　おぉ、アインか。今日は早起きであるな」

　顔を上げたシルヴァードの様子は、いつもと変わらなかった。

「おはようございます。ところで、どうして謁見の間に？」

「うむ。余はな、初代陛下の言葉に反して、先制攻撃の戦争を仕掛けそうになったのだ」

「……はいっ!?」

　驚いたのはアインだけではない。控えていた二人も、同様に驚いた表情を浮かべた。

「怒り。迷い。そして自己嫌悪。なかなか面倒な気持ちばかりが募ったものよ」

「お、お爺様!?　先制攻撃って、い……いえ！　戦争って、どこにですか!?」

「決まっておろう。ハイムだ」

「急にどうされたのですか！　あんな国、もはやどうでもいいではないですかッ！」

「その通りだ。私も今け朝さ、これを受け取るまでどうでもよく思っていたのだがな」

　するとシルヴァードが懐ふところから取り出したのは、一通の手紙だ。金で封をしているあたり、位の高い者が用意したのがよくわかる。

「へ、陛下？　その手紙はいつお受け取りに……？」

　ウォーレンには、手紙に心当たりがなかった。

　それをいつの間に受け取ったのかと、彼は疑問に思う。なにせ、シルヴァードへと手渡される親書などは、すべてウォーレンを経由するのだから。

「エウロからの報告書に紛れ込んでおったぞ、エウロの者を買収して忍び込ませたのだろうよ」

　そう言うと、その手紙をアインへと手渡す。

「ア、アイン様？　中にはなんと」

「……はぁ。なるほど、お爺様が怒るわけだ」

　初代国王の言葉、それは今も大切に守られている。

　それがあるために、オリビアの騒動の際も、イシュタリカは武力行使は出来ていない。

「徐々にだ。年を経るごとに、『多少の武力行使をするべきでは』という意見が増えてきた。余も気持ちはよくわかる、なにせオリビアの時は、腸はらわたが煮えくり返っていたのだからな」

「……お察しします。さて、ウォーレンさん」

　アインは肩をすくめ、嘲ちよう笑しようするように語る。

「虫のいい話だよ。めんどいから結果だけ言うと、正式な取引としてグラーフさんたちの情報が欲しいって書いてるんだ。ただそこには、イシュタリカが拉ら致ちしたんだろ！　って疑いの言葉を添えてきてる。ついでに言えば、俺とお母様への文句も入れてね」

「…………」

　さすがのウォーレンも呆あつ気けにとられた。

「失礼……つい放心してしまいました」

「だからだ、ウォーレン。余の怒りも仕方なかろう？」

「それはもう、痛いほどに。……ですがあの第三王子、ここまでクローネ嬢に固執するとは」

「そ奴やつのハイムでの評判はどうなのだ？」

「次期国王として、高く評価されております。何せ第一王子は肥えた家畜のような男で、女と食にしか興味がない。第二王子は特に秀でた点もなく、凡庸の一言に尽きますからな」

　不意に、静寂が謁見の間を包み込む。

　が、静寂に負けぬ怒気がシルヴァードから放たれて、ウォーレンも、そしてロイドもハイムの愚かさに辟へき易えきしていた。

　しかし、一番不満を抱いていたのはその三人のいずれでもない。

　アインだ。

「……いっそのこと、一度決着をつけますか？」

　ピタッと、アインの言葉で謁見の間の空気が止まり、皆が一斉にアインの方を見る。

　決意に満ちたアインの顔を見て、シルヴァードは続きを促す。

「正直俺もうんざりなんです。クローネは俺のだ。俺の補佐官なんだ。わざわざハイムからちょっかいがくるのは、いい加減終わりにしたい。……気分がいいものじゃないんだ」

　言ってしまえば独占欲。

　彼女のことを好ましく思っているのは当然のことで、クローネを他の誰かに渡すだなんてことになれば、デュラハンの力を暴走させてでも阻止するだろう。

「俺の、か……。く、くくっ……聞いたか皆の者！　はっはっはっは！」

「お爺様!?　俺の補佐官！　俺の補佐官って意味ですからね!?」

　シルヴァードが笑い、皆が一緒に笑いだした。

　先程とは打って変わって、その場の雰囲気が和やかになる。アインの決意に満ちた顔から、彼の独占欲が飛び出したことが、面白くて仕方がなかったのだ。

　ひとしきり笑い終えたシルヴァードが、少し真ま面じ目めな表情になり、口を開く。

「だが悪くない。一度決着をというのは、余も賛成だ」

「あの……武力でじゃないですからね？　さすがに俺たち王族が、初代陛下の言葉をたがえるわけにはいきませんから」

「知っておるわ。余も初代陛下の言葉をたがえるつもりはない。そしてその決着というのはいくらかあるが……ウォーレン！　なにが最も効果的か述べよッ！」

「武ならばやはり決闘です。まぁ命は賭かけないものとなりましょうが。……もう一つは弁論で叩きのめす。個人的には、後者の方が効果的に……ギャフンと言わせられるかと」

「私はどちらでも構いませんぞ。もし決闘があるならば、私が剣を振るいましょう」

「威勢がいいな、ロイドよ。勝算はどれほどか言ってみよ」

　シルヴァードの言葉に気をよくしたロイドは、背筋を正し、覇気のある声でそれを語る。

　すぐ傍そばにいるアインは、ウパシカムイの時のことを思い出す。あのときのロイドは、まさに人間離れした強さをみせつけていた。

　あれが対人戦で発揮されるとなると……。

「一撃で仕留めて見せましょう」

　この言葉こそ、当然の結果と言えよう。

「その心意気やよし。お主ならばできるであろう、信じておる」

「はっ！」

「奴の息子はお主の息子に敗れた。父同士も同じ結果となれば、余からしてみれば、これほど愉快なことはない。決闘にせよ何にせよ、まずは会談の場を用意せねばな。良い機会だ。オリビアの密約を反ほ故ごにした件も含めて、まとめて清算するとしよう」

　上機嫌に笑うシルヴァードがヒゲをさする。

「この際だ。今のうちに宣言しておこう。会談の場には余も行くぞ」

「へ、陛下!?　それは危険では？」

「ウォーレン殿が仰おつしやる通り、危険でございましょう！」

「馬鹿を申すな。ホワイトキングも出す。ロイドもいる。この状況で余の命が奪われることがあれば、もはや城に引きこもっていようと同じことであろうに」

　もう止めても止まらない。

　彼もまた、これまで溜ためた鬱うつ憤ぷんが限界に達していたからだ。

「では返事でも認したためてやるとするか」

「陛下、このウォーレンが代筆いたしますが」

「不要だ。余の直筆で答えるとする」

「……承知致しました。ですが私からも一筆添えたく思います」

　するとウォーレンはニヤリと、何かを企たくらんでいる様子で笑った。





◇　◇　◇






　数日後。

　ハイム王国その王都にある城の一室で、一人の才さい媛えんが大きくため息を漏らした。

　片手には、今け朝さ届いたばかりのイシュタリカからの手紙がある。第三王子のティグルが手紙を忍ばせていたことで胃が痛かったが、返事が届き、中身を検あらためたことで更に胃痛に苛さいなまれていた。

　そんな彼女の下に、給仕服に身を包んだ少女が足を運ぶ。

「エレナ様、こちらがご所望の資料となります」

　名前を呼ばれたエレナという女性、彼女の容姿はクローネに似ていた。正しくはクローネがエレナに似ていて、二人は母娘おやこ関係にある。

　彼女は女傑と呼ばれるだけの知識、行動力、才覚を持ち、女性ながら要職についていた。

「ありがとう、リリ」

　そして、足を運んだばかりのリリという女性だ。彼女は四年ほど前から城内に務め、エレナの側そば仕づかえに従事している。

「どうなさいました？　浮かない表情ですが」

「これを見た後では浮かなくもなるわ。リリは港町ラウンドハートの、ここ十年の漁獲量の推移とかは分かる？」

「一般常識程度なら分かりますけど、それがどうなさったのですか？」

「イシュタリカの宰相殿は本当にやり手って話よ」

　エレナは一枚の紙を取り出し、それをリリへと見せる。

「……なんですか、これ？」

「先方が調べてくださった、港町の漁獲量の詳細な資料よ。脱税もあったらしいから、確認することをお勧めします。ってわざわざ一言添えてくださったわ」

　不愉快なことや、あまりに悩むことがあると、エレナは親指の爪を嚙かむ癖があった。

　もちろんこうしている今も、その癖が出てしまっている。

「こんな状況で会談なんてしたらどうなるか……考えたくもないわ」

「どうにかなりますかね」

「どうにかするために頑張るしかないの。どこから詰めればいいのかしらね。お義と父う様と娘の誘拐疑惑？　そんなのどうとでも言いくるめられるわ。それとも、エウロでのティグル殿下への無礼とか？　これも駄目ね、相手は王太子だもの。ローガス将軍が居るから、決闘だけならもしかすると……ってところかもね」

「なるほど、たしかにアレ……いえ、ローガス将軍ならばと思えますね」

「決闘だけで済めばいいけれど……っと……ごめんなさい。これからティグル様と約束があったの」

「かしこまりました。私は少し掃除をしていますね」

　ニコリと微笑ほほえみながら、リリは素直に頷うなずいた。

「でも、ローガス将軍をアレ呼ばわりしたら駄目よ。咄とつ嗟さに間違えちゃったんでしょうけど」

「私がですか？　気のせいではないかと……」

　エレナはこんなことを聞き間違えるとは思えなかった。普段なら流すような話が、今日は気が立っているとあって気になってしまう。

　まったく本気ではなく、冗談半分にカマをかけた。

「あ、ところでリリ。うちの……オーガスト家の来年の予算案だけど、いつまでに出せばよかったかしら」

「十一月になるまでだったかと」

　……そういうことか。エレナは理解した。

「ねぇ、どうしてオーガストという名に反応したの？」

「────あ、やっぱり気づいちゃいます？」

　猫のようにコロコロと態度を変えたリリは、口元に手を当て艶美に笑う。

「気が付かない訳ないですよねぇー。一応、ハイム人にしてはエレナ様って優秀ですし」

　これがリリという女性の、本来の姿だったのだ。

　今までは品行方正、側仕えの鑑かがみと言える人格者だったのだが、もう見る影もない。

「その手紙にウォーレン様の字で、私にもう帰っていいって書いてあったんですよ。ああ、暗号みたいなものなんでエレナ様には分からないと思いますけど。だから潮時だったかなーって」

「……どうでもいいわよ。で、これからどうするのかしら？」

「はえ？　イシュタリカに帰るに決まってるじゃないですかぁー！」

「それが出来ると思ってる？　私が大声で叫べば騎士が来るのよ？」

　ふと、視界からリリが消えた。

「こうすれば大声は出せませんよね」

　気が付くと、エレナの首元にナイフが押し当てられる。

　あと少しでも力を加えれば、首の皮に切れ目が入る。そんな絶妙な力加減で、リリはエレナの口を封じて見せた。

「エレナ様はもう少し気を付けるべきですね。不用心すぎるのが玉に瑕きずです」

　そう言うとリリは、窓際に立った。

「貴女あなたを殺すのは止められています。なのでただの脅しですよ。なので、声も出さないでくださいね。取引っていうやつです」

「素直に聞くしかなさそうね……もうッ！　朝から踏ふんだり蹴けったりじゃない」

「あ、今の話し方クローネ様とそっくりでしたよ！」

「当然よ。あの子は私を見て育ったのだから。……それで、もう城を出て行くのかしら？」

「出て行きますよー！　もうこんなとこに居ても意味はありませんし」

「貴女の事は気に入っていたのに、残念だわ」

「そう思っていただけるなら、一緒に来ます？」

　まるで悪魔のささやきのように、リリの言葉が魅力的に耳に届く。

　もしイシュタリカへと渡れば、愛いとしの娘とも再会でき、義ち父ちともまた会える。それはエレナにとって、とても魅力的に感じられる……だが。

「残念だけど断るわ。私はまだハイムが好きなの。ずっと生きてきた祖国だから」

「あーはいはい。それは残念です」

「ついでに教えてくれないかしら。クローネは元気でやってるの？」

　手紙は受け取った。それで彼女の近況を知ることができた。

　だがイシュタリカの民から、どうしているかを聞きたくなった。

「うーんそう言われても、私がイシュタリカに帰ったのって随分前なので……」

　ハイムからイシュタリカへの道のりを考えると。そう簡単には帰国できないだろう。

　リリもエレナと同じく、かなりの仕事をこなしてきたのだから。

「なので、二か月前のクローネ様のことでいいですか？」

「随分と最近じゃないッ！」

　てへへーと笑いながら、リリは舌を出してふざけた顔をする。

「ふふーん。すごく楽しそうにされてるようですよ、とだけお伝えしておきますね」

　するとリリは窓を開放し、身を乗り出した。

　この部屋は城の上層階にあるため、普通に落ちればひとたまりもない高さにある。

「最後に忠告しておきますね。クローネ様と戦いたくないのなら、エレナ様はあの王族たちを止めるべきですよ」

　もう少し具体的に教えてほしいと思って、エレナがリリを追って窓に近づいた。しかし追い付く前にリリは飛び降りてしまう。

　窓の外を見ると、すでにリリの姿は何ど処こにもない。

「……雲散霧消、この言葉を実践する人がいるなんてね」

　さて、何処から手を付けようか。

　一方的に調べ上げられている現状に、エレナは深くため息をつく。

　窓から見える景け色しきは、エレナの心境とは対照的に、蒼あおく晴れやかな空模様をしていた。








本当の祖国と、新たな剣









　十一月も中頃に差し掛かり、バルトは更に寒さを極めていた。

　旧魔王領にも厳しい寒さが訪れ、近頃は吹ふ雪ぶく日がつづいている。

　アインが連れ去られた魔王城の一角。

　隠された地下室で、マルコは悲痛な声を響かせていた。

「く……ぁ……ァアアア！」

　薄暗く、湿った地下室は石の中をそのままくりぬいたような、武骨な造りだ。

　地面にうずくまったマルコの周囲には、多くの瓶に加え、アインに出された長老樹の葉が散乱している。

「素晴らしい方素晴らしい方素晴らし────ァァァァァアアアアアアアア！　私、私はそのような……ぐっ……ゥウ……！」

　マルコの身体からだは魔物の中でもトップクラスに強固だ。それを無理やり何度も傷つけ、痛みによって自分を保とうとする。

　強烈な痛みが身に宿ることで、まだ自分のことを感じられた。

　現代では残っていない、数々の劇薬。

　それを無理やり体に塗りたくって、体を溶かしながら呪のろいに抗あらがう。

「ははっ……獣……獣よォオオオ！　数百年経たって未いまだ、この一人の騎士すら奪えぬかッ！」

　激痛が走る全身を痛めつけての仁王立ち。

　大丈夫。まだ意識は強く保てている。……時折、勝手に開く口が赤あか狐ぎつねを称たたえてしまうが、まだ私はマルコだ。そう自覚できる。

「まだだっ……まダ」

　数か月前、無理やり連れてきたアインの顔を思い返した。

　彼のことを想おもえば、ここで倒れることは許されない。せめてアインがこの地に戻ってくるまで、それまでもてば十分だ。

　しかし、願いと裏腹に精神は蝕むしばまれる一方だ。

「美しい方美しい方美しい方美しい方」

　何度目になるかはもう数えていない。

　ここ一週間はこの痛みという相棒と共に、呪いに抗いつづけてきたのだ。

「う、美しいのは……本当に美しいのはっ……アーシェ様ッ！　アーシェ様の御み心こころが、何よりも美しいのだッ！」

　呪いをかけた赤狐は本当に性格が悪い。

　魔王たちの事を考えると、その威力を増すように設計されているのだから。

「ぇ……えひっ……ひひっ……」

　抗えているとはいえ、数百年蝕まれ続けたこの体。精神的にもすでにぼろぼろで、もはや耐えられる限界も近いのかもしれない。

「まだ私の任務は終わってない……マルコ、お前はまだいける。いけるだろう……ッ!?」

　すでに安定剤と化している劇薬の数々、それもすでに備蓄が尽きかけている。それが無くなればと考えると不安になるが、まずは今を耐えきる必要がある。

　惜しまず、痛みなんて顧みず。

　身体中に劇薬を塗りたくる。




　やがて夜、ついに呪いの力が収まった。

「はぁ……はぁっ……今日も、今日も耐えきった……よくやったマルコ。────これも、あの素晴らしい方のヲかげだな」

　すでに終わりは近い。

　マルコは耐えきったという願いのような言葉のあと、自身の最期を想像した。
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　なんてことのない学園での授業の後、アインは軽快な足取りで校門に向かっていた。

　そこに着いたところで、アインを待っていたクリスと目が合う。

「お帰りなさいませ、アイン様」

「ただいま。早速行こうか」

「はい！　護衛はお任せくださいっ！」

　元気に背筋を伸ばすクリスは、今日もふわりとその金糸を揺らす。

　アインの専属となれた日から、クリスは常に髪を下ろすようになっていた。どうした心境の変化かと城内で話題になったが、理由は専属になった日と重なるためすぐに看破された。

「あら、私には声を掛けてくれないの？」

　アインに悪いた戯ずらっ子のように甘えたクローネの声だ。

「ごめんごめん。ただいまクローネ、わざわざ迎えに来てもらっちゃってごめんね」

　いつもならクローネが迎えに来ることはない。

　だが今日は事情が事情のため、補佐官クローネに、護衛の騎士クリス、この二人が一緒に迎えに来ている。

（……やっと色々と落ち着いてきたかな）

　隣に立つクリスを見て、アインは声に出さず頷いた。

　数か月前、王都はちょっとした騒ぎに陥った。クリスが元帥から罷免されるのだと、突然の報が王都中を駆け巡ったからだ。

　不祥事を疑う民や貴族は数知れず、されど城に勤める者たちは静かなものだった。

　翌日、今度はクリスがオリビアとアインの専属護衛になったと報が出される。これを聞き、王都に住まう者たち皆が納得した。彼女がアインを学園へと送り迎えしている姿は多くの国民たちが目にしていたこともあって、事情に察しがついたのだ。

「すごいワクワクしてきたよ」

　アインは今日、これからのことを考えて笑った。

　歩く足は心なしかいつもより早く、急せかすように二人を連れて駅に向かって行った。







　最近の王都は朝晩は良く冷える。

　大通りに植えられた木々は鮮やかに紅葉し、季節を感じさせた。

　今はまだ人通りが少ないが、もうそろそろホワイトローズ駅がラッシュの時間帯になり、港町マグナからの最終便に加えて、大陸中から水列車が帰ってくる。

　アインは時折、民に手を振って応こたえながら目的地へと足を進めていた。




　大通りを進んで貴族街の手前。

　一度路地に入るも、この辺りは一等地だ。ホワイトローズ駅に近くて大通りにも近いし、海も見える。これ以上ない良い立地だ。

「見えて来たわよ」

　クローネが言ってアインも目を向ける。

　そこにあるのは新築の建物だ。

　複数の炉を詰め込んだ鍛か冶じ専用の施設、隣接してるのはムートンとエメメの住居だ。ちなみに鍛冶場スペースへとベッドを持ち込んでるため、炉の前で寝ることもしょっちゅうだとか。

　わざわざ取り寄せた巨大な魔物の骨に、大味な字でこう彫られている。

　鍛冶屋ムートン・二号店と。

[image: ]

「では、私が」

　──ガラン、ガラン。

　クリスがドア横のベルを鳴らし、中にいるであろう二人に合図を送った。

　ほどなくしてドアが開き、中からエメメが顔をのぞかせた。

「あっ！　いらっしゃいませー！　お待ちしてましたよーっ！　ささ、どぞどぞー。師匠も待ってますんで！」

　お邪魔しますと声を掛けて、アインは鍛冶屋の中に進む。

　まだ新しい大きな木のテーブルで待っていたムートンが顔を上げ、豪快に笑いながらアインに声を掛ける。

「ガァーッハッハッハッ！　待ってたぜ、殿下ッ！」

「こんにちは。……もしかしてソレが？」

　テーブルの上、真ん中に置かれた木箱へアインは目を向けた。

　置かれていたのは細長い木箱で、白木で作られた箱からは高級感が漂い、存在感がある。

　木箱の端にはムートンとエメメの名前が刻み込まれていた。

「それよそれよォッ！　素材がかなりのじゃじゃ馬でよ、ここまで来るのに苦労したぜ。じゃじゃ馬でもまだエメメの方が……いや、こいつただの馬鹿だったわ、わりぃ」

「失礼ですね師匠！　馬じゃなくて鳥……じゃなくてハーピーですってば！」

「この馬鹿はいいんだ。とりあえず開けてみろよ！　俺の生涯一の自信作だぞ」

　子供の独り立ちを見守るような、そんな優しげな瞳ひとみをムートンが見せた。

　箱に手を伸ばしたアインは、最後に一度、尋ねる。

「本当に開けていいんだよね？」

「おう！　そいつは殿下になら忠誠心を見せるはずだぜッ！」

　剣に忠誠心と聞いても、どうにもぴんと来ない。

　とはいえじゃじゃ馬と言われても分からないのだが、今のアインはその言葉の意味を理解できなかった。

「分かった」

　木箱の蓋ふたをそっと下ろし、一息吐ついて中を見る。

　剣には布が掛けられていて、シルクのような柔らかな肌触りが気持ちいい。布を摑つかんで引っ張ると、遂にその姿が露あらわになった。

「……君が俺の新しい相棒だね」

　まずは握らず、全体像を見渡す。

　刃渡りは八十センチほどのロングソードで、刃幅は少し広め。

　持ち手は長めに作られている。

　リビングアーマーのマルコを思わせる漆黒の剣身には、マルコ同様に筋があった。しかしマルコのように蒼くはなくて、緑や青のうっすらとした筋だ。

　悠然と、箱の中が玉座のように見える存在感。

　誘いざなわれるように手を伸ばし、柄つかを握りしめた刹せつ那なだった。

「ッ────!?」

　剣身の筋が、応えるように震えた。

「今のがそいつの忠誠心だ。その素材だった奴やつは、きっと誇り高い奴だったんだろうよ。他人に持たせていい武器じゃねえ、本当に殿下専用ってわけだ。大事にしてやってくれ」

「……はい」

　柄は海龍の骨で、頑丈でとても軽い。

「そういや一つ伝え忘れてたんだけどよ、この剣しょーもねえ能力あんぞ」

「しょーもない、ですか？」

「人骨に近づくと多分、光る。異人種も含めてな」

「……なんで光るんですか。いや本当にしょうもないけど」

「質の高ぇアンデッドの素材だとな、こういう武器ができあがることがあんだよ。あーでも仲間を呼び寄せるとかそんな危ねえ能力じゃねえ、ただ骨に反応して光ることがあるってだけだ。本当に光るだけなんだがな……それも小さく」

「それって意味あるんですか？」

「さーな。人が埋まってるかどうかぐらいならわかるんじゃねえか？」

　人骨を探す機会があるかと聞かれれば、恐らくない。

「昔の貴族なんかはな、拷問した相手の骨に近づけて楽しんでたらしいぜ。後は対立した相手の身体からだに刺して、死んだ時の光を楽しんだとかな」

「それは無縁そうなんで遠慮しときますね」

「ガァーッハッハッハッ！　だろうよ！　んな悪趣味なことしても意味はねえしな」

　鍛冶師が知る逸話に皆の頰が引きつった。

　趣味の悪い人もいたもんだ。

　アインは気を取り直して剣の握りを確かめる。

「似合ってるわよ、アイン」

「えぇ……凛り々りしいお姿です」

「ありがと、俺も気に入ったよ」

「こっち来な。俺も切れ味はちゃんと確認できてねえんだ、だから見せてほしい」

　椅子を立ったムートンが外に向かった。

　エメメが追い、つづけて三人が二人を追って外に出る。

「アレで試し切りとでもしゃれ込むかな」

　ぐっ、とムートンが親指を向けた。

「なんですか、あの骨」

「海龍の骨だな。余ったのだし、別にいいだろ？」

　どうしたもんかと思っていると、クローネがアインに目配せを送る。

　試し切りに使ってもいいらしい。

「さすがにどれぐらい硬いかもわからないんで、軽く試してからでいいですか？」

　もしも刃こぼれでもしたら、ショックが大きい。

　別にムートンの技術とマルコの素材を疑っているわけじゃないが、何よりも、どれぐらい切れるのか確認してから試したかった。

　アインはムートンにつづいて歩き、地面に置かれた海龍の骨塊の前に立つ。

「あ？　あー……一理ある。しゃあねえな。で、どうやって調べるんだ？」

「まずは簡単なのからこうやって、剣を当ててトントンって────トン……トン……？」

　剣の先で骨を叩たたき、少しずつ強くする心づもりだった。

　だというのに。

「……殿下。そりゃトントンじゃねえ、スパスパッってところだな」

「あ、あれ……？」

　コトン、と骨が真っ二つに切り分けられた。

「失礼ですがアイン様、骨を拝見しますね」

「あ、うん。お願い」

「……綺き麗れいに切断されております。あははー……お見事な切り口ですね」

「もう、アインったら……」

「待って俺のせいじゃない！　軽く叩いてみようかなって、そう思ってただけだってばッ!?」

　アインはジト目のクローネに詰め寄って、違うんだと必死に言う。

　だが、アインが骨を真っ二つに切断した事実は変わらず、クリスも、あまりの切れ味の良さに困惑していた。

「おいエメメ見たかッ！　すげえなこれ！　意味わからねえぞ!?」

「さすがししょーです！　私も意味わかりません！　意味わからな過ぎてお腹なか減ってきました！」

「おう！　確かに腹減ったな！　飯でも食いに行くか!?　肉食うぞ肉！」

「マジですかマジですか!?　太っ腹すぎて惚ほれちゃいそうです！」

　すると二人は、アインたちを置いてどこかへ行ってしまった。

　あのさ、鍵かぎを閉めていかないの？

　アインは疑問を抱くも、それを口にする余裕がない。

「クリス、海龍の背骨ってどれぐらい硬いの？」

「ホワイトキングよりは硬いはずですが……正確にどれぐらいかは難しいですね」

　なるほど。つまり祖父と喧けん嘩かでもする機会があれば、この剣持って暴れろということだ。理解が追い付かず、祖父のことを思い浮かべて気を紛らわす。

「どうしましょう……。むしろアインから取り上げるべきなのかしら……」

「そんなひどいこと言わないでくれないかな」

　もはや危険物扱いだ。

「……心配しないで。六割ぐらいしか本気じゃないから」

「半分以上は本気みたいだけど、本当に心配しなくていいの？」

　笑うだけで明言をしないクローネを見ていると、本当に没収されてしまいそうだ。

　しかし、ここでムートンが戻ってくる。

「鍵かけ忘れちまったぜ！　おう殿下！　鞘さやもあるから持って帰ってくれよな！　今回の素材も合わせて作ったからよ、その切れ味でもちゃんと収まるはずだぜ！」

「た、助かった……ッ！」

　ムートンが建物の中から、鞘とベルトを手に戻ってくる。

「ほらよ、鞘には海龍の鱗うろこも使ってっからな！　見た目は金属っぽく加工して、色も黒に染めておいたぜ！」

　もう、どれだけの金が掛かってるのか考えたくもない。

「英雄に相応ふさわしい装備ですね、アイン様！」

「持ってるだけで胃が痛くなりそう」

「ハァーッハッハッハッ！　馬鹿言うなってんだ！　いくらでも使えよ、何かあったらいつでも手直ししてやるからよ！　じゃ、俺は飯食ってくるからまたな！」

「あ、待って！　そういえばこの剣の銘は!?」

「決めてねえぞー！　殿下が自分でつけてやってくれ！」

　あっという間に立ち去るムートンの背を見ながら、アインは銘について考える。

　マルコにまた会えた時、彼に銘を考えてもらいたいと。

（今はどうしよう、黒剣とでも呼ぼうかな）

　会える機会がまた来るのか、それはまだ分からない。だが今はとりあえず保留にして、相棒には名前を付けるのを待ってもらうことにした。
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　城に帰ると、ディルがアインを出迎えた。ディルもアインの専属護衛ではあるが、今はクリスも正式に専属護衛になっていることもあり、今日の彼は城内での仕事に勤しんでいた。

「お帰りなさいませ。腰にある逸品が例の品物でしょうか？」

「そうだよ。想定外に化け物だったけど」

「化け物、ですか……？」

「切れ味が意味わからないぐらい凄すごくて、迂う闊かつに抜いたりできない代物だった」

「それはそれは……。なかなかの名剣が出来上がったようで何よりです」

　ディルは見ていないからそう言えるのだ。

　ふっと、遠くを見るような目で笑うアインをディルが不思議そうに見る。

「そういえばアイン様。喜ばしいことの後にお伝えするのは心苦しいのですが、一つアイン様も同席する必要のある話がありまして……」

　由々しき事態のように、ディルが声色を変えてアインに語り掛ける。

　その声を聞いたアインは表情を変えた。

「ハイムから書状が届いております」

　なるほど、そういうことか。







　一度決着をつけよう。そして、それを終着点としたい。

　アインの言葉が発端となって、シルヴァードが認したためたハイムへの返事のことだ。そして今日、そのハイムから新たに返事が届いている。

　この事について同席を求められたアインが向かったのは、珍しい場所だ。

　────王家墓所。

　城の裏手にありながら日当たりが良く、城の中庭のように丁寧に整えられている。

　王家墓所は歴代のイシュタリカ王が葬られている聖地で、足を運べるのは、王族や特別に任命された管理者のみだ。

　最奥には全体を見下ろせる場所が設けられていて、そこには一際大きな墓石がある。

　歴代の名君であった王ですら横に並び立つことは許されない、唯一無二の初代イシュタリカ王の墓石だ。

『第一代イシュタリカ王──ジェイル・フォン・イシュタリカ。愛する祖国に眠る』

　墓石に目をやると、端正な字でこう彫られている。

　数百年物の墓石だからだろう。いくつかの文字が風化して読み辛づらくなっている。

　みだりに足を踏み入れるような場所ではないため、アインも今日まで数えるぐらいしか来たことがない。




　初代国王の墓石の前で、シルヴァードが静かに立っていた。

「お爺じい様。ハイムから返事が来たと聞きました」

　振り返らず頷うなずいたシルヴァードが、懐ふところから一つの封筒を取り出した。

　質の良い紙を使っていて、金の封を押されている。

「しっかりと目を通すといい」

「はい。では拝見します」

　少し身構えてしまう。

　どんな内容が記載されてるのか、今回はどんな要求をしてくるのか、楽しみな気持ちと不安な気持ちが入り混じる。

「ふむ……ふむ……」

　たまに頷きながら、シルヴァードに目を通していると知らせていた。

　途中顔を顰しかめたくもなる事が書かれていたが、とりあえずは気にせず読んでいく。

「読みました。大体の内容も理解できたかと」

「ではアインの考えを聞きたい、余に申してみよ」

「手紙の内容を簡単にまとめれば、つまり『ハイムに来い。我らが城で雌雄を決する』ということで間違いありませんよね？」

「うむ。残念ながらその通りだ」

　馬鹿げた話の一言に尽きる。わざわざこちらからハイムに出向き、そして敵の城で話をする。これを受け入れてもらえると思ったのだろうか？

「話になりませんね。相手は自ら首を絞めているようにしか思えません」

「まぁそう思うであろうな」

「さらに言えば、我々が艦隊で出向いた場合、例えば港町ラウンドハートはどうなるのか。それを考えていませんね」

　何せシルヴァードも同席する予定の会談なのだ。当然のことながら、多くの艦隊で向かうことになるのが必然。万が一戦いにでもなれば、港町ラウンドハートは一瞬で藻も屑くずとなることだろう。何をどう考えてこの結論に至ったのかが疑問でしかない。

「余は会談の場所として、一カ所検討している場所があるのだ」

「……と言いますと？」

「ハイムとイシュタリカの中間に、小さな無人島があるのだ」

「中立地をってことですか」

　例えば会談の地をエウロにしたとしよう。そうなればエウロに迷惑が掛かるのは当たり前のことで、下へ手たをしたら一番の被害を被るのはエウロだ。更にいえば、ハイムはイシュタリカでの会談なんて確実に突っぱねるはず。

　やはりシルヴァードの言うように、そうした中立地を選ぶのが最善だろう。

「仕方がないので、我々で島の整備ぐらいはしてやる、と、余としてはこうした内容の返事を送るつもりなのだ」

「ひどく金が勿もつ体たいない気がしますが、もう必要経費と割り切るべきですかね」

「その通りだ。安いものよな、それで一つの終着点に到達できるなら」

　その会談の中でハイムに過去の振る舞いを清算させられれば最高だ。当然ウォーレン達はそのつもりで支度をするのだろうが。

「いいと思います」

「ではそのように返事を用意する。おお！　そう言えばこの文を書いたのは、お主の補佐官の母とのことだぞ」

　道理で綺麗な字だったのだ。

「なかなかの美しい文字でしたね。ハイムはいい文官をお持ちのようで」

「その通り、ハイムには勿体ない人材であるな」

　二人は最後に、初代国王の墓石に頭を下げて立ち去った。
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　新たな剣のこと、そしてハイムとのやりとりのこと。多くのことが動き出していた中で、また新たな騒動が起ころうとしていた。

　夜明け前────ドンドンドンッ！　強く、慌ただしくオリビアの部屋がノックされる。

「……誰だれ？」

　大声を出すのはあまりにも王女らしくない。そして寝起きでそんな声を出すのも難しいため、オリビアは枕元にあるベルを手に取り音を鳴らした。

「し、失礼致します！」

　オリビアの部屋にやってきたのはマーサだった。額に汗を浮かべ息を切らしているその姿は、いつも冷静な仕事ぶりの彼女らしくない。

「マーサ？　こんな時間からどうしたの？」

「このような時間に申し訳ありませんが、どうかご同行を……ッ！」

　普段のマーサならここで用件を先に話す。

　それがないことが疑問だったが、オリビアはベッドから起きて、ガウンを羽織る。

「この格好でも平気かしら？」

「問題ありません！　男性の騎士はおりませんので、急いでアイン様の寝室へ！」

　なるほどアインに何かあったのか、愛いとしのアインのこととなれば急がねばならない。

「アインに何かあったのね」

「左様でございます！　ただ何があったのか……それが良く分からない状況でして……ッ」

　二人は急いで部屋を出る。

　オリビアの部屋からアインの部屋へは、徒歩で数十秒程度の距離しか離れていない。




　足を運んですぐ、オリビアは驚かされた。

　部屋の扉を貫通した何本もの太い木の根が、ぶらん、とカティマを吊つるしていたからだ。彼女自慢の白衣に木の根が引っ掛かり、手足を力なく垂らしている。

「ニャ、ニャァアア……」

「あ、あらら」

「オリビア！　あららじゃないのニャッ！　これはどういうことなのニャッ！」

「私のアインの根っこだと思います」

「そーんなのは知ってるのニャァアアアアッ！　私が聞いたのは、なんで根っこがこんなに出てるのかってことだニャァッ！」

　ああ、やっぱりか。

　でも先に状況を確認したかったオリビアが、マーサを見る。
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「ご就寝なさろうとしたカティマ様だったのですが、アイン様のお部屋の前を通りかかった際に、不意に根っこに襲われた────と叫んでおりました」

　それを聞いて、オリビアは木の根に目を向けた。

「大人になったアインの根っこが、魔石を求めたんだと思います」

「ニャ、ニャニャニャ……？」

「ドライアドは根を張れるようになって、はじめて成人となります。私のときはこんなに勢いよく根が出ることはなかったのですが……恐らく、アインが力の強いドライアドだからだと思います」

「ちょちょ、ちょっと待つのニャ。これがドライアドの成人の証あかしだとして」

　重要なことがもう一つ。

「魔石を求めてるって……私の魔石を吸おうとしてるってことかニャ？」

「きっと、寝ているアインの身体からだが、自然と魔石の栄養を求めたのではないでしょうか？　でも傍そばにいたのがお姉様だと知って、無意識下にあっても制止してるのではないかと」

「わわわ……私がいくら魅力的なケットシーだからって、魔石は渡さないのニャッ！」

　語られた事実とカティマの言葉に、見守っていたマーサは苦笑していた。

「とりあえず下ろしてくれたら嬉うれしいんニャけど」

「ええ、じゃあアインに聞いてみますね」

　するとオリビアが木の根に近寄り、手を添えて語りだす。

「アイン、お姉様のことを下ろしてくれますか？」

「……いくらオリビアの声でも、無意識のアインが……ニャニャ？」

　木の根が揺れ、床に近づく。あっという間にカティマを下ろしてからは、オリビアに撫なでられて部屋の中へ戻っていく。

　後に残されたのは破壊された扉と、木の根が少しだけだ。

「散々な目にあったのニャ！　じゃ！　私はこの辺でおさらばなのニャッ！」

　二度と捕まるまいと、カティマは脱兎のごとく駆けていった。

「マーサ」

「え……あっ、はい！」

「もう大丈夫だと思うから、部屋の扉を直すように伝えてきてくれるかしら？」

　オリビアはそう言って、短めの木の根を拾う。

「また今度、ゆっくり出来るときにお話ししましょうね、アイン」

　彼女は大切そうに根を抱きかかえ、鼻歌交じりに寝室へ戻っていく。彼女を見送るマーサは呆あつ気けにとられるも、すぐに正気を取り戻して扉に目を向けた。

「扉を直すように、指示を出しませんと」

　衝撃的な光景つづきだったが仕事だ。

　部屋の中に散乱した木の根も片付けないと……と、マーサは息を吐いた。







　陽ひが昇り、アインはクリスと二人で城内を歩いていた──のだが、クリスの様子がおかしい。

「ねぇ、クリス」

「へっ……は、はいっ！」

　原因は日が昇る前、アインが成人したという話のせいだ。

　根を張り、カティマの魔石を吸おうとしていたことをアインは勿もち論ろん、クリスも聞いていた。

「大丈夫だってば、ほーら怖くない怖くない」

「ほ……ほんとですか？　私、ぐるぐる巻きにされて吸われたりしませんか？」

　するわけないだろ。アインがそう思っても、クリスがそれを分かるはずもなく。

　ちなみにクリスはオリビアからこう聞かされている。アインが異人種としての成人を迎えた、アインの場合は力があるだけでなく、多くの魔石を吸収しているため、不測の事態も考えていてほしい、と。

　最後に、吸われないように気を付けてね？　と微笑ほほえみ交じりに告げられた。

「ぐるぐる巻きにして魔石を吸うとか、俺かなりヤバい人じゃん。大丈夫だってば、クリスの魔石に興味持ったことないから」

「……むむ！」

　吸わせろと言われれば恐ろしさすら覚えるが、その言い方はないだろう。

　まるで貴女あなたには興味ありませんよ、そう言ってるかのように聞こえる言葉に、クリスは少しばかり苛いら立だちを覚えた。

「いいですよ！　少し吸ってみますか!?　それで美お味いしかったらどうするんですかッ!?」

「え、えぇ……怒るとこそこなの？」

　ずい、と近づくクリスを見て、彼女がこうなってしまった原因に困惑する。

　長い金髪を揺らしながら、いつもと同じか少し近い距離まで近づくクリスには、先ほどまでの恐怖心なんてもう残されていない。

「さぁアイン様ッ！　私の魔石はここです！　少しなら……少し……なら」

　エルフの魔石は右胸あたりに宿っているようで、クリスはそこを強調してアインに近づく。

　だがしかし、やっていることの意味をようやく思い出したのだろう。突如として発生した羞しゆう恥ち心しんに苛さいなまれて、クリスは一瞬で顔を上気させる。

「あの、えっと、その……ま、まだ覚悟が出来てないので……覚悟が出来たらでよろしいでしょうか？」

「何の覚悟か知らないけど。魔石は吸わないからね」

「ッ────吸わないんですか!?」

「いや当たり前だからね？　なんで命を危険にさらすようなことしてるのさ」

　するとクリスに悲しみに満ちた表情をされてしまうが、なぜ吸ってもらえると思ったのだろう。

「筆舌に尽くし難い感情をどうすれば……」

「忘れてくれると助かるかな」

　半ば暴走気味のクリスを横目で見てから、アインは窓の外の空を仰ぎ見た。
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　アインの夜は、おおよそ二つのするべきことがある。

　一つは学園の勉強で、もう一つはここ最近、多く任されるようになってきた公務だ。

　行政に関するものや、貴族達からの陳情書……これらはウォーレンが目を通したものしかないものの、だからといって適当に判を押すのは許されない。

　疲れたアインが背を伸ばしていると、扉がノックされた。

「はいはい？」

「失礼いたします」

　丁度休憩をしようかと思ったタイミングで、マーサがアインの執務室へとやってくる。

　時刻はすでに夜の九時で、夜食にもちょうどいい。

「軽食と温かいお飲み物をお持ちしました」

「貰もらうよ。ちょうど欲しかったんだよね……ありがたく頂きます」

　椅子を立ったアインはソファに向かい、湯気を上げる紅茶を口に運ぶ。じん、と、身体の内側から温まってきた。

「もうすぐ十二月ですし、寒くなって参りましたね」

「だね。朝晩なんてほんとに寒くなったと思う」

「そうですね。なのでお身体からだにはお気をつけくださいませ────っとと、そう言えば、陛下から手紙を預かって参りましたので、こちらを」

「うん、ありがと」

　アインの返事を聞いて、マーサは静かに退室していく。さぁもうひと踏ん張りだ、アインはマーサから貰った軽食に手を付けて、気合を入れるため頰を叩たたく。

「手紙を確認しながら食べようかな」

　でも同じ城にいるのだから、口で話せばいいじゃないか。

　書き残すことに意味があるのは知ってるが、ちょっと水臭い。

　何はともあれ、アインは手紙の封に手を伸ばす。恐らく、大切な話があるから手紙にして伝えて来たのだろうが。

「再来週……先代陛下の命日の立ち合い？」

　二週間後、アインに立ち合いを求めるという内容だった。それはシルヴァードの先代の王、つまりシルヴァードの父の命日の際に、アインが共に墓前に足を運ぶこと。

　今までは毎年命日に墓前に行くのはシルヴァードだけだった。イシュタリカ王家のしきたりのようなものらしく、通常は王だけがその場に向かうのだが。

「そろそろ覚えるべきと考えたため、立ち合いを求める……なるほど」

　もう成人も迎えたのだから、今の王であるシルヴァードから学ぶべきことがある。それを隣で見せてもらえるのだからありがたい話だ。

「未来の王……か」

　ラウンドハートに居た頃ころは、こんな大国の王族となるなんて考えたこともない。ただオリビアのために立ち回り、自分のせいで迷惑をかけて申し訳なかった思い出しか浮かばなかった。

　元家族たちは今いま頃ごろどうしているだろうか？

　ハイムとの会談が決まれば、きっとローガスとも再会することになるだろう。

　どのような顔をすればいいのか、今からそんなことで悩んでしまう。

「殺意はない────けど、少しぐらい意趣返しはしたいかな」

　家族としての情も愛も残ってない。

　この感情を、何て言葉にすればいいか分からない。

「グリントは……うん。適度に健康に育ってくれればいいかな」

　エウロでのことや、ラウンドハートの屋敷でのことを思い返せば、この考えは物もの凄すごく甘い。

　だが幼く、そしてあの両親の影響を受けて育った弟には、恨みらしい恨みなんて無いに等しい。

　エウロの時は鬱うつ陶とうしいと思ったりはしたが、それはその時の状況のためだろう。

「とりあえず、未来の王として恥ずかしくないように努めよう」

　この想おもいを胸に、アインは再度机へ向かった。

　後世でアインの治世が評価されなければ、それはシルヴァードやオリビアをはじめとする、家族にも汚点を残してしまう。

　────彼は愚王だった。

　こう評価されることがあってはならないのだ。

「…………」

　不意に、バルトでの事が脳裏を掠かすめる。

　冒険者たちはアインのことを、初代国王に勝るとも劣らない器の持ち主だと言った。

　一方で旧魔王領では、マルコがアインのことをまだ器が定まり切っていない、不安定な状況だと評した。

　王の器とはいかなるものか。

　不思議と頭から離れることはなく、アインの書類仕事の妨害をする。

「再来週、お爺じい様に聞いてみよう」

　現国王のシルヴァードであれば何か教えてくれるはず。頰を軽く叩いて気合を入れ、残る仕事にペンを向けた。







　いつも通りに学園に行き、夜は勉強と仕事をする。

　二週間なんてあっという間に過ぎた。

　灰色の空を望む王家墓所の一角で、シルヴァードが「ほう」とヒゲをさする。

「アインもそのような事を考える歳としになったのだな」

　頰を綻ほころばせて、アインの頭をポンポンと優しく撫でた。

　王太子として立派にやっているが、言葉に出してこうしたことを学ぼうとする姿勢は、シルヴァードにとっても喜ばしい話だ。

「だがその言葉を語るには時間が必要だ。まずは為なすべきことを為す……その後、ゆっくりと語ろうではないか。よいな？」

「勿論です。では先代陛下の墓前に……」

　霧のような細かい雨が降る今日は、少しばかり天気が悪い。

　時刻は昼前。アインが目を覚ました早朝には土砂降りだったため、天気が好転してきているものの、まだ空模様は落ち着く様子がなかった。

　墓石も雨に濡ぬれて、前回とは違った表情をアインに見せている。

「だが大きく育ったものだな。そうした長剣を装備していても違和感がない」

　アインは白と銀を基調にした正装に、胸元にはイシュタリカ王家の紋章を付けている。

　手元には滑らかな布で作られた白い手袋。腰には、ムートンが作って間もない新たな相棒が携えられている。

　平均より身長が高めのアインの身体は、長剣を携えても何ら違和感がない。

「おかげ様で順調に成長出来ました」

「それは何よりだ。……では共に参れ。余につづき、同じ作法で先代陛下に挨あい拶さつをするのだ」

「はい、では後ろで拝見しております」

　墓前にシルヴァードが立って、アインに作法を披露する。

　まずは一礼をし、次に持ってきた供え物を墓前に置く。祝詞のりとのようなものはなく、ただ粛々と一連の流れを進めることになる。

　シルヴァードは口を開かない。

　数分にも満たない短い時間だったが、するべき事を終えたシルヴァードは最後に剣を胸の前で掲げた。

「……これで終わりだ。しっかりと見ていたな？」

「はい、勉強になりました」

「では同様に先代陛下にご挨拶をせよ。……とはいえ、アインが将来することになるのは余なのだがな。はっはっはっは！」

「なんて反応すればいいか迷うんで、勘弁してください」

　長生きしてくれと心の中で祈り、アインは居住まいを正して墓前に向かう。

「ふぅ……」

　亡くなっているとはいえ、相手は先代のイシュタリカ王だ。

　墓前での作法とはいえ、さすがのアインも少しばかりの緊張感に襲われる。シルヴァードの姿を一つ一つ丁寧に思い返す。

「うむ」

　時折聞こえるシルヴァードの声が、問題ないことを伝えてくる。

　少し経たち、最終局面まで進んだ。

（剣を手に取って……）

　最後は黒剣を、胸の前で押し付けるように構える。

　これで終わりのはずだったのだが。

「……ッ!?」

　黒剣が数秒にわたって光ったのだ。

　アインはその理由をすぐに察する。これがムートンの語った能力だからだ。

　ただ、シルヴァードは訳も分からず目を見開いた。

「すみません！　ご説明することを失念しておりました……ッ！」

　墓前に頭を下げた後、アインはつづけてシルヴァードに頭を下げる。

「先ほどの光はなんなのだ!?」

「力のあるアンデッドの素材だと、こうした剣が出来上がるとのことです。先に説明するべきでした……申し訳ありません」

「う、うむ……そうした武器の事は聞いた事がある。次からは先に説明するのだぞ。よいな？」

　どうやら不問にしてくれるようでアインが胸むねを撫なで下おろす。

「確か骨に反応するんだったか？」

「その通りです。どうにも使い道がなさそうな能力ですが……」

「だが一つわかったことがある。ここには我が父の遺骨がしっかりと納骨されている、それは良いことだろう」

　厳重に守られている地のため、わざわざここに墓荒らしが来るとは思えない。だがこうして父が眠っていると分かったシルヴァードは感傷に浸っている。




　間もなく、シルヴァードは「では」と前置きをして話を変えた。

「アインの疑問に答えるとしよう。あまり人前で話すことでもない故、ここで話しても構わんな？」

「はい、大丈夫です」

「何よりだ。さて、王の器であったな？　余にとっての王の器とは『すべての民の生死を司つかさどる』……それが出来る者と考えておる」

「すべての民の生死……ですか？」

「うむ。その意味は多くあるが、例えば近この衛え騎士。彼が剣を振って奪える命と、余の言葉で奪える人の命がある。これは圧倒的に後者の方が多いのだが、その意味は分かるか？」

「近衛騎士は王族の命令によって動くからです」

「その通りだ。余の言葉に間違いがあればその者はただ死すのみ。その生に意味はないだろう」

　堂々とした顔でそう口にするシルヴァードの姿に。

　はじめて聞く考えに、アインはまばたきも忘れて聞き入った。

「王は一人では王にあらず。民の心が離れればもはや王ではない」

「だから、間違えてはいけないと？」

「左様。余は仕える者が居て民が居て、ようやく王である。余は誰だれよりも間違いを犯してはならぬし、人の声に誰よりも耳を傾けねばならん」

　つまり、とシルヴァードが締めにかかる。

「故に────独りよがりな者は、決して王の器にあらん」

「独りよがり……」

「今は大いに悩むがよい。アインにはまだ、多くの時間があるのだからな。さぁアイン……風邪をひく前に中に戻るとしようか」

　シルヴァードの大きな手がアインの肩に乗せられる。

　その手の温かさから伝わる優しさに、アインは小さく頷うなずいてから歩き出した。





◇　◇　◇






　数日後の夕方、騎士の訓練に混じっていたアインは心ここにあらずだった。

　ある、悩みのせいだ。

　悩みと言っても特別深刻なわけではなくて、自分の将来、王としての在り方はどうあるべきかを考えていた。

　シルヴァードは独りよがりは駄目だ、と言った。

　幸いにもアインは英雄と呼ばれ人気が高い。いつも周りには多くの人が居て、一人でいる時間はほぼ無いのだが。

「うーん……」

　呟つぶやきながら、近衛騎士の剣をいなす。

「なっ────くっ、まだまだです！」

　アインは片手間のようだが、それでも手も足も出ない近衛騎士は戸惑う。ウパシカムイを討伐してからまた一段と強くなったアインに、隙が見当たらない。

「でも、初代陛下に憧あこがれての行動って……もしかして独りよがりだったのかも」

　学園での吸血鬼騒動然しかり海龍然り。

　イストでのセージ子爵の件に、バルトでのウパシカムイもそうだ。振る舞いは王太子らしくなかったと言われたらそれまで。反論の余地がない。

　ここでシルヴァードが言った、民の心が離れたら王じゃないという言葉が脳裏を掠める。

「俺の行動が間違いだったなんて思いたくないけど、少し改めるべきなのかな」

「な、何かお悩みのようですが……ッ！　殿下は常に勇敢なお方でございますッ！」

「ありがと。そう言ってもらえると元気が出る」

　ふっと笑いを零こぼしたアインが力を緩めた。近衛騎士はその隙を見逃さず、鋭い剣筋で仕掛けたのだが、不意にアインの姿を見失う。

　近衛騎士は膝ひざの裏に訪れた衝撃により、自然と膝をついた。

「今日も相手をしてくれて助かったよ」

　静かに立ち去る彼の姿を見ながら、近衛騎士は呟く。

「私はなぜ膝を────」

　決め手が分からなかった。

　答えるのはアインではなくて、いつの間にか訓練場に来ていたクリスだ。

「アイン様が後ろから、剣で優しく押しただけです」

「こ、これは団長。いらしていたのですか」

「ええ。アイン様が訓練をしてると聞いていたから。……でも、いつもと違う様子だったみたい。何かあったのですか？」

「詳しくは把握しておりませんが」

　と言い、近衛騎士がアインの独り言を思い出す。

「ですが、独りよがりだったのかもしれない。俺の行動は間違いだったとは思いたくない。こう仰おつしやっておりました」

「アイン様が独りよがり？」

　そんなことはない。

　偶たまに驚かされることを口走ることはあるが、行動するときは周囲の者を納得させてからしてるじゃないか。

　もしかしたら王になることへの重圧に悩んでいるのかも。

　あるいは王になる者しか知り得ない、特別な疎外感に苛さいなまれているのかもしれない。

「私が力にならないと……」

　バルトから帰ってきたアインが何をしてくれたのか。

　それを思い、何が出来るか考えた。

「…………うん、これしかない」

「団長？」

「いえ、なんでもありません」

　彼女は何か思いついたようだが、その詳細は語らなかった。





◇　◇　◇






「……眠れない」

　夜遅くなってから、ベッドに入って二時間程度。

　時折眠くなってくることはあるのだが、それも数分ですぐに覚める。それを何度も繰り返してきたアインは、とうとう深夜になっても寝付くことができなかった。

「少し散歩にでも行こうかな。城内でだけど」

　寝間着を脱いで、近くにあったシャツとズボンを取って袖そでを通した。




　消灯された廊下を歩くたび、靴底と床がぶつかる音が反響した。特殊で異様な雰囲気に包まれた城内を歩き、しばらく経たってアインは目的の場所へと到着する。

「王太子殿下のおなーりー……ってね」

　木の軋きしむ音を立てて、謁えつ見けんの間の扉が左右に開く。

「まぁ自分で開けることなんてないんだけど」

　謁見の間も暗くら闇やみに包まれ、ただの一人もそこにはいない。分厚い絨じゆう毯たんの上を進むと、奥に置かれた、厳威を漂わせる玉座に目を奪われる。隣には王妃が座る椅子もあるが、やはり玉座は格が違う。

　何せ玉座はシルヴァードにしか座ることが許されていない椅子であり、将来アインが座る椅子なのだ。

「……誰が作ったのかな、あの玉座って」

　ふと思った疑問だ。どういった職人が作るのか、はたまた何年物の玉座なのか。

　誰だれに聞くわけでもなく、ただ小さく呟いただけ。アインはそのつもりだったのだが、背後から予想しなかった女性の声が届く。

「玉座は新たな王が即位するときに作られます。なので、アイン様が座る玉座は別のものとなりますよ」

「……説明ありがと。クリス」

　振り返らずにそう返事をした。いつから近くにいたのか分からないが、彼女はきっと、アインが部屋を出たのにすぐ気が付いたのだろう。いつものアインなら気配に気が付いたかもしれないが、今日のアインは一瞬もその気配を感じなかった。

「さすがにお散歩するには場所がよろしくないですよ」

「今日は見逃してくれないかな？」

「さて、どうしましょう」

　小さく笑った後、クリスはアインをからかうように言った。

　クリスには珍しい態度で、アインとしても一瞬呆あつ気けにとられる。だがアインも負けじとからかい返すため、少し考えてから口を開く。

「見逃してくれないと、昔みたいに魔石吸っちゃうよ？」

　いつものクリスならこの冗談に乗ってくれるのに、今日ばかりはその返事が来ない。

「ええ、吸っていただいて構いませんよ。むしろそのために来たのですから」

「え……ちょ、何言ってっ……」

　驚いて振り返ると目の前にクリスが居た。

　息遣いまで分かる、彼女の長い睫まつ毛げ一本一本までよく分かるほど近い。そんな近い場所から、クリスはじっとアインの目を見つめている。

　月明かりに照らされるクリスの姿は、月の女神のように人間離れした美しさを秘めていた。

　目元、鼻筋、口元……そして輪郭。すべてに隙がないそんな美女が、じっと自分の事を見つめている。

「吸っていただいても構いません。……私はそのために来たんです」

「俺の言葉は冗談だよ。変なことを言ってごめんね」

「もう、偶に察しが悪くなるのはわざとなんですか？」

　彼女はそっとアインの手を取って、両手でその手を包み込む。

「アイン様は決して独りよがりなんかじゃありません。その証拠に、私は何があろうとアイン様から離れることはありませんから」

「急に何を──ッ」

「夕方のことを聞いたんです。アイン様はご自身が独りよがりだと、これまでの行いが間違いだったのかもと悩んでいたと」

「た、確かに呟いたけどッ！」

「ずっとずっと近くで見ていた私だから分かるんです。アイン様は決して、間違ってなんかいませんでした。いつも勇敢で、英雄と呼ばれるのに相応ふさわしいお方です。────だから、私の全すべてをアイン様に捧ささげたいんです」

　彼女は言い終わると同時に、アインを見つめた。

「覚えてらっしゃいますか？　先日、アイン様がドライアドとして成人なさった日のことです。私はその日の朝、覚悟ができるまで待ってくださいと申し上げました」

「覚えてるけど、でもそれって！」

「私が捧げられるもので一番の価値があるものです。ですからそれをアイン様に捧げます」

　悩みなんてさっぱり何ど処こかに消えてしまった。

　アインはただ、暴走気味のクリスをどうしようか、そのことだけを必死になって考えている。

「私の魔石はここ……ですから」

　クリスは握っていたアインの手を自分の右胸へと押し当てる。

　彼女が着ているのはシャツ一枚。下には少し硬めの触感があるが、それはきっとクリスの下着だろう。そこに押し当てられたアインの手のひらへと、クリスの柔らかな触感と温ぬくもりが伝わっていく。

　大きめの胸元が、押し当てられた手に沿って形を変えた。

「なっ……なにをして……ッ」

　あまりの事態と緊張で、体を動かせなくなってしまったアイン。

　クリスも同じく大変な状況だろう、そう思って彼女の顔を見てみると、ただ聖母のような表情でアインを見つめていた。

「お分かりいただけるでしょうか。まるで心臓のように、魔石も鼓動を繰り返しているんです」

　アインの手を支えながらも、クリスの手つきは優しく穏やかだ。

　伝わってくる温かな感触には性的じゃない、ひたすらにアインを包み込む優しさがあった。

　彼女の手はアインの指の一本一本から手首へと向かい、肘ひじの近くまで優しく愛情をこめて撫なでつづけた。

「もし吸っていただけなくとも、これを貴方に捧げます」

「捧げる？」

「はい、捧げるのです。……私もアイン様の右胸のところに手を当てて構いませんか？」

「俺の？　うん、それぐらい別にいいけど……」

「ふふっ、ありがとうございます」

　クリスの手が、ゆっくりとアインの右胸にたどり着いた。

「これは私たち、古いエルフに伝わる儀式です。本来は違った意味となるのですが。私を捧げるという意味で、今回はこの方法を使うことに致しました」

　お互いに相手の右胸に手を当てて立ち尽くす。クリスはこのことの意味を語りはじめた。

「エルフの右胸には魔石が宿っています。それをお互いに触れ合うことで、相手への最大級の信頼と情を示します」

「……うん」

「ですから私は誓います」

　クリスが顔を上げると同時に、魔石が大きく鼓動した。

「貴方が病める時も辛い時も、向かう先に死が待っていようとも。私は貴方と共に参ります。この命が尽きようとも、その魂は貴方に寄り添います。……なのでどうか、このことを覚えていてください」

　潤んだ瞳ひとみで見つめられ、強い熱と心が伝えられた。

　貴方は一人じゃありませんと目で訴えかけ、自分という存在が傍に居ることを強く知らせた。

「王になってからだって、私はずっと傍に居ますから」

　微笑ほほえむクリスに、アインは見み惚とれた。

　なんて綺き麗れいな顔で笑うんだろう、とため息すら漏れる。

（ほんと、クリスはいつも助けてくれるんだね）

　何があろうと、絶対に傍に居てくれる。

　彼女に対してはそれを確信できて、これからも共に多くの困難を乗り越えられるという自信があった。




　────しかし。

「クリスにそう言ってもらえて本当に嬉うれしかったよ。でも、急にどうしたの？」

「……はぇ!?」

　確かにアインは悩んでいたが、クリスが胸に手を置かせるほど追い詰められてはいない。

「ア、アイン様は悩んでたんですよね!?　王になることへの、常人と違う生き方への疎外感もそうですし、重圧がお辛かったんじゃ……ッ!?」

「俺が悩んでたのはそうじゃなくてさ」

　悩みの理由は、王太子らしからぬ行動についてで、そこまで深刻ではない。

　初代国王に憧あこがれての行動だったが、もう少し改めるべきだったのかな……と、アインはその思いをクリスに告げる。

　すると、クリスの顔が真まっ赤かに上気して、両手で顔を隠してしゃがんでしまった。

「私の早とちりだったってことなんですね……」

「いや、あの……俺はクリスにああ言ってもらえて嬉しかったからさ、ほら。本当に心が温まったし、また頑張ろうって思えたから！」

　その声に、クリスは指の隙すき間まから潤んだ瞳をのぞかせた。どうやら月の女神様クリスは、恥ずかしさが限界に近い模様。

　アインはしゃがみこんで、クリスへ手を差し伸べる。

「よかったら、眠くなるまで話そっか」

「ダメです……恥ずかしくて限界ですもん……」

「俺は今すごく嬉しいから、この気持ちを共有したいんだけど」

　何はともあれ、クリスの献身はアインの心に届けられた。

「こんなに支えてもらってるんだ。ただの憧れで済ませるなんて……嫌になっちゃったよ」

　明確にこんなことを考えたことはなかった。

　今のアインは心の中で、初代国王を超えたいという強い野望に駆られる。

「えっと、憧れですか？」

「初代陛下の事だよ。目標はもっと高くって言うのかな」

「……高く？」

「なんでもない。ほら！　いいから眠くなるまで相手してよ！」

　クリスは少しの間をおいてから「が、頑張ります！」と羞しゆう恥ち心しんを抑えて健けな気げに答えた。彼女はアインに手を引かれて立ち上がり、二人は謁えつ見けんの間を後にする。




　さて────今までの様子は、玉座の奥の小部屋にいた二人の男にも確認できた。

　二人は元から小部屋で語り合っていただけで、アインとクリスの会話に聞き耳を立てようと思っていたわけではない。

「頼もしいことであるな。ロイドもそう思うであろう？」

「はっ、アイン様の専属になって正解だったかと」

「うむうむ。余も大満足である。……が、一つ思ったことがある」

「と、いいますと？」

「クリスのしたことはその……つまりはアレであろう？」

　呆あきれたような、観念したような……あるいは見守るかのような表情の顔だ。

「アインは意味を理解しておらず、クリスも違った意味合いとして使っていたようだ。だがそれでも全すべてを捧げると口にしたのだ」

「そうですなぁ。アレは古いエルフの儀式で、真の意味を知る者は少ないと思いますが」

「随分とませた王太子であるな……まったく」

　苦言を呈しながらも、顔に浮かぶ喜びは隠せなかった。
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　翌朝、アインは騎士の訓練所に居た。

　先に居たロイドを見つけ、アインはその隣に駆け寄る。

「これはアイン様、こんなところで会うとは珍しいですな」

「おはよ。今日も参加していい？」

「勿もち論ろん構いませんが、登校の時間が近いのでは？」

「ちょっと用事があるから、今日は休むことにしたんだ」

「なるほど……そういうことでしたか」

　そう口にするロイドには、昨晩の謁見の間での光景が思い浮かぶ。

　アインは前に進もうとしている、そう感じたロイドは一つの提案をする。

「よろしければ、私がお相手いたしましょう。近頃のアイン様の目覚ましい成長に対し、近この衛え騎士ではもう相手にならないでしょうから」

　アインが立ち合う相手がロイドに決まったところで、ディルがやってくる。

「これはこれは、アイン様ではありませんか。おはようございます」

「おはようディル。実はこれからロイドさんに相手してもらうところなんだ。体動かしたくなっちゃってね。悪いけどロイドさん借りてもいい？」

「いいもなにも……勿論でございます。こんな父で良ければどうぞご自由に」

　こんな父と言われたのが不満そうだったが、アインの手前その気持ちを抑えるロイド。

　少し不服そうにしながらも、訓練用の木剣を見繕った。

「アイン様。剣はなにを使いましょうか？」

「……じゃあ今日はこれを使おうかな」

　ロイドがいくつかアインに見せて、アインはその中から一本の剣を手に取った。

　それはアインの新たな相棒と同じくロングソードだ。ムートンが作った黒剣とは勝手が違うが、その中でも似ている剣を選び取った。

「いきなりロイドさん相手だときついからさ、何人か相手してからでいいよね？」

「当然です。……実は最近、私の方でも体を動かしておかねば、アイン様の相手は辛い時がありましてなぁ」

「なに言ってんのさ。そんな素振りなんて見せない癖に」

　笑顔で駆けていくアインの背を見送ってから、ロイドは神妙な面持ちでディルに言う。

「……ディル。お前が私の相手をしろ」

「はい？　構いませんが、急にどうされたのですか」

「高い質の訓練をしておかねば、万が一があり得るかもしれん」

「アイン様に怪け我がをさせてしまうと？」

　それは大問題だ。ディルはそう思って、急ぎ支度へと移る。

「……私が怪我をしないようにだ。何やら今日のアイン様は、憑つき物ものでも落ちたように別人に見える」

　支度をしているディルの耳には、そのロイドの声が届くことは無かった。




　数十分後、訓練所の中央に二人は居た。

「いつも通りの一本勝負です。準備はよろしいですか？」

「大丈夫、いつでもいいよ」

　防具へと攻撃を当てれば勝ち。それ以外の部位への攻撃は禁止となっている。

「ディル。お前が審判をするのだ」

「ええ、分かりました」

　アインはその声を聞きながらも、ある万能感に身をゆだねていた。

　いつも以上に身体からだが軽い。

　近衛騎士を相手にした模擬戦だって、呼吸をするように勝利をおさめられた。それは、近衛騎士たちが驚き、自身の腕前を疑うほど圧倒的に。

「ん……あれ？　アイン様のお姿が」

「気が付いたか」

　目の前に居るのはアインのはずだ。だというのに、何かの違和感を覚える。

「私はこの違和感の正体を確かめねばならん」

　歩き出したロイドが腕を上げる。

　間もなく、試合の開始をディルが告げた。

「はじめッ！」

　ロイドが立つ場所へと一気に距離を詰め、アインが大きく剣を振るう。

「大振りですなァッ！　それでは何も怖くないッ！」

　いつものアインは、もう少し丁寧に事を運ぶ。いきなり大振りなんて真ま似ねはせずに、言い方を変えれば慎重に事を運んでいる。

　だが今日のアインは違い、大胆さがあった。

「でも両手で防御した。意外と軽くはなかったってことだッ！」

　手、足、肩、胸。攻撃する箇所を何度も変えて、アインは毛色の違う、多くの攻撃を放つ。ロングソードを使うというのに、器用な剣捌さばきには近衛騎士が惚ほれ惚ぼれとしていた。

「何のことやら！　ですがやられっぱなしは嫌いでしてなッ！」

「くっ……重ッ！」

　ロイドとアインの体格には大きな差がある。体重差もあってか、アインはロイドのように大振りの一撃を受け止められない。

　それにロイドの力の方が強いのだ。

「よくぞ受け止めた！　まだまだ行きますぞ！」

　大柄のくせに速い剣捌き。剣が空を切る音が訓練場に響き、その苛か烈れつさを物語っている。

「ふんっ……ふんッ！」

　思わず、近衛騎士が不安を抱く。

「あれって大丈夫なのか……？」

「さすがに危ない気がするが……どうしたものか」

　一方で審判を務めるディルは、違う印象を抱いていた。

「……アイン様は受けきっている。父上の攻撃のすべてを苦労しながらも、すべて反応している」

　時折危ないときもあるが、受け止めている事実が衝撃的だった。

「ぬ、ぬぅ!?」

　それ見たことか、ロイドが攻め手を欠いていた。

「やっぱりロイドさんはすごいよ。こんなに力強くて、まだ底が見えない」

「……受け止めておいてその言葉は厳しいですなぁッ！」

　アインは不思議と息切れせず、ただ冷静に剣を受け止めた。

　心なしかアインの視線、その先にはロイドが居ないように感じられる。

「アイン様……もしや貴方は、これ以上を求めていらっしゃるのですか？」

　唐突に、ロイドが剣をそっと下ろした。アインと距離を取って、アインの顔を若干心配そうな表情で見つめる。

「……お願いしたら、見せてくれるの？」

「くく……はっはっはっは！　アイン様、それは難しい話ですな！　いくら頼まれようと──」

「じゃあロイド、命令ならいいのか？」

　訓練所の空気が固まった。

　時間ごと冷凍されてしまったかのように、空気すらも冷えてきた錯覚を覚えるほどに。

「その言葉の意味が分からないわけではないでしょう？　向上心は良いことです。しかし過ぎた興味は、御身にお怪我をさせることになるでしょう」

　鋭い眼光と迫力に満ちた声色。先ほどの疲れはなんとやら、剣を振り上げて肩に載せるロイドを見て、ディルは気が付いた。ロイドの振った剣の音、それが一瞬遅れて聞こえてきた。

　目に見える以上に速さに溢あふれているのだろうか、父が起こしたその現象に目を奪われる。

「今日はこのぐらいにしておくべきかと。ですがアイン様は打ち込みが足りていない様子。最後に一本、私が受け止めて差し上げます。それでどうかご了承を」

　そう口にするロイドも、内心では熱く燃え滾たぎる情熱と戦っている。

　目の前に立つアインは、本当に自分が知るアインなのだろうか。精神的に一皮むけはじめているのはわかる。だがそれだけで、ここまでいつもと違った様子になれるものか

「一本？」

「ええ、一本です。今のアイン様の全力、それをこの私が正面から受け止めて差し上げましょう」

「……感謝するよ、ロイドさん」

　剣の握りを何度も確かめて、アインは軽く素振りをする。

　一振り一振りとつづけていくうちに、その素振りの音が変化していった。一振り目はいつものアインだった。二振り目はそれに少しの音が加わった。さらに三度目になれば、訓練の時のロイドが奏でるような音に近づく。

　そして四度目のことだった。

　アインの素振りが、音をおいてけぼりにした。

　こんな現象に心当たりなんてない。ただ素振りを繰り返すだけで、それが数回程度なだけで成長するものだろうか。成長？　いや、これでは進化だ。

　ついに五度目の素振りがされることはなかった。

　もし五度目があったならば、それはどんな領域に踏み込むのだろうか。そんなことが楽しみになるほど、ロイドの心は強く躍り始める。

「さぁアイン様……どうぞお好きな時に」

「うん、分かった」

　────すぅ……はぁ……。

　鼻から新鮮な空気を送り込み、体中へとそれを巡らせる。細胞の一つ一つが活性化をはじめるように、腕に多くの血液が流れ込むのを感じた。

「どうぞ、ご存分に」

　アインは剣を右手に持ち、脱力するかのように斜めに下ろす。そしてゆっくりと一歩、地面を踏みしめるように歩を進め……アインは少しずつロイドに向かってきた。

　徐々に手に持った剣が上を向きはじめ、その先の存在に振り下ろすための動作に移る。あくまでもゆったりと、そして無駄な力が入っていないような脱力感を持ち独特のリズムで。

　が、最後の数歩は目にもとまらぬ速度だった。

　目で追えていたロイドだったが、一瞬面くらってしまったのは仕方ない。アインが振り始めた剣に合わせて、重心を低くして防御の姿勢をとる。

「アイン、様……っ!?」

　そのアインの姿は、ディルにとって既視感に溢れた動作だった。

　この土壇場になってエウロから帰る時のことを思い出す。赤狐の木彫りの置物、それに反応したデュラハンの一振り、その時の動作とまさに瓜うり二つに見えたのだ。

「くっ……ぬぅ……ッ!?」

　ついに振り下ろされた剣は、真正面で構えるロイドの防御を揺らす。

　正面切ってのぶつかり合いだったが、アインを中心に、何か爆発したかのような衝撃が発生する。

　一瞬の後、その一帯へと大きな怒号……例えるならば、金属が引き裂かれるような。そんな衝撃音が響いた。

　ロイドは服の下では、下半身に多くの血管を浮かべ、強く力んで必死に耐えている。足の裏から脹ふくら脛はぎ、膝ひざを通って太ももに力を張り巡らせた。

　大地の力を借り、練り上がった力が膂りよ力りよくとなった。

　だがどうだ。

　その膂力をも容た易やすく上回り、アインの力のせいでロイドは後退していくではないか。

　数秒の間をおいて、その衝撃は終わりを迎える。

「……今のがきっと、俺の全力だと思う。あとごめん、訓練用の剣、壊しちゃった」

　剣は壊れているように見えない。

　だがアインが地面に下ろすや否や、細かく砕け散った。

「ディル」

「は、はっ！」

「悪いけど、片づけを頼んでいいかな？　この後お爺じい様と少し予定があるから、食事もだけど身支度があるんだ。自分がしたことなのに申し訳ないけど、任せてもいい？」

「え、えぇ……勿もち論ろんでございます。ですが……っ！」

　先程のはなんだったのか、その説明をしてほしかった。だがアインは、満足そうな顔をして額に汗を浮かべている。

　そんなアインの姿を見ると、これ以上尋ねることが憚はばかられた。

「ロイドさんもありがとう、おかげで少し良くなった気がする」

「ふ、ふふ……それはなにより、ですな」

　訓練所に、アインが立ち去る足音が響く。

　後姿が見えなくなってから、ロイドが脂汗を浮かべて言う。

「すまんがディル、私は仕事を休もうと思う。それと、もう一つ頼みごとがある」

　ロイドはすぐに自分の要求を口にしだす。どうにも強引なロイドの姿に、ディルは若干狼狽うろたえてしまった。

「すまんがバーラ殿のところへと連れて行ってくれんか……右肩が砕けているやもしれん」

　脂汗を浮かべたロイドに対し、ディルは信じられないという様子で目を見開いた。
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　アインはシャワーを浴びてから朝食をとった。

　それからとある用事のため、身支度と心の準備をした。珍しく王家の紋章が入った装いに身を包んでから、髪の毛も併せて整えた。

　城内を歩くアインには、いつもと見違えるだけの気迫があった。

　給仕は挨あい拶さつを忘れ、執事は思わず立ち止まり、騎士は自然と頭こうべを垂れた。

　アインはやがて彼らの視線が届かない、静かな通路に差し掛かる。一度だけ見張りの騎士とすれ違ったぐらいで、後は人っ子一人いない静かな空間だ。

　窓の外から小鳥のさえずりと、木漏れ日が差し込んで穏やか。

　通路の奥、王家墓所へつづく出入り口の前に、シルヴァードが立っていた。

「もしかしたらやってくるのでは、と思っておった」

「すみません。みだりに足を運ぶような場所ではないと思ったのですが」

「よい。その顔と姿を見れば分かる。足を運ぶことに何か重要な意味があるのだろう？」

「────はい」

　アインは昨夜のクリスの件を踏まえて、一つの意思表示がしたくてここに来たのだ。

「思うところがあって、初代陛下の御前に参ろうかと」

「唐突であるな。先日の余の言葉に、何か考える事でもあったのか？」

　するとアインは静かに頷うなずく。

「大きな変化があったわけじゃありませんけど、俺の歩んできた道は間違いじゃなかった……って思えるようになったので」

「ほう」

「だからそのためにも、憧あこがれていた初代陛下のところに行きたいのです」

「そう思えるだけの何かに気が付いたのだな」

「……ええ」

「よいことだ。それに気が付けることこそ、余が申した王の器の一端である」

　口角を上げたシルヴァードが歩き、アインの前に立つ。

「初代陛下のようになるなんて、余にはできなかったことだ。尊敬の念を失ったことは片時もなかったが、余は初代陛下と幾度となく民から比較され、絶対に勝てない相手として妬ねたんだこともある」

「お、お爺様!?　そんなことを言っては……ッ」

「うむ。だから余とアインの秘密だ。誰だれにも言うてはならんぞ？」

　彼は人差し指を立てて、唇に押し当てる。

「当然だが、ララルアも初代陛下を崇あがめておる。余は妻にそうまで尊敬される初代陛下に、いくつかの悪感情を抱いたのだ。偉業は数知れず、余には追い付ける気がしない。……だが、アインならば初代陛下のようになれるのだと、不思議とこう考えてしまうことが何度もあった」

　シルヴァードは最後にアインの肩をぽん、と叩たたいて歩き出した。

「墓所で失礼のないようにするのだぞ」

「は、はい！　承知いたしました！」

　突然の吐露に困惑しつつ、アインはシルヴァードに感謝した。

「……っと、アインに伝えることがあったのだ」

　不意に立ち止まったシルヴァードは懐を漁あさり、小さな紙を取り出した。

「急な話ではあるが、数日後に行ってほしい場所がある。元セージ子爵の領地に、少しばかり行ってきてもらいたい。あの地はまだ新たな領主が決まっておらず、我ら王家の直轄領となっておるからな」

「ということは、視察みたいなものですか？」

「みたいなものというよりも、まさに視察となる」

「公務なら仕方ないですね。お土産でも買ってきますよ」

「うむ。美う味まい砂糖菓子があるのだ。多めに頼む」

　最後は締まらない会話だが、これも悪くない。

　シルヴァードの足音が聞こえなくなったところで、アインは王家墓所への扉に手を掛けた。







　先日と同じく、この場所には厳かな空気が流れている。

　統一国家イシュタリカ。比肩する国のない最強の大国を率いていた歴代の国王たちは、たとえ初代国王に劣ると言われていようとも、例外なく名君に変わりがない。

　初代国王の墓前まで登り、アインは口を開く。

「急にやってきてしまい、申し訳ありません」

　くしゃり。

　柔らかな芝生を踏む音だけが聞こえ、そのほかの騒音なんてものは何一つ届くことがない。それどころか、自らの呼吸音が最もうるさく感じる静寂だ。

　──じゃあ、はじめよう。

　頭を下げてから、用意していた供え物を捧ささげる。シルヴァードから教わった作法を滞りなく進めていき、最後は胸元に黒剣を運ぶ。

　剣身は一切の陽光を反射せず、漆黒の躰からだを晒さらしていた。

「……よしっと」

　一連の流れを終えたアインは、間違いがなかったことにほっと息を吐く。

　胸元に当てていた黒剣を下ろして一礼した。本来であればここで立ち去る流れだったが、今日のアインには用事がある。

　初代国王の墓石に対し、覚悟を決めて語りだす。

「俺は貴方に憧れていました」
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　過去形だが、これは気持ちの変化ゆえだ。

「今でも尊敬する凄すごい方ですが──貴方に負けたくないって思ったんです。貴方を超えたいって思ってしまったんです」

　墓石は何も答えず、アインの声だけが響く。

　しばらくの間、彼はじっと立ち止まって墓石を見ていた。自分の言葉を聞き、初代国王はなんて思うだろうか。不ぶ躾しつけな子孫だと怒ってるだろうか。

　けど、アインは言葉を撤回するつもりがなく、澄んだ瞳ひとみを墓石に向けた。

「……不肖の王太子ではありますが。これで失礼します」

　もう一度頭を下げてから墓前を離れる。だが、数歩進んだところで違和感を覚えた。

　先ほどの作法の中で何か、おかしな点があった気がしたのだ。

「ちゃんと供え物を置いて頭も下げたんだけど、あれ？」

　何かを見落としている気がした。

　でも確実に不備はなく、最後までその儀式めいた所作を終えたはずだ。だというのに、先日と違う気がしてならない。

「うん、うん。最後はしっかりと剣を胸に当てて……当て、て……」

　一連の流れを思い出して、気が付く。

　──まさかね。と。

　慌てて振り返って墓前に向かい、息を整えた。

「初代陛下……ジェイル様。失礼致します」

　剣を掲げることだけを再度行いたい。

　この強い欲求を何とか抑え、一からやり直した。

　だが先程と違って無心ではいられない。それどころか、困惑した心を抑えられなかった。心なしか急いでしまったアインは、すぐに最後の剣を掲げるところまで進んでしまう。焦ってしまったことをジェイルの墓前に詫わびながらも、剣に手を伸ばした。

「よし」

　じっと墓前を見つめながら、いつもより荒い呼吸で剣を持ち上げた。

　少しずつ胸に近づく剣と墓前……それを同時に見ながらも、最後は剣を睨にらみ付けるように見つめていた。

「剣が……光らない」

　先代国王の墓前では確かに光った。なにせそれがこの剣の特別な能力なのだから、むしろ光るのが当然なのだ。だがどうだ？　この墓前、初代国王ジェイルの墓前は一切光らない。

　では、これが意味することはいったい何だ？

「何だも何もない。ジェイル様はここにはいない、そういうことだ」

　前は先代国王の墓前で剣を掲げたが、初代国王の墓前では掲げなかったので分からなかった。なぜ初代国王の墓前で剣が光らなかったのか、不思議でしょうがない。

「別の場所に埋葬？　そんなの聞いた事がない。もしそうなら、お爺様が教えてくれるはず」

　第一そうする意味があるのだろうか。アインは必死になって考えた。

　漠然とした思いの中、ぼーっと、ジェイルの墓へと目を向ける。

　すると一つの文字が気になってしょうがない。

「愛する祖国に眠る？」

　よくある話だ。墓前にそうした文字を彫って、そこに来た者へと想おもいを伝える。別に特別じゃない。だがその文字だけが、アインの興味を強く惹ひき付ける。

　不意に、魔王城に居た騎士の言葉が脳裏をよぎった。

『え、ええ。ですので私がイシュタリカ王家に尽くす。それは当たり前の事ではないかと』

　確かに聞いた。

　ああ、確かにこの言葉を聞いているのだ。

「マルコ。もしかして貴方は……ッ」

　心がざわついた。

『みんな仲良くしなきゃダメ、って口を酸っぱくして言われてたらしいよ』

　確かアインは、こんな言葉も口にした。

「初代陛下の言葉……戦いを仕掛けてはならない……これは偶然？　偶然にしては出来すぎてる」

　やがて、確信にたどり着く。

　今日に至るまで誰一人として知らなかったイシュタリカの、初代国王の秘密に。

「ねぇ、初代陛下。貴方にとっての愛する祖国って────」

　音を立てて、アインの黒剣が芝生の上に転げ落ちる。








忠義の騎士









　王家墓地での一件から数日が経たつ。

「元セージ子爵の領地のことね？　今は王家預かりになってるはずよ」

　クローネの執務室でいつも通り仕事中だった彼女に近寄って、アインは視察についての相談をしていた。いつもながら唐突にやってくるアインだが、彼がやってくることはクローネにとっても嬉うれしく、それを強く指摘することはない。

「みたいだね。せっかくだから、いい経験だと思って行くことにしたよ」

「素晴らしい心がけですわね、王太子殿下」

「でしょ？」

「それじゃ日程の調整を……って、あら？」

　手帳を開いてすぐ、クローネがどうしようかしら、と考え込む。

「あれ？　どうかしたの？」

「その日はオリビア様も予定があるの。アインは休日だったから、私もその手伝いとして向かうことになってたんだけど……」

「ってことは、俺とクローネは別行動ってことか」

「ご、ごめんなさい！」

「大丈夫だよ。それに相手がお母様なんだから、クローネも断るなんてしたくないでしょ？」

　彼女は物悲しい表情をしてしまうが、内心もその通りだ。

「でもそれって、クリスもお母様の方に付いていくってことだよね？」

「……聞いていないけど、多分そうかもしれないわ」

　つまり連れて行けるのはディルのみということだ。

　しかし、今回は都合がいい。

「ディルと一緒に行ってくるから大丈夫。別にただの視察だから心配しないで」

「……本当にごめんなさい」

「別に気にしてないって、大丈夫大丈夫」

　アインはそう言ってクローネの頭を軽く撫なでた。

「もう、髪の毛が乱れちゃうわ」

「はいはい、そうだね」

　ただクローネも不満を口にするならば、もう少し表情に気を遣うべきだった。
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　視察当日のアインは、早朝に王都を発たった。

　目的地まで王都から五時間ほどの道のりを進み、例の子爵が治めていた地域に到着した。セージ子爵の領地だった場所は、農業に長たけた地域で、多くの農作物に溢あふれた地域だ。王都では見られないような、数多くの出店。床に布を敷いて、その上に商品を並べる簡素なつくりだが、そうした温かな雰囲気をアインは好ましく感じた。

　王太子の視察を楽しみにしていた農民たちは、息を吸う暇もないほどに声を上げていた。

　田園風景が周囲に広がる街の中で、ディルが疲れた様子で言う。

「なんというか、クローネ殿はいつもこのような仕事を？」

　視察も佳境、時刻ももうすぐ夕方となる頃ころに、とうとうディルが音を上げそうだ。

「うん、いつもそうしてくれてるよ。俺もたまに手伝うけど」

「な、なるほど」

　近この衛え騎士として、そしてアインの護衛として多くの事を学んでいたディルだ。

　それでもクローネが普段こなしていた仕事は、彼にとっては随分と荷が重かった様子で。

「クローネ殿のお力を、強く実感した次第でございます。やはり私は、剣を振るしかできないみたいで……」

「いやいやそんなことないってば。クローネがウォーレンさんみたく凄すさまじいだけだよ」

「あぁ……こんなにも夕日は美しいというのに、私の力不足がありありと」

「……今日のディルは詩人だね」

　だがディルが口にするように、この地の夕日は美しい。

　近くに見える黄金色に輝く穂。それが時折吹き寄せる風に靡なびき、赤い夕日と相まって幻想的な風景を作り出す。

　広がり続ける作物の匂においと、肥料や土の香り。そうした独特のアロマが鼻び腔こうをくすぐり、気持ちを穏やかなものとしてくれた。

「頼んでおいたお土産はどうかな」

「ついさっき、近衛騎士が列車に積み込むところをこの目で」

「ん、それならよかった」

「そろそろ、我々も水列車に戻りますか？」

「うーん……」

　そろそろ時間か、ディルは反対するだろうなあ、とアインは乾いた笑みを零こぼす。

「でもやらないわけにもいかないし」

「はい？　何か仰おつしやいましたか？」

「なんにも。それじゃ水列車に戻ろっか」

　日帰りの視察にしては距離が遠い。

　だから、水列車内で一夜を過ごす予定が組まれている。

　公務とあって王家専用水列車に乗ってきたため、アインも近衛騎士も、皆が一夜を過ごすのに何不自由のない用意があった。




　水列車内に入ってから、ディルが言う。

「これにて本日の日程は終了となります。明日の朝はこの地を発ち、昼過ぎに王都着の予定です」

「分かった。無事に終わって何よりだったね」

　ディルにそう返事をして、アインは窓の外の風景に目を移す。

　穏やかで、心の奥底にぐっとくる美しい景け色しき……それがどこまでも広がっている。

「何かありましたらお呼びください。では、私はこれで」

　確認が終了したディルが頭を下げて、アインの傍から離れていこうとする。

　アインはそのディルの仕草を見て、懐ふところから一枚の手紙を取りだした。

「王家からの手紙なんだけど、これを運転士の人に渡してきてくれる？」

「承知いたしました。直ちに手渡して参ります」

　王家から運転士に手紙と聞き、ディルは中身に興味を抱く。

　しかしそれ以上のことは考えなかった。

　内容はやがて、ディルが知らない計画を開始するための布石だったが、アインの言葉を何一つ疑わずに頷うなずいた。

　アインはディルの背中に「ごめんね」と小さく呟つぶやく。

「良かった。クローネとクリスが居たら、こんな作戦は通用しなかっただろうし」

　彼女たちなら確実にその内容を聞いてくる。

　なぜ自分が知らないのと、強く詰問してくることだろう。

「ディルの忠誠心を利用するみたいで、心苦しいけど」

　深くため息をついて、そうした自分の行いを懺ざん悔げする。ディルはもうすぐ運転士のところへと到着するはずだ。そうなれば王家……いや、アインが書いた手紙が届けられ、アインの指示したことが行われる。

　ディルになんて言われるか、それを思えば、さすがのアインも気が気でない。

「いっそのこと鍵かぎ閉めて拒否もあり──じゃないな」

　自分のすることなのだから、最後まで責任を取ろう。そう心に決めた。

　ガタン、ゴトン。

　不意に列車が動き出す。

「うん、ディルがしっかりと届けてくれたみたい」

　ゆっくりと進み始めた王家専用列車。

　窓から見える風景が、少しずつ少しずつ移り変わっていく。

　日の沈み込む方向とは真逆、すでに暗くなり始めた方向に向かって、吸い込まれるように列車が進みはじめていた。

「そうなれば、次に起こるのは」

　──ドンドンドンッ！　ドンドンドンッ！

　アインが乗る車両の扉が、強くノックされた。

「アイン様っ!?　これは一体どういうことですか……ッ!?」

「とりあえず入ってきていいよ。中で話そう」

　いつも通りの抑揚で言われたディルが、慌てて車両内に飛び込んで来た。

「な、なぜ車両が動き出しているのですか!?」

「手紙にそう書いてあるからだよ」

「やはり先ほどの手紙……王家と言ってましたが、内実はアイン様の手紙だったのですね？」

　あははー、とヘラヘラ笑って茶を濁そうとするが、さすがのディルもそれは見逃してくれず。

「ご説明を！」

　ずいっと近寄り、いつもより数段厳しめの表情を浮かべた。

「王太子として調べなきゃいけないことができた。だからバルトに向かう」

「バ、バルトにですか？　陛下は御存じなんですよね？」

「言ってないよ。言ったら止められるからね」

　ディルはガクッと項うな垂だれて両手で頭を抱える。

「止められるような調べごとなのですね」

「そんなに落ち込まないでよ」

「いえ、どちらかといえば呆あきれてると言いますか」

「あ、それと先に伝えておく。調べることはバルトに着いたら教えるから、それまで我慢してね」

　饒じよう舌ぜつな語りから、計画的犯行である事が良く分かった。

「考えてみたらディルが一番信用できたんだ。他のみんなを信用してない訳じゃないし比べる訳じゃないけど、一緒に来てもらうならディルだなって思って」

「……わかりました」

　本当はいけないことと思いつつも、ディルは今の言葉に喜んでしまった。

「ここからバルトまでは半日以上かかります。到着は明日の日が昇る前だと思いますよ？」

「だろうね。でも、着いたらすぐに動きたい」

「朝を待たずにですか？」

「そ。王都に早く帰らないといけないしね」

「暗いうちに動かれると……かしこまりました」

「止めないの？」

「もしも止めて止まるお方なら止めています。制止したという態度ぐらい見せるべきかもしれませんが、私を一番に信じると言ってくださったのですから、私もその期待に応こたえたく存じます」

　それから間もなく、ディルは車両を移った。

　アインは彼を見送った後で、唐突に強烈な眠気に襲われた。
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　気が付くとそこは、穏やかな緑と暖かな空気に包まれた場所だった。

　辺りを見渡してみると、柔らかな風が吹き抜ける草原で、アインはそこにただ一人で横になっている。周りに比べて少し高い丘の上、一本だけ生えた木の根元にだ。

　夢だろうか。

　自分は確実にベッドで横になった。そして列車はバルトを目指して進んでいる予定で、こんな暖かな陽気に包まれた場所には来ないはず。

　だがこの風景には見覚えがあった。

「あぁそうか。ここって」

　以前、エルダーリッチが自分を膝ひざ枕まくらしていた際に居た場所だ。

「起きたのか」

　芝生を歩く音と、低い声が届く。

「……貴方あなたは？」

「察しの悪さは血縁のせいか？」

　黒いシャツに黒いズボン。どこまで黒いんだコイツ、と思いながらも髪の毛は長めの銀髪をしている男だ。男は軽くため息をつきながら、銀色の髪をさっとかき分ける。

　男性的ながらも、どこか憂いを帯びた女性のような顔立ちは、服装のせいでわからなかったが覚えがある。

　古いエルフの本にあった、デュラハンの顔だ。

「ようやく気が付いたらしいが、理解が遅いのが気に入らんな」

　アインが答える前に、背後から女性の声がした。

「ちょっとあなた、こんなところでも小言を言うの？」

　今の声にアインは覚えがあった。

　振り返るとそこには、顔の半分が隠れる程の漆黒のローブに身を包み、横には大きな杖つえを浮かせた女性の姿がある。

「別に目くじらを立てるようなことではないだろうに」

「だったら小言を言うこともないと思うわよ。……ごめんなさいね、アイン君。私は近くで見てるから、頑張って」

　そう言ってから、彼女は少し離れて立ち止まった。

　すると何もない場所へとテーブルと椅子を取り出して、優雅な動きで腰を下ろす。つづけて被かぶっていたローブから顔を出すと、黒曜石よりも黒く、艶つやめいた美しい髪が広がった。

　披露されたその容姿は憂いを帯び、艶美さを隠すことのない佳人だ。

「もしかして、エルダーリッチ？」

「ミスティのことを言ってるのなら、俺がいるんだから当たり前だろうに。こっちを見ろ、はじめるぞ」

　デュラハンが大きな長い剣を取り出して、アインに向かって投げつけた。

「急に出てきてはじめるぞって言われても……」

「なんだ、不満か？」

「不満で当然だと思う。むしろ、俺の身体からだが奪われたのか心配なぐらい」

「別に身体を奪う気はないから安心しろ。ただ明日のため、稽けい古こをつけてやろうとしてるだけだ。あと俺のことはラムザでいい」

「……ラムザさん？」

「ああ、それでいい」

　おもむろに、ラムザが指をパチンと鳴らす。一瞬アインの身体が光り、全身が黒い甲かつ冑ちゆうに覆われた。

「貸してやる」

　開いた口が塞ふさがらないが、アインは全身を確認してみる。

　間違いない、これは本にあったデュラハンの鎧よろいだ。

「防具は重要だ。たとえこの世界で死ぬことがないとしてもな」

「……いや、意味が分かりませんけど」

「見るに堪たえない剣技を少しは見ることができるように磨いてやる。そう言ってるんだ」

「いやいやいや……ッ！　俺の剣を見てくれるってのは嬉うれし──身体を奪わないでくれるなら嬉しいですけど、稽古をつけてくれる理由が分からないんですってば！」

「別に、アイツのことは力ではなく、技で倒してやって欲しいだけのことだ」

　アイツ？

　疑問に答えは来ず、ラムザは何もないところから大剣を生み出し、構えた。

「ちなみに、ラムザさんの防具は……」

「付けても意味ないだろう？」

「いやでもさっき、防具は重要だって言ってましたよね」

「はっ！　児戯程度の剣では届かないだろうが」

　さすがにカチンと来た。

　ラムザが投げつけた剣を手に取って、何度か握りを確かめる。

「貴方がどれだけ強かったのかは知らない。だけどさ、そうやって人を馬鹿にするのだけはッ！」

「あの人ね、海龍を真っ二つにするぐらいはできるわよ？」

　────あ、へぇ、そう。

「ご指導、よろしくお願いします」

「ん」

　そりゃ自分の剣技なんて児戯に等しいさ。

　アインは素直に頭を下げて教えを請う。

　なんでここに呼んだのか。何をさせたいのか。

　質問はいくらでもあったが、とりあえず稽古を付けてくれるとのことだったので、その質問は後ですることにした。

　海龍を真っ二つにするという力……それを目の前で見たいという興味が勝ったのだ。
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　王家専用水列車がバルトに進みだしてから数時間後、遂に、王城へとその連絡が届けられた。

　そんなことは知る由もないカティマは、城の地下室で机に向かっていた。本を片手に、もう一方の手に持ったペンを紙に滑らせて、これまでに分かった事をまとめていたのだ。

「前提として、魔物化についてはこんな感じかニャ」

　まずはアインの成長の仕方について。

　彼は一般的な魔物と同じく、他種族の魔物を食べて力を得た。これは人間には到底不可能なことであり。

「そして、異人種にも不可能だニャ」

　異人種は元々、魔物の一種でもあった者たちだ。だから魔石を宿し、心臓の代わりに核を宿しているのだが、普通の人間と同じく、他種族の魔石が持つ力は身体に害がある。

　これについては、進化の過程によるものだというのが研究者たちの見解だった。

　魔物らしさを徐々に失い、人に近づいた種族……それこそが異人種という存在なのだ。今日まで認定された異人種は数いれど、皆例外なく、文化的な営みを送れることがその証拠だ。

　────つまり。

「事実上、魔石から力を得られるヒトはアインだけなのニャ」

　エルフにもドライアドにも、そしてケットシーにもできない事をアインはしていたのだ。

　と、ここまでが前置きだ。

「じゃあ魔物がアインと同じく、何か身体に異変を感じることがあるかってことになるニャ」

　結論を言えばそれは確かにあった。

　だが情報が足りない。最後にもう一つ必要な知識を得るために、カティマは今からある実験をしようとしていた。

「ニャハハッ！　ビッグビーみたいな弱い魔物でも役に立つもんだニャ」

　そう言ってから、研究室の状況に苦笑した。

　床に置かれた檻おりの中に、ビッグビーが進化した魔物が一匹だけ居る。名をジャイアントビーと言い、大型犬ほどの大きさがある蜂の魔物だ。

　本来であれば、つづけてキングビーという魔物に進化するのだが。

「安い魔石をいくら食わせても、キングビーに進化しなかったニャ」

　つまり、何かが足りないということだ。

　最初は魔石の数だと思い多くを与えてみたが、結果は変わらず。

「ニャら、進化するためには、魔石の質も関係してくるってことだニャ」

　カティマはそう言って、魔石の魔力に耐えられる専用の手袋を身につける。つづけて、テーブルの上に置いていたクラーケンの魔石を握りしめた。

「檻の鍵よーし！　緊急装置よーし！　さて、やるかニャッ！」

　カティマが檻に近寄ると、ジャイアントビーが羽音で威嚇した。

　怯ひるまず近づいたカティマが魔石を檻の中に放り投げる。

「さ、食うのニャ」

『────』

　最初は警戒していたジャイアントビーだったが、すぐに魔石を摑つかみ取る。あっという間に口元に運び、氷を砕くような音を奏で咀そ嚼しやくしていく。

　すると。

「……私の予想通りだったニャ。進化に必要なのは、質の高い魔石だったのニャ」

　ジャイアントビーの身体が青白く光り、瞬く間に身体が変化する。羽は更に大きく広がり、身体も倍以上の巨体へと変わった。

　これこそが正に、ジャイアントビーの進化の先、キングビーなのだ。

「とりあえず眠ってもらうかニャ」

　カティマが球状の魔道具を檻の中に放り投げると、紫色の煙が立ち込める。

　彼女はその煙を吸わないよう、急ぎ足で研究室を後にした。

「やっぱり私は有能なのかニャ？　頭がいいのかニャ？　自分の頭脳が怖いニャ……」

　そう言いながら階段を上り、つづけて考えるのはアインのことだ。

「これまでのアインも、色々と魔石を吸収しまくってるしニャー」

　幼い頃に吸っていた魔石のすべては、ありふれた魔道具に使うような安価な魔石ばかりだ。

　だからこそ進化の兆候はなかったのだが、イシュタリカに来てからは、デュラハンの魔石とエルダーリッチの魔石を吸収し、海龍の魔石も吸収した。近頃もウパシカムイの魔石を吸収している。

「アインの魔物化、あれもやっぱり進化だったのニャ」

　昨年、イストに居た際にもカティマはそう仮定したことがある。

　今回はそれが実証された形となった。

「こうしちゃいられないニャ……アインの身体に宿る魔石の力は十分。下手をしたら、近いうちにアインだって────」

　今度こそアインが、何か別の存在に進化してしまう。

　昨年は、彼が進化するとしても意識は消えない、そんな弱い魔物にはならないとカティマは言っていたものの、避けられるのであれば避けるべきことに違いない。

　それをすぐにでも伝えたかったのだが、残念なことにそれは出来ないのだ。

「あいつはニャーんでこういう時に公務なのニャッ！　まったくッ！　あの魔石食いのマザコン甥おいっ子こはッ！」

　だから伝えることを断念し、寝ることにした。




　寝室に戻る際、彼女は執事が集まる部屋の前を通る。

　いつもなら何も気にせず通り過ぎる部屋だが、今日は足を止めてしまった。部屋の中から騒々しい気配がしたからだ。

　何かあったのかとカティマが興味を示すのは、至極当然のことだった。

「これは……事件の香りだニャッ!?」

　ドアノブに手を掛けると。

「諸君ッ！　私だニャッ！」

　勢いよく扉を開け、中にいる執事たちの注目を集めた。

「これはこれはカティマ様、どうなさいましたか？」

「賑にぎやかだったから来てみたのニャ。それで、何かあったのかニャ？」

　しん、と静まり返る部屋をカティマが見渡す。

「何か隠し事かニャ？　私に内緒にしなきゃいけないこととなると少ししかないのニャ。当ててもいいのかニャ？」

　カティマは頭がいい。勉強ができるというだけでなく、頭の回転や発想力に長たけている。

「私はオリビアよりも権限が上だニャ。となると私の上には、お父様にお母様しか秘密にすることはないはずニャけど……」

　一瞬ほっとしたかのような顔をした執事を見て、カティマはニヤっと笑う。

「おっと忘れてたニャー……。名目上はお母様より上にはもう一人いたのニャ。アインっていう王太子ニャんだけど、何かあったのかニャ？」

　こうして執事たちは、第一王女の頭脳の前に敗北した。

「ほーらほら。話すのニャ。黙っててやるからニャ」

　もはや絶望的な状況だったが、とうとう執事たちは観念する。

　視察に行ったアインが何をしたのか、これを包み隠さず教えてしまった。

　カティマはどうしてアインがバルトを目指したのか考える。一方の執事たちは途中から、どんな推理が出てくるのか楽しみにしていた。

「どうしてバルトに行ったのか、分かってしまったのニャ」

「ほ、本当ですか!?」

「ふっふっふー……聞いて驚くといいニャ。アインがバルトに向かったのはきっと」

　もう一度言うが、カティマは頭がいい。

　頭の回転が速ければ、発想力にも長けている。

「きっとアインは────バルトにできた現地妻にでも会いにいったのニャアアアアアッ！」

　彼女がいつものように落ち着いていたならば、もう少し違った答えを導き出したかもしれない。

　でも今日は無理だろう。ついさっき、魔物化は進化であると結論付けたばかりで、いつもに比べて興奮状態にあったからだ。

「という訳なのニャ。私も聞かなかったことにしておくから、気にしないでいいのニャ！　でも私は火急の用があるから、アインが帰ったら私の部屋に来るように伝えるのニャ！」

　見当違いな答えを導き出して、カティマは満足した様子で研究室へと戻っていった。
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　感想を言わせていただけるならば、最初は大口叩たたきそうになってすみませんでした。アインは心の内で、この一言を抱いていた。

　この借り物の鎧を身につけなければどうなっていたのか。

　察しもつかぬまま、ボロボロの身体からだで横たわっている。

「はーいどうぞ、もう一度頑張りましょうね」

　心身ともに疲労と痛みに苛さいなまれていても、エルダーリッチのミスティのおかげで、アインの受けた損傷が一瞬で消える。

　これまでずっと、倒されては癒いやされ、倒れては癒されを繰り返してきた。

「結局のところ、終わりのない道を走り続けさせる……そうして生じる精神的な痛みの方が、何よりも訓練になると思わないか？」

「はぁ……はぁっ……い、言ってることは分かりますけど！　先に心が折れる可能性が！」

「折れるなら弱者に甘んじるだけだ。それが嫌なら黙ってつづければいい」

　ラムザの、一滴の汗すらもかかないその姿が憎らしい。

「言い訳をするつもりじゃないけど……この場所っておかしくない？　なんかいつもより身体重いんだけど……」

「立て、軽口を叩けるうちはまだ戦えるだろ」

　やられっぱなしは気に入らない。

　心を虐いじめて立ち上がったアインが攻撃を仕掛けるも。

「ふむ」

　剣が振り下ろされる刹せつ那な、胴体に強烈な当て身が放たれる。

「手の動きが気に入らない。やり直せ」

「ぐっ……ぁ……ッ」

　鎧を貫通して、内臓を的確に揺らす一撃だった。

　アインは吹き飛び、這はい蹲つくばる。

「ッ……げほっ……げほっ……」

「一つ分かったことがある。おそらくお前、剣の才能が無いな」

「……そんな唐突な」

「今のお前になるまで成長できたのは努力だ。ロイドとかいう小僧と同様に、才能で強くなる性質を持っていない。たゆまぬ努力で成長したのは誇るべきだが……むしろ、あの魚を倒したときのように、幻想の手などを駆使して魔物らしく戦う方が向いている」

「……俺って一応、人なんですけど」

　あと恐らく、魚というのは海龍の事だろうが、海龍を魚扱いとは恐れ入る。

「向き不向きの話だ。……まぁいい、つづけるぞ」

「……あなた、そろそろ助言の一つぐらいしてあげたら？　時間は有限なのよ？」

「まったく、仕方のない」

　嫁の言葉は強いのだろう。ミスティの言葉を受けて剣を下ろした。

「お前の弱点を教えてやる。いいか？　お前は何をするにも、強つわ者ものの立ち回りしかしていない」

「えっと……ごめん、もう少し詳しく……」

「一振りで相手を倒せるのは、強者に許された権利だ。お前は俺が相手だろうとも、そうした一撃を狙ねらおうとする節がある」

　すると彼は、アインの手を取った。

　後ろから覆いかぶさるように、優しく仕草を教えていく。

　指導をするラムザの身体は大きく、ロイドを余裕で超えてる体たい軀くは逞たくましい。添えられる手の大きさにも驚かされる。

（……お父様からは、こんな教え方されなかったな）

　ラムザは数百年も前に死んだ男で、更に人ではなく魔物だ。でも、父性を感じた。

「相手を崩すことも考えるな。それは結局のところ、相手の事を考えての立ち回りだ。逆に相手を巻き込め。相手を崩そうとする考えはいらん。結果的に崩れてた、それだけでいい」

「言ってること難しいんですが」

　声色は穏やかながらも、口にすることは非常に難しい。

「なら出来るまで試行錯誤すればいい。相手にはなってやる、つまらないことをしたら転がしてやるからな」

　口が悪くとも、態度は決して嫌そうじゃない。

（なんだろ）

　こうしたことは恥ずかしくて口にはできないが、実の父よりも父らしく感じてしまった。もうしばらく此こ処こに留とどまりたい……密ひそかにそうした想おもいに駆られた。







　────何時間ぐらい経たつだろう。もはやそうした感覚が残ってないほどに、ただ一振り目だけを延々と繰り返してきた。

　自分が分からない理屈によって、時間の感じ方を遅らせられている。

　そんな気がするほど、長い間、剣を振ってきた気がする。

　ようやく、ラムザが「良くなった」と認めたのだ。

「この鎧よろいが無ければ何度死んでたことか……」

「で、何度吹き飛ばされたか覚えてるか？」

　ある時は気に入らないと言われ、またある時は甘えるなとキレられて……今となっては、何度吹き飛ばされたのかなんて覚えてない。

「もう数えきれないぐらいで、覚えてないですね」

「現実世界で受けるなら、その一つ一つが命を奪うのに十分事足りている。よかったな、死に直結する攻撃を経験できて」

　物騒すぎる。

「今からとある男の剣……それの対策を教える。何も聞かずに黙って覚えろ、いいな？」

「ちなみに覚えさせられる理由というのは」

「言う必要がない。必要な時に使えばいいだけだ」

「じゃあ別の質問だけでも。この鎧って、もう俺にも出せるんですか？」

「なんだ、出したいのか？」

「強い装備なら、いくらでも欲しいに決まってます」

　デュラハンに関するスキルなんて、幻想の手ぐらいしか使えてないのだ。

　それも今までずっとこれだけだったので、さすがにそろそろもう一つぐらい覚えたい。

　口を閉じたラムザに代わり、困ったようにミスティが言う。

「……お家うちに帰る頃ころには、きっと使えるようになってるわ」

「そういうわけだ、ほらこっちにこい」

「え、あ、ちょっと!?　いきなり摑つかまないでくださいって！」

　急に首根っこを摑まれたと思いきや、広い平原の方へ運ばれていく。

「やるから子供みたいに扱わないでくださいよ！」

「子供だろうに。特に俺からすれば子供に間違いない」

「くぅう……なんて屈辱的な！」

　我慢したつもりだが態度に出てしまった。笑い声を我慢できずに口にするラムザを見て、アインはただ力なく頭を抱える。椅子に腰かけているミスティはといえば、ただ楽しそうに微笑ほほえんでいるだけだった。

「ひたすらに立ち合う。それでどういう相手なのか、そしてどういう剣を使うのかを体で覚えろ」

「最初から思ってたんだけど、根性論多すぎませんか」

「座学なんて役には立たない。実戦で生きた知恵を尊重しろ、いいな？」

「……はい」

　自分にもっと実力があって、相手を納得させられるだけの実績があれば別だったのだが。

　アインが優しく草原に下ろされる。

「構えろ、私が仕掛けるから対処するだけでいい」

　それを聞いて、いつも通りに剣を構える。

　するとほぼ同時にラムザも構えた。

（……あれ？　さっきと全然雰囲気が違う）

　よく言えば実直なものに、悪く言えば無個性に。ラムザはそうした正眼の構えを見せたが、アインが瞬まばたきをした瞬間、姿を消した。

「ふっ！」

「ッ……!?　速ッ」

　でも、目で追える。

　一瞬だけ虚を突つかれたのは事実だ。だからこそ正面で剣を振るのではなく、背後や横に回るような動作があればもっと怖かった。

「そうだ。反応できるならそのまま対処しつづけろ」

　イシュタリカの騎士達よりも騎士らしい。そう感じさせるほどの正直な剣……その一振り一振りがアインに襲い掛かる。

　この戦い方は相性がいい、なにせ近この衛え騎士達との訓練に似たものを感じさせるからだ。

「なんかすごい易しくなってきたような！」

「無駄口を叩くな。まだまだいくぞ」

　相性はいいとはいっても、ラムザが見せる剣は恐ろしいぐらい正確だ。

　動作にブレがなく、この洗練された動作はロイドを思わせる。……だがロイド以上の速度は、まるでクリスの動きのようだ。

　ロイド以上の正確さに、クリスと似通った速度か。

（完全な上位互換ってことねっ！　……でもこれなら、まだ対処できる！）

　立ち合うこと数十分。

　攻撃を仕掛けてくるラムザに、隙があることが分かってきた。

「──はぁぁあああ！」

　見つけた隙を狙ねらって遠慮なく打ち込んでみるも、微妙な体勢からでもしっかりと防御されてしまう。まだ攻撃が甘いのだろう。だがこの分かりやすい癖は一体なんだ？

「……無駄な事は考えずに、ただそれをつづけろ」

「は、はいっ！」

　話している内にも、隙が分かる。

　当然の権利のように攻撃を仕掛けると、ラムザの動きが崩れていく。

　明らかにわざとだ。本当なら崩れないのに崩れていた。

「さっき覚えたことだ。立ち回りで支配しろ」

　自分が打ち込める隙が出来たら、それを利用していけばいい。

（あと四……いや、五回だ！）

　今までの流れ通りならば、おそらくその回数剣を交わした後に、自分が攻撃できる大きな隙が生まれるはず。

　生じるはずの隙を狙いすまして、双そう眸ぼうを細める。

「ッ────！」

　今だ！

　予想通りの流れにほくそ笑んだアインが、その隙を狙って強く剣を振った。







　────。

「あなた、そろそろ時間ですよ」

　長い間続けてきた訓練だったが、ミスティの一言でその動きが止まることとなる。

「もうか？　まだ足りないというのに」

　充実した時間を送れていたアインは、脳内物質によって疲れが緩和されているのか、最初の時と比べて、辛つらい様子を見せなくなっていた。

「もうすぐ列車が到着しますよ。そろそろ起きる時間です」

「あぁ……そういえば俺寝てたんだっけか」

「現実の肉体の疲れも癒いやしてあげたから、何も心配しないでね」

　本当に、不思議な力を持つ人だ。

　頭を下げて礼を言うと、彼女はいつの間にか姿を消していた。

「はっきり言って、何が起こってるのかも、どうして呼ばれたのかもわからないけど……。でもいい経験になったのは事実だから、それは本当に感謝してます」

「いいさ。俺にとっても、頼みたいことがあったからな」

「……頼みたいこと？」

「ああ。お前に……アインに一つ頼みたい」

　なんという顔をするのだろう。

　悲しいような切ないような、郷愁に浸りつつも辛そうな顔だ。

「わかった。何をすればいいの？」

「もし……もしさっきの剣を使う相手と戦うこととなれば、最後にこう言ってやってくれ」

「それが誰か知らないし、戦うかなんてわからない。でもなんて言えばいいの？」

「あぁ、その言葉はな……────」
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「────イン様ッ！　アイン様！」

　身体からだが揺さぶられ、耳元で呼ぶ声にアインが目を覚ます。

「ん……あ、あれ？」

「お目覚めですか？　もうバルトに到着致しましたよ」

　声を掛けて来たのはディルだった。

　アインが窓の外を見ると、辺りは暗く、以前にもまして厳しい積雪が分かった。

「さぁディル。久しぶりのバルトだけど、付き合ってもらうよ」

「ご一緒致しますが……どこに行くのですか？」

「最初に行く場所は決まってるんだ」

「ちなみにその場所とは一体……？」

「花屋だよ。大きめの花束買って行かないと、供える物がないからね。……あ、あとお酒とか少し買って行こうかな」

　何がしたいのかさっぱりなディルだったが、とりあえずアインに付いて行くことは了承する。

　二人は水列車を出て、夜の町に繰り出していった。







　まずは花屋に行き、花束を買った。

　つづいて一流の冒険者も行くような酒場に行って、酒を買う。

「それじゃ行こっか」

　こうした軽い一言の後、アインはバルトの町から外に向かって行った。

　すぐ傍そばに何かあるのだろうか？　こう思ったディルは、しばらくの間静かに供を続けていたが、とうとう口を開きどこに向かうのかを尋ねる。

「……どちらに向かわれるのでしょうか」

「もう少ししたらさ、案内の人が来ると思う」

「案内？　いつの間に案内なんてお呼びに」

　しかし、これ以上進むと魔物が現れる。

「アイン様、そろそろ進まれるにも限度がありますが」

「大丈夫大丈夫。頼もしい味方が来るからね……っと、噂うわさをすればなんとやらだ」

　本当にどうするおつもりなのか。

　ただこれが疑問だったが、アインは一向にはっきりとした答えを言うことがない。

　それでも久しぶりに立ち止まったアインを見て、ディルは何が起こるのかと、念のために警戒を強めた。

「久しぶり、マルコ。いるんだよね？」

　アインがそう口にすると、森の木々から鳥が飛び立っていく。

「……よくお気づきでしたね」

　前に連れ去られた時と全く同じ姿、そして同じ声で現れたマルコ。

　アインは自分で言っておきながらも、ここにマルコが居ることに小さな違和感を覚えた。

　一方でディルは、マルコの姿を見るのがはじめてなこともあって、彼の気配に強く圧倒されてしまい、剣を抜くことを忘れていた。

「そこの方、警戒は不要です。私は危害を加えに来たのではなく、お声に応じて参上しただけなのですから」

「マルコ。久しぶりなのに悪いんだけど、城まで護衛してくれると助かる」

「──なるほど、器が定まったようだ。開花する直前まで来ているようですね。……心得ました。私が責任をもっテご案内いたします」

「ッアイン様!?　魔王城に行くおつもりなのですか!?」

　とうとうディルも察してしまう。

「そのためにいろいろ買ったんだよ。大事に持っててね？」

「魔物は襲ってこないでしょう。私もおりますから」

「お教えください！　魔王城に行って何をするおつもりなのですかッ！」

「一番の目的はお墓参りかな。……マルコ、城の敷地内にあるよね？　……王族が眠ってる墓地がさ」

　確信めいたアインの言葉に、マルコは首を縦に振った。




　森の中は、以前来た時に比べて進みやすい。

　旧魔王領へつづく道には、雪が少しも無かったのだ。

　マルコが何かしてきたのだろう。

「数十分もすれば到着いたシます」

「随分と早いんだね」

「歩きやすければ大した距離ではございませンノで。それに今は、私が案内をしていますから最短経路で進めておりマす」

　しかし、マルコの口調が何ど処こかおぼつかない。

　気になったアインの視界の端の空に、紫色の煙が上がっていた。

「あれは？」

「あちラは魔王城の裏手を少し行った場所ですね。ミスティ様ですら避けるホどの、強い毒沼がございます。中心に光る何かがあるのですガ、今だ誰だれも手を出せておりません。あまたの冒険者と魔物の命を奪っている、危険な場所でございます」

「毒……ね。中心の光る何かって聞くと、宝がありそうでワクワクするよ」

　呆あきれた様子でため息をついたディルと違い、マルコは特に感情の起伏がない。

「城から十分も歩けば到着するかと。危険でスから、足を運ばれませんように」

　アインには絶対的な毒への耐性があるが、今は考えないことにした。

　何よりも、確認しなければならないことが魔王城で待っている。
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　またしばらく歩いたところで、天候が穏やかになってきた。

「そろそろ町に到着致シます。このまま真っすぐに城に向かわれますか？」

「うん、そうしようかな」

「承知致しました。ではこのまま参りマしょう」

　ふと、アインは空を見上げた。あと数時間もすれば完全に夜が明ける。

　旧魔王領の城下町は月明かり以外の光源がない。そのためしんとした静けさと共に、暗く物寂しげな城下町でしかなかった。

「一つ、お伝えすべキことがございます」

「ん、なに？」

　もはや目と鼻の先には魔王城があり、その門を潜くぐるのも時間の問題だ。

「墓地に向かう際に、一つの部屋を通過して頂く必要がございます」

　やはり、マルコの口調がおぼつかない。

「ソこは例の素晴らしい方々が作られた、〝特別〟な場所でございます。どうかお気をつけください。貴方様であれば負けなイでしょうが……」

「十分気を付けるよ。絶対に、何か変なことが起きると思うか……ら……」

　あまりにも自然で反応できなかったが、マルコの言葉には一つ、大きな異変があった。

（……そっか）

　心を深く突き刺す、強い悲しみに苛さいなまれた。

　多くを理解してしまったのだ。

　そして、ラムザが望んでいたことも察しが付く。

（これが森で抱いた違和感の正体だったんだ）

　考えてみると違和感は、マルコが魔王城を離れていることに抱いていたのだ。彼は理由があって魔王城を長時間離れられないと言っていた。だというのに今日は離れて、バルトの近くまでアインを迎えに来ていた。

　つまり彼の心の内で、アインが知らない変化があったことは言うまでもない。

　アインの憂慮に気が付かぬまま、マルコは魔王城の扉に手を掛けた。




　城内は外観に負けじと、ホワイトナイトによく似た造りをしていた。

　驚く二人に何も言わずに、マルコが前を進む。たどり着いた先はホワイトナイトで言うと、裏手にある砂浜に出られる扉の前だ。

「こちらでございます」

　黒い扉の内側からは、どんよりと重く、禍まが々まがしさもある空気が漂って来ている。

「ディルには部屋の前で待っていて欲しい。マルコは大広間で待っていてくれるかな」

「かしこまりました。では私は先に大広間でお待ちしております」

　彼の返事に、アインが胸むねを撫なで下おろす。

　いつ危き惧ぐしている状況となるか分からないし、ディルとマルコを離せるなら好都合だ。

「ディル、何があっても部屋の中には入ってきたら駄目だよ」

「本来ならば止めるべきなのでしょうが……承知致しました。ですがどうか無茶はなさらないように」

「分かってるよ」

　アインは別れ際に、ディルから町で買ってきた物を受け取った。

　ギィイイ……鈍い音を立てて扉が開かれると、中に充満している真っ黒な霧がアインを迎えた。

「それじゃ、行ってくる」

　やがて扉を閉めたアインは、内部を見て「まるで牢ろう屋やだ」と呟つぶやいた。

　中には何もなくて、石の牢屋を思わせる簡素な造りをしていた。窓一つなく、でも部屋の奥にある扉だけが弱々しく光を放っている。

　一歩、また一歩と足をゆっくり進めていく……すると、危惧していた影響がはじまった。

「っ……なに、この臭い」

　突如として、部屋中にとある臭いが充満する。

　残念なことに覚えがあるその臭いは、男なら誰もが持っている体液の香りだった。

　困惑するアインの視界に、これまで居なかった存在が現れる。

　鎖に繫つながれた、一人の少女だ。

「お前は誰だ」

　黒剣を抜いて警戒するが、その必要はなかったようだ。

　その女性へと目をやると、それがアインと同年代程度の少女だと気が付く。

　煤すすけたような黒ずんだ赤毛に、至る所が泥で汚れた雑ぞう巾きんのような薄い服。さらに良く目を向けると、全身が汚されている。

「なんてひどいことを……」

　この時だけは、アインの頭から赤あか狐ぎつねの部屋だという認識が消え去っていた。

「……して……いして……」

　少女の方から声が聞こえる。

「今助けるからッ！」

　アインの声に気が付いたのか、少女はゆったりとした動きで顔を上げる。表情は長い髪で窺うかがえなかったものの、チラリと目が合ったような気がした。

　まばたきの合間に、少女が視界から消える。

「ねぇ……私を愛して？」

　目の前に居たはずの少女が消えて、アインの耳元でその声が聞こえた。

　一体何が起こったのか分からなかったアインは、前後左右に大きく頭を振って、彼女の様子を確認しようとする。

　だがしかし、どこを見てもその彼女は見当たらなかった。

「……今のは呪のろいの一種なのか？」

　手のひらを確認したり、顔を触ってみたりと体中を確認する。

　何も変化はなく、呪いがあったのかすら分からない。

「はぁ……すごい不愉快な光景を見た」

　あの少女のひどい扱いは、心に突き刺さった。

　全すべてが赤狐の呪いとは思えず、不可解な点が残る。たかが部屋を一つ抜けるだけで、ものすごい疲労感に苛まれた。

「とりあえず進もう」

　考察は後だ。

　もう他には何の妨害もなく、歩けばすぐに扉にたどり着く。

　手を掛け、扉を開くと地平線の向こうに日が昇り始めてきたのが見えた。少し肌寒い風が静かに吹き、久しぶりの来客であるアインを出迎える。

　ここの墓所も、王都の王家墓所と造りが同じだ。

「……ここも同じ造りなんてね。初代陛下……これはもはや、執念じゃないですか」

　そう呟いてアインは進む。

　王都にある王家墓地と同様の造りをしているが、墓石の数だけは違っている。

　魔王城の場合は、その墓石がわずかに五つだ。手前に二つの墓石があり、奥には更に三つの墓石が並んでいた。

　手前の墓石を見たアインは、自分が求めていた答えがここにあると確信する。

　アインが立ったのは、二つ並ぶ墓石の前だ。

　鞄かばんを開けて、中から買ってきた品物を取り出した。

「……では失礼します」

　シルヴァードから学んだことを、王都の墓地同様に行う。

　一つ一つの所作を丁寧に行えるほど、アインの精神は安定していた。それは特に滞ることなく順調に進み、すぐに最後の所作に移る。

　ここで遂に、墓石に刻まれた名に目を向けた。

「やっぱり、そういうことだったんですね」

　胸元に黒剣を掲げた。

　すると王都の時と違い黒剣は優しく光り輝いた。

「何があったのか、どうしてこうだったのか……。知りたいことは山積みですが、おかげでようやく少しだけ理解できましたよ────初代陛下」

　その墓石には、こう刻まれている。




『ラムザとミスティの子。第二代イシュタリカ国王ジェイル・フォン・イシュタリカ。愛する祖国イシュタリカにて眠る』




　──初代国王ジェイルが第二代と書いたのは、彼にとって譲れなかったからだろう。

　今でこそ旧魔王領と呼ばれているこの地はかつて、イシュタリカという一つの国だったのだ。そしてこの地ではじめて王となった存在と言えば、魔王アーシェであるのだから。

「ごめん二人とも、確認だけさせてね」

　自分の中にいる二人に謝罪をし、アインは奥にある墓石へと足を運ぶ。

　横並びにラムザ、ミスティ、そしてアーシェの名が刻まれていた。三人の名前の後ろには、フォン・イシュタリカと家名まで彫られている。

「家族を殺さざるを得ない状況になった。ってことなのかな」

　魔王の勢力にはラムザとミスティがいたはずだ。そうなれば、初代国王のジェイルのみが別行動だったということになる。

「……でもここまで戻ってきて骨を埋めてるんだから、仲間割れとか喧けん嘩か別れじゃないはず」

　呟いてから、歩く。

　向かう先は残された最後の一つ、ジェイルの隣にある墓石だ。

「あぁ、やっぱりね」

　墓石には、こう刻まれている。

『第二代イシュタリカ国王ジェイル、その妃きさきラビオラ・フォン・イシュタリカ。愛する故郷イシュタリカに眠る』

　と。

　自分が住むイシュタリカのはじまりは、きっとここだ。

　統一国家となる以前、ここに確かに別のイシュタリカがあったのだ。

「……まだ整理がつかないけど。ん？」

　ラビオラの名の下に、小さく刻まれた文字があった。

　風化してきているためアインは読むのに苦労する。だが数十秒ほどかけて、その文字を解読していった。

「『ラビオラ・ヴェルンシュタイン』……？」

　なぜ、どうしてここでクリスの家名がでてくるんだ？　クリスの種族はエルフで、ラビオラの種族はピクシーだったはず。繫がりが不思議で堪たまらなかった。

　帰ったら家系図でも見せてもらおう。

　彼女が恥ずかしがろうと絶対に見せてもらうんだと意気込んだ。

「……とりあえず戻ろう。ディルも待ってるし」

　いくつかの疑問が解消し、新たな疑問が生じてしまった。

　結果としてまた考えるべきことは増えてしまったが、考えていた仮説が証明され、言葉にできない複雑な感情に苛まれながら、ディルの下へと足を進めた。
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　帰りは少しの妨害もなく、あっさりと部屋を抜けてしまう。

「ただいまー」

「アイン様ッ！　ご無事で何よりです！」

「ごめんごめん。調べたかったことは終わったよ」

「それは何よりですが。……教えて頂けるような内容でしょうか？」

　正直な事を言えば、今すぐにでも教えてあげたい。だが果たして、それを教えていいものなのかと悩んでしまう。素直に告げていいものか、と悩みが込み上げた。

「ごめん。今はまずバルトに戻らないと」

「た、確かにそうですね。申し訳ありません……つい早まってしまいまして」

　現状、最適な答えが見つからなかったため、アインはとりあえずこの話を棚上げした。列車に戻るまでに、どう説明するのかを考える必要が出てくるだろうが、これは後だ。

「それじゃ大広間に行こうか」

「はっ！」

　しかし足を運ぶ前に、ディルに注意することがあった。

「ごめん。一ついい？」

「はい、なんでしょうか？」

「大広間に着いたら、何があっても手出ししない。これを守ってもらう」

「……手出しですか？」

　そう、手出しだ。

　最後ぐらい、一対一でさせてやりたい。そして自分が教わった剣で決着をつける、アインはそう決めていた。

　何より、ラムザからもそう頼まれている。

　合点がいかないディルは、何も言わずにアインの後ろをじっと歩いた。

　薄暗くも、ホワイトナイトと瓜うり二ふたつの城内は、アインに護衛がいらないと錯覚するほど、自分たちの日常感にあふれている。




　────やがて、大広間に差し掛かる。

　豪ごう奢しやで美しいシャンデリアの真下に、マルコが身動きせずに立っていた。

「これはこれは。ご用はお済みになりましタか？」

　死んでいるのかと思うような静けさだったが、アインの足音を聞いてか、ぐるっと体を回転させてマルコが振り返る。

「おかげさまでね」

「それは何よりです。……これからはもうバルトへ？」

「もうすぐ夜も明けるし、そのまま帰るつもり。だからそろそろここを離れるよ」

「畏かしこまりました。それでは途中までお見送り致しましょう」

　アインは祈っていた。

　このまま黙って旧魔王領を出ることができるように、そう祈りつづけていた。

「ところで……一つお聞きしても？」

　すれ違いざまにマルコがそう声を掛け、アインはピタッと足を止める。

　どことなく陽気に聞こえるマルコの声が不気味だ。

「ああ……なにかな」

　墓地でのことを聞いてくれ。墓地でのことを聞いてくれ。

「……墓地の事？　墓地の事なら──」

「いえイえ！　あんな場所はどうでもいいのです！　ただその……あの方々が作ったお部屋は如いか何がでしたか、と思いまして。きっと素晴らしい場所だったのでしょう？」

「うーんそうだなー……あの部屋なら」

　腰に携えた黒剣に手を伸ばす。そして柄つかを強く握り、物悲しげに息を吐いて覚悟を決める。

「最悪な場所だった、作ったやつの趣味がわからないね」

　吐き捨てた。

　喧嘩を売るように強く、赤狐への憎悪を込めて。

「……それはいけない。貴方様はもしかすると、何かご病気なのかもしれません。是非我が家にご招待しましょう……我が家の地下には多くの薬がありまして、それを使えば貴方様もきっと元に戻るカと」

「ふぅん……それってどんな薬なの？」

　もう駄目か。心が痛かった。

「ただ強い痛みを生じさせて、それで正気を取り戻せるという代物でして。私も先日まで使っていたのですよ」

　マルコが限界を迎えたのもつい最近だったのだ。

　俯うつむいて、アインはもう少し早くここに来るべきだったと後悔する。歯を強く食いしばって、この理不尽な現状を恨んだ。

「それはいいね。でも俺は大丈夫なんだ……だから、俺は町に帰るよ」

　語り合いながらも、アインは腰から黒剣を引き抜いた。

　マルコの素材で作った黒剣を、目の前のマルコへと向ける。

「なりません。貴方様のため……そう、これは貴方様のためェェェエエエエエエエッ！」

　奇声が大広間を揺らした。

　ラムザのように、何もない空中に剣を生み出したマルコが駆ける。

　大きく振り上げて、アインの首筋を狙ねらいすます。

「その剣は届かせないよ」

「ア、アイン様っ……!?」

「駄目だディルッ！　離れていろ！　これは命令だッ！」

　言葉にするのが憚はばかられるが、ディルではすぐに殺されてしまう。

「なぜですっ！　マルコ殿は暴走している！」

「だから駄目なんだッ！　マルコは俺が相手をする、しなきゃいけないんだよッ！」

　一瞬の鍔つば迫ぜり合あいが終わり、マルコが数歩後ろに下がっていく。夢の中での訓練……それとほぼ同じ動きをすることに、アインは乾いた笑みを零こぼした。

　マルコはアインと自分の剣の間で、視線を慌ただしく左右に動かす。

「防がれた……そレも団長のよウな剣で？　まさか団長がお傍に？　ならばどうしてあの方々の素晴らしさを唱えなイィッ!?　そうか！　そうだ！　団長もご病気になってしまッた!?　そういうことですね!?　あぁあ団長、今すぐに参ります！　団長もどうか我が家で療養をっ！　おっ！　ヲォオオオオオッ！」

　再度向かってくるマルコを見て、アインは悲しそうに微笑ほほえみ返す。

「……そんなになってしまっても、貴方の剣は変わらないんですね」

「さぁ！　さぁさぁさぁさぁッ！　どうぞご遠慮なさらずに、我が家で治療をっ！」

　夢の中でのことを思い出すように、アインはあくまでも冷静に黒剣を振った。

　ただ黙々と隙を探り、心憂う息を吐く。

「なんで！　なんでそうして防御を!?　まさか団長がお傍に？　ならばどうしてあの方々の素晴らしさを唱えない？　まさか団長もご病気になってしまったのですかァッ!?」

　先程と同じセリフを口にしながらも、ただ延々とアインを切りつけるマルコに、アインが待ち望んでいた隙が生じた。

　訓練の時と同様のタイミングだ。

　これならば、アインが隙を窺うかがうことも難しいことじゃない。

「カッ……ハァッ……な、何な故ぜ……!?」

　強打したアインの一撃が、マルコの鎧よろいを深く傷つけた。

「これはアレだ！　アレ……そウッ！　信仰が足りていない、あの方々に対する信仰がッ！　忠誠が足りて……忠誠が……ッ」

　マルコが忠誠と口にしそうになった時、マルコは自分の身体からだを切りつけた。

　声色が、アインが良く知る彼のものに戻る。

「なにが忠誠だ……ッ！　何が……何……ぐ……ぁぁあ……ッ！」

「マルコ!?　元に戻ったの!?」

「む？　──おお、失礼致しました。少し困惑していたようで、見苦しいお姿をお見せしてしまったようで。なので仕切り直しです。さぁ我が屋敷へェェエエエエッ！」

　もしかしたらマルコの自我が一握りだけ生き残っているのかもしれない。

　そのせいで忠誠という言葉だけは避けた、残された意地があったのだ。

「俺は行かないよ。だって……赤狐を悪く思う、それは当たり前のことだから」

　ピタッとマルコの動きが止まった。

「……治療どころではありません。もはやそのお身体を捧ささげなければいけないィイッ！　それほどの無礼な発言です！　もしやこれは私に与えられた試練？　そうか……ならば涙を吞のんで、その身に私が罰を与えマしょうッ！」

「マルコ！　貴方もそう思っていたはずだ！」

「罰を罰を罰を罰を罰を罰を罰を罰をッ！」

「俺に多くのことを教えてくれたはずだッ！　思い出してくれッ！」

　向かってくるマルコを迎え撃ちながらも、アインは大声で思いの丈を口にした。

「お願いだから……戻ってきてよ……ッ」

　先程の自傷行為がなければ、アインは希望を見み出いだすことはなかっただろう。それを見てしまったからこそ、もしかすると……という淡い希望に賭かけたくなってしまった。

　だが、その希望を嘲あざ笑わらうのが赤狐の呪のろいだ。

「イヒィッ……駄目だ駄目だ駄目だ！　私がオマエに罰、治す……心配はいりません！　私が貴方様ヲッ！」

　言葉に一貫性が無くなってしまうほど、もはやマルコの精神は摩耗しつづけていた。

　ふと、アインの頭に声が響く。

『──もういい。頼む、楽にしてやってくれ』

　悲ひ愴そう感に満ち満ちて、辛そうに歯をくいしばったような声だ。

「マルコ……俺が貴方の最期、その相手を務めるよ」

　思いだせ、海龍をも一刀で屠ほふるデュラハン・ラムザの力を。

　自分の身体と力では、彼の強さを発現することは難しい。だがその真ま似ね事ごとをして、それでマルコを見送るぐらいはできるだろう。

「行くよ。マルコ」

　すぅ……と息を吸い込む。古びた絨じゆう毯たんと、埃ほこりっぽい香りが香ばしい。

　体が熱くなる。不快感は無く、恐れず熱さに身をゆだねた。言葉にできない万能感が全身を駆け巡っていった。

「マルコ、これがマルコが俺に見ていた器なんだと思う」

　黒剣を握ると、黒剣に浮かぶ筋が大きく脈動する。

「城が……揺れてる？」

　ディルがそう呟つぶやいた。

　緩やかにではあるが、魔王城が揺れだした。まるでアインの呼吸に反応するかのように、徐々に鼓動のように高鳴っていく。

　これは讃さん美び歌かだ。

　新たな王の誕生を祝う讃美歌なのだ。

「アイン様……？」

　ディルは揺れも気になるが、戦い続けるアインの方がそれ以上に気になってしょうがない。

　ふとアインに視線を戻すと、アインの容姿が徐々に変わっていくのが分かった。肩甲骨を超えるほどに、アインの髪の毛が伸びていく。

　ディルよりも小さかったはずの身長も、いつの間にかそれ以上の体たい軀くへと成長を遂げていた。

　変わったのは身体だけでなく、その顔つきも同じく変化していた。母のオリビアのように美しくなりながらも、どこか凛り々りしく、男らしい顔つきへと変へん貌ぼうしていく。

　あれがアインの成長した姿と言われれば、素直に納得できるような容姿だ。




　ディルが一瞬瞬きをした刹せつ那な、アインは立っていた場所から消えて、気が付くとマルコの目の前に立っていた。

「まだ体は不完全だけど、これが今の俺にできる剣だ」

　黒剣を振ったと思えば、それはいつものアインとは違った立ち回り。

　マルコの重心を崩したと思えば、マルコが防御できないようにと攻撃を重ねる。

「だ、団長……団長なのですねッ!?」

　その瞳ひとみには何を映しているのか。

　アインはただ冷静な顔つきをして、驚くマルコへと追撃を仕掛けつづけた。

　幾度となく響き渡る剣けん戟げきの音が、徐々に勢いを失う。

　それはつまり、この戦いの終わりが近づいていた事……それを意味している。

「これが最後だ。マルコ……っ！」

　マルコは剣を吹き飛ばされ、崩れた体勢により片かた膝ひざをついてしまう。

　彼が見上げた瞬間……目と鼻の先に、アインが振り下ろす黒剣が近づいていた。

「ッ────」

　ギギイィ、金属が切り裂かれる音が鈍く鳴る。

「ぁ…………あぁあ……」

　貫かれた胸元に両手を差し伸べると、マルコの全身の筋から光が消えていく。

「私……私を……私を貫いたのは団長ではなく……」

「俺だよ」

　強くよどみのない声に、マルコが頭を上げる。

　すぐ傍にあるアインの顔を見上げ、瞬きをするように、筋が点滅した。
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「貴方、様が？」

「そうだよ、マルコ。俺がマルコの胸を貫いたんだ」

　ふふっ、と。

　穏やかな笑い声をマルコが漏らした。

「……お強く、なられましたね」

「しょ、正気に戻ったの!?　マルコ！　正気に戻ったのか!?」

　アインは黒剣から手を下ろして、倒れゆくマルコの巨体を支えた。

「恐れながら……多くの記憶がございません。恐らくは貴方様に……剣を振ってしまったのでしょう？」

「待って！　今なんとかして魔石を取ってくる！　だから静かにッ」

「……もう必要ございません。私は最後に、団長の技で切り捨てていただけた。私はもう、これだけで満足なのです」

　徐々に掠かすれ始める声に、身体中の筋が光を瞬きすらしなくなっていく。

「待て！　命令だマルコッ！　お前は俺の命令なら聞く義務があるだろう!?」

「私はもう限界のようです。大変心苦しいのですが、どうかお暇いとまを頂きたく」

　まるで蛍が光るように、徐々に小さくなり続けるマルコの煌きらめき。

　見ているだけで辛く、涙が零こぼれ落ちそうだ。

「団長はもはやおりません。なのでどうか、貴方様からお暇をいただけないでしょうか──」

　もう死が待つのみの身体に鞭むちを打って、マルコは必死に言葉を絞り出す。

　団長、ラムザはもういない。

『もし……もしさっきの剣を使う相手と戦うこととなれば、最後にこう言ってやってくれ』

　ラムザがアインへと願った言葉だ。

　それを思い出し、その約束を守るために、涙が出そうな気持ちを堪こらえる。

「……マルコ、ではお前に告げる」

「ッ……はっ！　このマルコ、しかと拝命致しましょう」

　きっと体が元気ならば、きびきびとした動きで敬礼でもしてみせただろう。

　今のマルコにはそれができない、アインは最後に大きく息を吸って、その言葉をマルコへと告げる。

「『……数百年に及ぶ任務、ご苦労だった』」

　これがラムザから託された言葉だ。

　この事の意味が、今ようやく理解できた。

　はじめてマルコと会ったとき、アインは一人で寂しくないのかと尋ねた。その際、マルコはこれが大切な使命なのだと言っていた。

「だ、団……長……？」

　アインはその任務の、使命の内容を聞かされていない。

　しかしながら、マルコは数百年かけて、ようやく一つの任務の終了を告げられたのだ。

「ふ、ふふ……最後の最後に、こんな幸せな贈り物はありませんな。最期に、今の貴方様のお名前をお聞かせ願えませんか？」

　もう本当に最期なのだろう。

「……俺の名はアイン、アイン・フォン・イシュタリカだ。正統なるイシュタリカの血を継ぐ次代の王であり、イシュタリカ王家二人目の────」

　二人目の以降の言葉は、マルコの耳にだけ届いた。

「あぁ……なんと……なんと凛々しい名だ」

　彼の身体が今わの際にありながら歓喜に震えた。

「私は幸せな騎士であった。どうかアイン様、私も貴方様のお傍に……」

「ゆっくりと休んでくれ。その思いは、すべて俺が受け止める」

　アインはその言葉を聞いたマルコを見て、満足そうに微笑ほほえんだように感じた。




「常世の果てまでその名が響き渡らんことを……あぁイシュタリカよ、栄光あれ──ッ」




　マルコの身体が粒子のように霞かすんでいく。

　一陣の風が吹いて、アインの傍から姿を消した。

　だが消える直前になって、鎧の内側から一枚の羊皮紙と魔石を落としていく。アインは魔石を手に取って、中身を吸収していく。

　コーヒーを思わせるアロマと苦みが全身を駆け巡った。

　魔石を握る手に力がこもり、やがてアインの胸元が強く脈動を繰り返す。魔石から幾本もの光こう芒ぼうが飛び出して、空になった魔石が砕け散ってしまった。

　するとアインの身体が一瞬光ったと思えば、最後にもう一度だけ髪の毛が少し伸びていき、腰まで届く。

「さっきまで不完全だったけど、これで完全って感じかな」

　うん、と呟いてから羊皮紙を手に取った。

「……そうか。マルコは今までずっと、何百年もこの指令書を持ちつづけていたんだね」

　書かれていた文字は決して多くない。

　だがしかし、その指令書からは多くの想おもいが感じられた。古びてボロボロの羊皮紙には、次のように書かれている。

『王都を、そして我らの家を守って欲しい。──ラムザ・フォン・イシュタリカ』

　マルコはただ愚直に……そして真しん摯しな思いで、数百年にわたりこの城を守りつづけていたのだ。








エピローグ









　壮絶な戦いの後。

　ディルからしてみればどうして戦いになったのかも、そしてその後の流れすらも理解するには厳しい状況だ。

　何よりもどうしてアインの身体が大きく成長したのか……それが疑問だった。

「アイン様……ですよね？」

「うん。ディルが良く知ってるアインで間違いないよ」

　いつもなら少しばかり見下ろしていたはず。だが今はどうだ、逆にディルの方が見下ろされてしまっているではないか。

「髪の毛までそんなに伸びて、それに顔つきもなんというか……大人びたというか」

　十七、八歳ぐらいだろうか？

　アインが一気に、その年齢まで成長したように見えてならない。顔つき、体型、そして髪の長さを含む多くの部分が変貌し、魔王城に着く前とは全く違った姿となっていた。

「戦いながらマルコの魔石を吸ってた。良く分からないけど、そのせいで大きくなったみたい」

　……当然ながら、これも噓うそだ。

　少なくとも先程のアインは、約束通り剣の強さだけでマルコと立ち合っていたのだから。

　だが自らの身体に起きた変化、それをディルに説明するのは後にしたい。

「話せば長くなるよ。だから王都に戻る途中で、ゆっくりと聞いてもらう。……それでいいかな？」

「……承知しました。今はそれで納得しておきます」

　多くの迷惑をかけながらも自分を信じてくれるディル、彼と出会えて本当に良かった。

「バルトに戻る前に、少し寄り道していこうかな」

　するべき事は終わり、確認すべきことは確認した。だがここに来る機会なんてそうそうない、となればアインが帰る前に行きたい場所は。

「まさかアイン様……例の毒の沼に」

「さっすがディル！　そうそう！　今からそこに行ってみようよ！」

　先程までの姿とは違い、楽しいことを求めてやまない姿……そんなアインに戻っていた。

　ディルは疲れた顔をしながらも、アインの暴走じみた行動に付き合うことを決める。







　マルコの説明によれば、少し歩けば到着するとのことだった。

　多くの木々に囲まれながらも、時折枝を折ってでも進みつづける。

　足場は悪く、進むのに苦労してしまうが、それでも雪の中の行軍と比べれば、数倍マシな道のりだった。

　鬱うつ蒼そうとした木々の間を抜け、朝日に目が眩くらむ。

「お、見えてきた見えてきた！」

「あれが例の毒沼ですか？」

「あれだけ分かりやすければ、さすがにその毒沼だと思うよ」




　赤紫色の空気が辺りに充満している。

　アインはディルをかばうように立って、手をかざした。

　すると毒素分解が発動し、あたりの空気が無色透明に変化する。

「ディルはあまり近づかない方がいいかも」

「本来ですと、アイン様もそうなんですからね？」

「違いないね」

　くすっと笑い、足を進める。

　目の前に現れた直径数十メートルの広い沼地は、タールのような何ど処こまでも濃い色に、ツヤめく液体であふれかえっている。

　ただし色合いは青黒く、特別刺激臭のようなものは感じなかった。

　それどころか華やかで、バラを思わせる香りがあった。

　奥には、マルコが言っていたように光がある。

「この香りで毒ですか……。これでは騙だまされる動物や魔物もいそうですが」

「多分いないと思う。この周りにそんな足跡なんて無かったし、それに小さな虫だって姿を見せてないよ」

　その強烈なフェロモンのような香りは、自然界では相手を騙すのに有効だ。

　とはいえあくまでも毒の沼……本能で生きている生物たちは、その凶悪な毒性に気が付いているのだろう。

「ですがこうまでいい香りですと、本当に毒なのか気になって仕方ありませんね」

「はは、確かにその通りかも」

　ディルの言葉に笑みを浮かべ、アインは毒沼に足を踏み入れた。

　沼に手を当てると、アインが触れた部分を中心に、清らかな水の波紋が円状に広がった。

「解毒されたかな」

「……できれば足を踏み入れる前に、一言欲しかったところですが」

「あー……ごめんなさい。反省してます」

　ぽりぽりと頭を搔かき、申し訳なさそうにその言葉を口にする。

「光ってるのを見てくるから、待っててくれる？」

「承知致しました。ですが魔物がいないとも限りませんので、くれぐれもご注意ください」

「ん。いざとなったらこの黒剣振って逃げてくるから、それじゃちょっと待っててね……あ、浅いどころかただの水たまりみたいなもんか。さてさて……なにがあるのかなっと」

　一歩一歩、急に深くなっても大丈夫なように足をゆっくりと進める。その後ろでは、ディルが若干心配そうな顔でアインを見つめていた。

「ふんふふーん……」

　アインは大胆に足を進めた。

　足元が冷たいが、光への好奇心のほうが勝る。

　徐々に近づいてくる光に唇を綻ほころばせた。

「あれ。あの光って」

　輝き方に覚えがあった。

　急せかす足に従って進むと、そこにあったのは。

「そっか……この花の香りだったんだ」

　屈かがんで、そこにあった花に手を差し伸べる。

「桜色だけど……君ってブルーファイアローズだよね？」

　桜色に揺らめく炎、それを花びら一枚一枚に宿らせて、穏やかなリズムで煌きらめく。顔を近づけてみると、その姿は明らかにブルーファイアローズだ。

　アインが見間違えるはずがないのだ。

「毒も持ってるし……間違いない」

　全く青くないというのに、ブルーファイアローズと呼ぶのは如いか何がなものか。

「……抜けないな」

　その地から抜いて、毒を抜き去ってみよう。そう思ったのだが、どんなに強く引っ張っても抜ける気配がない。

　ついには両手で押さえて引っ張るも、抜ける気配がなかった。

「どんだけ根っこ伸ばしてるんだよお前……そんなに伸ばす程の大きさじゃないだろ……って」

　もしかして、この沼地の毒全体がお前の毒で、根の役割なのか。

　通常のブルーファイアローズなら考えられない程の毒の量。それが更に液体となって沼を作っているのだから、ただ事じゃない。

　少し考えてから毒沼に手を伸ばし、残っていた毒素をすべて分解する。

　すぐに沼地の面積が狭まっていくのを確認して、アインは小さくほくそ笑んだ。

「お、抜けた」

　沼の毒が抜けきったと同時に、ブルーファイアローズが随分とあっけなく抜けた。

「最後に君の毒ももらっていくね」

　アインは昔やった時のように、下の方から徐々に毒を吸い上げる。

　花びらの煌めきが徐々に強くなったかと思えば、一枚ずつ美しいクリスタルに変へん貌ぼうしていく。

　花柄の部分から上が、あっという間に宝石と化した。

「桜色のスタークリスタルね……」

　突然変異のブルーファイアローズは、その凶悪すぎる毒性のほかにも……こうした美しさを秘めていた。

　常に花びらが舞っているような、春はる爛らん漫まんの世界が広がるスタークリスタルだ。

　春の陽気や日の暖かさ、そして凛りんとした美しさがアインの目を奪う。

「……とりあえず持って帰ろ」
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　バルトの町に戻ったアインとディルは、急いで王家専用列車へと乗り込んだ。

　待たせていた近この衛え騎士達と再会した際には、皆がもれなく驚き立ち止まってしまった。

『魔石吸ったら大きくなっちゃった』

　と簡素すぎる説明を皆にすると、困惑しながらも納得していた。

　アインが戻ったことで水列車は出発した。

「ねぇディル……本当に、王都に戻ってからでいいの？」

　本当なら、水列車に戻ったところで多くを伝えるはずだった。

　しかしディルは、後でいいと考えを改めていた。疲れたアインに対しての気遣いだ。

「……では一つだけお聞かせ願えますか？」

「うん。何でも聞いて」

「アイン様がしていることは、イシュタリカのためですか？　それともご自身の興味だけだったのでしょうか？」

「俺はあれが、イシュタリカにとって大切なことだったと思ってる」

　その言葉を聞いたディルは、ただただ優しく微笑ほほえんだ。

「でしたら構いません。私はアイン様の護衛なのですから、ただアイン様をお守りするだけです。たとえそこが魔王城だろうとも」

「……急にここまできて、ごめん」

「謝る必要はございませんよ。ですがアイン様もお疲れです。どうか王都に戻った際には、また元気なアイン様とお話しさせてくださいませ」

　すると、ディルがアインの下から離れて行く。

「ゆっくりとお休みください。王都に到着する頃ころにまた参ります」

　静かにドアを閉めて、アインとは完全に別空間に移動していく。

　外に出て行ったディルの声はアインへと届かないが、ディルはその場で立ち止まり、いくつかの事を考えていた。

「……マルコ殿との戦いは、私には何もできませんでした」

　なんとも苛か烈れつな戦いだった。

　認めたくない気持ちが強いが、たとえロイドであろうとも難しい。そう思わせる程の力と技の応酬、それをアインは繰り広げていた。

　剣を抜こうものなら、確実に足手まといだっただろう。

「護衛として、傍そばに置いていただく者として……私は何もできなかった。となればアイン様、謝るべきは私なのです」

　ただただ悔しかった。

「はぁ……くそっ……悔しいなぁ」

　このままではだめだ。こんな護衛なんていなくても変わらない、ならどうすればいいのか。

「強くならなきゃダメなんだ。今まで以上に、そして父上よりもずっとずっと」

　大粒の涙を零こぼしながらも、自分がするべき事を強く考える。

　服の袖そでで目元をこすり、浮かんできた涙をふき取った。
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　ディルが去ったあと、アインは覚悟を決めようとしていた。

　目の前にあるテーブルの上には、ステータスカードが一枚置かれている。

「……そろそろ見るか」

　本心では、こんなものは見ないで窓から放り投げたい。

　ここで思い出すのは、マルコの最期に自分が口にした言葉だ。

『……俺の名はアイン、アイン・フォン・イシュタリカだ。正統なるイシュタリカの血を継ぐ次代の王であり、イシュタリカ王家二人目の────』

　重要なのは二人目のという言葉のつづきだ。

「……やっぱりこうなってたか」

　ジョブの一覧には、書かれているはずだったネームドの文字が見当たらない。

　代わりに書かれていた二文字はどうしよう。城に帰ったら、誰だれよりも先にシルヴァードへ伝えなければならない。

　その後のことはまた考えるしかない。

　アインはジョブに書かれていた二文字を、指でなぞって口ずさむ。




「『魔王』……ね」




　イシュタリカ王家の血筋に魔王が生まれる。

　今日まで『器』という言葉を何度も聞いてきたが、自分が持つ器というのは、魔王の器だったのかと。

　赤あか狐ぎつねを追っている身としては、因縁めいたものに意味を感じずにはいられなかった。


　アイン・フォン・イシュタリカ

【ジョブ】　　魔王

【体　力】　　──

【魔　力】　　──

【攻撃力】　　──

【防御力】　　──

【敏びん捷しよう性】　──

【スキル】　　魔王／眷けん属ぞく／暗黒騎士／大魔導／海流／濃霧／毒素分解ＥＸ／吸収／

　　　　　　　修練の賜たま物もの／氷龍










あとがき









　お久しぶりです。著者の結ゆう城き涼りようです。

『魔石グルメ』四巻をお手に取っていただきありがとうございました。

　今回のお話は楽しんでいただけたでしょうか？　楽しんでいただけましたら、これ以上に嬉うれしいことはありません。

　今回のお話もたくさんの加筆をさせていただきました。

　前半部分のウパシカムイなんかは完全に書下ろしですし、それ以外にも、ＷＥＢ版を凝縮しては書き足して……というのを繰り返していた記憶があります。

　全体を通して、マルコという騎士についても触れられたかと思います。




　ところで今回は、原作四巻とコミックス一巻が同時発売となっています。コミカライズ版には今まで見られなかった新たなイシュタリカの風景や、大陸の形などが描かれております。

　ハイムから大国イシュタリカにやってきたシーンは壮観ですし。

　例えば「ああ、アインたちはこういう世界で暮らしているんだな」と、こうした新しい魔石グルメの一面も楽しんでみてください。

　まだお手に取っていない方は是非、コミックスの一巻もご検討いただけますと幸いです。




　……といったところで、そろそろ次巻のお話でも。

　つづく五巻では、ようやくハイムとの因縁に一つの決着がつくお話となります。

　これまでの経験で大きく強く成長したアインが何をするのか……何が出来るのか。王太子補佐官となったクローネもきっと、母のエレナと再会することでしょう。

　いくつもの因縁に決着をつけるべく、また新たな物語が繰り広げられることになります。

　今後の展開についても、是非ご期待ください。




　最後になりますが、『魔石グルメ』四巻に携わってくださった皆様にお礼を申し上げます。

　今回も成なる瀬せ先生には大変お世話になりました。いつもながら魅力的なアインたちに加えて、冒険者の町バルトも描いていただいたおかげで、素敵な一冊に仕上げられたと思います。

　また、今回もお二人の編集様には大変お世話になりました。

　他にも書店様や営業様、これまで携わってくださった皆様へも、改めてお礼申し上げます。




　そして何よりも、お手に取ってくださった皆様のおかげで四巻を出すことができました。

　四巻をお手に取っていただき、本当にありがとうございました。

　また五巻でお会いできることを願いまして、『魔石グルメ』四巻のご挨拶とさせていただきます。




　それでは、これからも『魔石グルメ』をよろしくお願い致します。



















魔ま石せきグルメ　４




魔ま物ものの力ちからを食たべたオレは最さい強きよう！








結ゆう城き涼りよう
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